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第一章　砂漠の出会い







「見つかったわよ！　場所はサンドラ王国の南東、ラビ砂漠！」

　朝食をゆったりと取っている時に、突とつ然ぜん食堂の扉とびらが開いてリーンとポーラが飛び込んできた。顔には「やったあ！」と言わんばかりの笑え顔がおが張り付いている。

「昔、砂漠の中にあった古代遺い跡せきにニルヤの遺跡と同じ、六つの魔ま石せきが埋うめ込まれていた石柱があったそうよ！　今は砂漠に呑のみ込まれて砂の下らしいけど！」

「ふーん、よかったね」

　もぐもぐと朝食のトーストを咀そ嚼しやくしながら、メイドのラピスさんに果か汁じゆうジュースを入れてもらう。朝食は一日の活力源。ちゃんと取らないとな。朝っぱらから厄やつ介かいな話を聞いている暇ひまなんかないのだ。

「……いやらしい下着を」

「話を聞こう。ラビ砂漠？」

　くっ、覚えていたか。「バビロンの遺跡を探しに行かないなら、いやらしい下着を買ってもらう」なんて、どんな脅きよう迫はくだよ。

　食しよく卓たくに座すわるみんなの目の温度がかなり下がった気がするけど、反応したら負けだ。素知らぬ顔をして切きり抜ぬけるしかない。

「ミスミドの南、大樹海を越こえた先にある灼しやく熱ねつの国、サンドラ王国。ラビ砂漠はその南東にあるわ」

「海の次は砂漠かよ……。あの博士、僕ぼくに嫌いやがらせしてるんじゃなかろうな……？」

　未来を覗のぞけるらしいから今この時も覗いている可能性がある。僕はなんとなしに天てん井じようを睨にらみつけた。

　まあ五千年も経たてば地形の変化もあるだろうし、そこまで狙ねらって嫌がらせをしたりはしないか。……そう思いたいのに、なぜかそれを受け入れられない僕がいる。脳のう裏りにあの博士のにやにや笑いが浮うかぶからだ。

「で、その遺跡に行こうってのか？」

「そうよ。古代文明の遺産を見つけるのよ。『図書館』だといいんだけど」

　リーンは行く気満々だ。正直、僕は気が進まない。ちらりと傍かたわらに控ひかえるシェスカに視線を向ける。

「なンでしょウか？」

「いや、お前さんみたいなのがもう一人増えるのかと思うとな……」

「酒池肉林、ウハウハだト」

「もういい、喋しやべるなお前」

　頭痛くなってきた……。

　どうしようかなあ。そこまでして手に入れなくてもいいんじゃないのか、というのが僕の本音だ。

　しかしそうできないのはリーンとの約束もあるが、博士の残したメッセージにあったフレイズによる古代王国の滅めつ亡ぼう……アレが引っかかっているからである。

　考え過ぎなら問題ないけど、いざという時になって「バビロン」の力が必要になるということもありうる。その時になって後こう悔かいするのはゴメンだからな……。

「よし、じゃあ行こう。シェスカ、『庭園』の用意を」

「イエス、マスター」

　リーンとポーラが喜ぶ中、他のみんなもやれやれ、みたいな顔をして席を立つ。支し度たくをするために部屋に戻もどるのだろう。

　そういや『庭園』に、リフレットから転移させた空き家がそのままだった。別べつ荘そうとして使えるかと思ったんだが、ちょっと手入れをする必要があるよなあ。家自体は傷いたんでないし、それなりに大きいから充じゆう分ぶんに使えるレベルなんだけれども。

　ま、今回の移動中に少し手を入れるか。










　ベルファストから発進した『庭園』は、一路ミスミドの南、サンドラ王国へと向かう。

『庭園』のスピードは多分、飛行機とそんなに変わらないと思う。思うってのは、僕は生まれてこの方、飛行機に乗ったことがないからだ。高所恐きよう怖ふ症しようとかじゃなくて、単に乗る機会が全く無かったってだけだが。

「目的地までおよそ四時間かかりまス」

　それが速いのか遅おそいのか判断できないがけっこう時間があるな。じゃあ、今のうちに空き家を片付けるか。

　庭園の隅すみに転移した二軒けんの空き家のうち、大きい家の方の鍵かぎを開けて中に入る。うん、状態は悪くない。とりあえず掃そう除じをして綺き麗れいにすれば充分かな。

「じゃああたしは二階を掃除するわね」

「私はキッチン周りと、食堂を」

「拙せつ者しやは一階のリビングを中心に片付けるでござるよ」

「では私は玄げん関かんと廊ろう下かを。冬とう夜やさんは壊こわれている箇か所しよの修理と、水回りや明かりなどを改良して下さい」

　みんなテキパキとそれぞれの役割を決めていく。

　水回りね。さて、どうするか。『庭園』には確か水路が流れてた。それを利用できないかな。

『庭園』を制せい御ぎよするモノリスのところへ行き、シェスカにそのことを尋たずねると水路の水は博士の作ったアーティファクトが生み出だしているんだそうだ。

　案内してもらった場所には小さな噴ふん水すいがあり、そこから水が湧わき出して水路へと流れて庭園内へと行いき渡わたっている。その水は浄じよう化かされ、また噴水へと戻ってくるんだとか。

「これって水量が決まってるの？」

「いえ、蒸発するのもありますカラ。水量が減ったら増やして元の量に戻るようになってまス」

　ってことはここから水を引いても問題ないわけか。

「飲める？」

「人体に害はありませン」

　なら、使わせてもらうか。「銀月」の温泉に使ったのと同じ手で、短いパイプを噴水のところに設置する。一応排はい水すいパイプは『庭園』の水路を巡めぐった最終地点に設置しておこう。ここから浄化されるらしいからな。

　キッチン周りを掃除していたリンゼのところへ行き、水を溜ためるための樽たるを外へ追い出して、【モデリング】で流し台を作った。ミスリル製のシンクがまばゆいばかりに輝かがやく。

　その上には蛇じや口ぐちが取り付けてあり、ここと噴水が【ゲート】でつながっている。むろん、排水口も排水パイプにつながっている。

　蛇口を捻ひねると水が出る。うん、大だい丈じよう夫ぶだな。リンゼは初めこそ驚おどろいていたが、やがて自分でも蛇口を開いたり閉じたりして使い方を学んだようだ。

　ついでにトイレも作っておく。水洗式のやつだ。こればっかりは手を抜けない。もちろん排水口はここではなく、自宅のトイレへと繋つなげておいたが。

　そしてお風ふ呂ろ場ばも同じように作る。シャワーも完備だ。これはいいんじゃないかな。

　あとは照明関係か。【ライト】をエンチャントしておけば、使用者の流した魔ま力りよくによって数時間は明かりを灯ともすだろう。【ライト】自体はそんなに魔力を消費する魔ま法ほうじゃないしな。

　とりあえずこんなもんか？　そういえばリーンとポーラの姿が見えないが、どこ行った？

　二人？　を捜さがしてみると、モノリスの前にリーンとポーラ、そして琥こ珀はくに珊さん瑚ご、黒こく曜よう、シェスカの姿があった。みんなモノリスに映る画面をじっと見ている。

「なにしてんの？」

「面めん倒どうなものを発見したのよ。多分遭そう難なん者しやね。ここはサンドラ王国の手前だけど、すでに砂漠地帯。こんなところ誰だれも通らないのに」

　画面には地上が映し出されていた。砂漠の中、荷物を載のせた駱らく駝だを連れて、ボロボロの日よけマントを身に着けた数人が、力無くヨタヨタと歩いていた。十人くらいいるのか？　それにしては荷物が少な過ぎる気がするが。

「遭難者なら助けないとマズいんじゃないか？」

「どうやって？　この『バビロン』の存在を明かすの？　行きずりの遭難者に。もしあれが悪人やおたずね者だったら？　こんなところを進んでいるなんて普ふ通つうじゃないわ。面倒なものって言ったのはそういうことよ」

　なるほど。確かに面倒か。まあ、悪人かどうかはユミナの魔眼で判断できるだろうが、全員が善人とも限らない。でも一人だけ悪人がいたからって、そいつだけ砂漠に置き去りってのもなんだしなあ。

「とにかく助けよう。『庭園』に連れてこなくても、【ゲート】でミスミドやベルファストへ送ることも可能だし」

　ただどうやって接せつ触しよくするかだなあ。いきなり目の前に現れても警けい戒かいされるだけだろうし。

「急いだ方がイイかもしれませンよ」

「え？」

　シェスカの指差す画面には、遭難者の目の前に巨きよ大だいな怪かい物ぶつが砂の中から現れた映像が流れていた。

　なんだあれは!?　虫か!?　巨大な芋いも虫むしというか、ミミズというか。先頭部分が全部口になっていて、鋭するどい牙きばが内部に三六〇度びっしりと生えている。

「サンドクローラーね。砂と一いつ緒しよに獲え物ものを呑み込む砂漠の魔ま獣じゆうよ」

　リーンが画面を睨みながら怪物の正体をつぶやく。映像の中では遭難者の中の三人が剣けんや斧おのを振ふりかぶり、怪物に向かっていたがどうも分が悪そうだ。魔ま法ほう使つかいもいないらしく、彼かれらの腕うでもあまり高いとは言えない。すでに荷物を運んでいた駱駝が喰くわれている。遭難者たちがやられるのも時間の問題だろう。

「行ってくる！」

　僕は画像をしっかりと記き憶おくし、【ゲート】を開いて地上へ向けて躍おどり出た。

　サンドクローラーの上空から出現し、ブリュンヒルドで弾だん丸がんの雨を降ふらせる。ただの弾丸ではない。【エクスプロージョン】が付ふ与よされた爆ばく裂れつ弾だんだ。不気味な体液を撒まき散ちらしながら、サンドクローラーが身をよじる。

　砂漠の上に着地すると、右手に魔力を集中し、リンゼ直伝の魔法を詠えい唱しようする。

「【水よ来たれ、清せい冽れつなる刀とう刃じん、アクアカッター】」

　放たれた水圧の刃やいばがサンドクローラーの首（？）を刎はね飛とばした。うあ、自分でやっといてなんだが、グロいな……。

　切断面から白だ緑だ、気色の悪い液体を撒き散らしながら、ゆっくりとソレは砂漠に倒たおれる。それでもすぐには死なず、ウネウネと気持ち悪い蠕ぜん動どうを繰くり返かえしていたがやがて動かなくなった。

　うへえ……。ウナギとかは頭を落としてもしばらく生きているっていうけど、これは映像的にアウトだ。今度倒す時はこんがりと焼き尽つくそう。

　ブリュンヒルドを腰こしのホルスターに収納し、サンドクローラーの死体を見ながら顔をしかめていると、遭難者の一人がこちらに歩いてきた。手には長ちよう剣けんを持ち、顔は日よけマントのフードでわからない。が、女性であるようだった。

「……君は？」

「望もち月づき冬夜と言います。たまたまあなたたちを見つけたのですが、危険だと判断したので戦せん闘とうに介かい入にゆうさせていただきました」

「いや、感謝する。おかげで助かった。私はレベッカ。冒ぼう険けん者しやだ」

　フードを外し、その顔を太陽の下に晒さらす。日焼けをした褐かつ色しよくの肌はだに、アッシュカラーの髪かみは肩かた口ぐちあたりの長さでカットされていた。

「あんたすげえな。あんな魔獣をあっという間にやっちまうなんてよ」

　レベッカの後ろにいた戦せん斧ぷを持った男がフードを外しながらやってきた。無ぶ精しよう髭ひげを生やした二十代前半で背が高く、がっしりとした男だった。その横には僕より歳とし下しただと思われる少年が剣を持ったまま、肩かたで息をしている。

　ちらりと見ただけだが、どうもあの武器は彼に合っていないような気がする。どっちかというと小こ柄がらなあの子にはあの剣は大きすぎだ。

　と、そんなことを考えていたら、少年が剣を投げ捨てこちらへ駆かけてきて僕の足元に膝ひざをついた。

「あっ、あの！　さっきの魔法は水属性の魔法ですよね!?　でっ、でしたら水を出してもらえないでしょうか!?」

　いきなりの申し出に一いつ瞬しゆんたじろいだが、すぐに理解する。ああ、水が無いのか。

　そういや喰われた駱駝にも水みず袋ぶくろとかなかったっけ。その状じよう況きようで砂漠を渡ろうなんて自殺行こう為いもいいとこだ。

「すまない。もしよければ水を出してはもらえないだろうか。今は金が無いが、必ず恩は返す。だから……」

　返事をなかなかしなかった僕に、思おもい詰つめたようにレベッカさんが切り出してくる。

「いや、別に構いませんけどね。何か容いれ物ものがあったかな、と思って。まあ作りゃいいか」

「え？」

【ストレージ】から手のひらサイズの鉄の塊かたまりを取り出し、【モデリング】で大きな金だらいを作る。その中に水属性の魔法で大量の水を呼び出した。金だらいが砂漠の熱で熱くなるから、ついでにかなりの量の氷も入れとこう。

「ああっ！」

　水の音を聞き付けて、その他の人たちが一いつ斉せいにこちらへ向かってくる。残りの鉄で簡易的なコップを人数分作って渡してやった。

　我先にと手を伸のばし、水をゴクゴクと飲んでいく。よっぽど喉のどが渇かわいていたんだな。

　そのうち妙みようなことに気がついた。遭難者は全員で十人。そのうちさっきの少年と、斧おのを持った男以外は全員女性だった。

　さらにレベッカを除く残りの七人の女性には共通するものがあったのだ。黒光りする大きな首輪である。これってもしかして……。

　訝いぶかしげに首輪を見つめる僕に気付くと、レベッカさんは重々しく口を開いた。

「そうだ。彼かの女じよたちは奴ど隷れいだ。私たちが奴隷商人から奪うばってきた」

　……あれ？　リーンの予想が大当たり？　助けた人たちは盗とう賊ぞくとかでしたか……？







　　　　　◇　◇　◇







「隷れい属ぞく化かの首輪」というものがある。

　元々はアーティファクトのひとつで、何百年か前にサンドラの大魔法使いが量産化に成功した魔道具らしい。

　そもそもこれは凶きよう暴ぼうで使し役えき出来ない魔獣などを、無む理り矢や理り従わせるために作られたものだった。しかし、いつしかこれが人間に使われるようになったのである。

　初めは犯罪者だったという。ところが時代が流れるにつれ、その首輪はこの国に「奴隷」という存在を生み出してしまった。

　全すべての権利を剥はく奪だつされ、所有物として扱あつかわれる「モノ」を。

　大たい概がいは犯罪者だったり、借金のために身売りしたり、されたりの合法（あくまでその国では、だが）で奴隷にされる。だが、中にはやはり悪党がいるもので。

　盗賊団と奴隷商人がグルになり、盗賊たちが村を襲おそって金品を奪う。そして若い娘むすめたちを奴隷商人が非合法で手に入れるという形が闇やみで横行していたらしい。

　どんな形であれ、「隷属化の首輪」を施ほどこされてしまったら、もう自由はない。商人の組合に登録され、個人の所有物、財産として扱われる。

　レベッカさんが連れていた人たちもそうやって奴隷にされた人たちだそうだ。

　その彼女たちを連れた奴隷商人に、旅の護衛として雇やとわれたのがレベッカさん（女性剣けん士し）、ローガンさん（斧使いの男性）、ウィル（少年）の三人だった。ギルドを通していない仕事だったので、奴隷商人だとは思ってもいなかったのだという。

　旅を続けるうちに奴隷の人たちから事情を聞かされた三人は、義ぎ憤ふんにかられ、奴隷商人に対して反旗を翻ひるがえそうとした。しかしその矢先、商人は盗賊に襲われ、あっさりと死んでしまう。

　襲しゆう撃げきの第一矢が頭に刺ささり、なんともあっけない最さい期ごだったらしい。盗賊とグルになって悪事を働いてきた男が盗賊に殺されるというのも、因果応報というものだろうか。

　襲ってきた盗賊たちを倒したレベッカさんたちは、これ幸いと奴隷の人たちを連れてこの国から見つからないように逃にげ出そうとした。組合に捕つかまれば、新しい主人に売うり渡されるだけだからだ。

　だが、人目を避さけての国外逃とう亡ぼうの途と中ちゆう、砂すな嵐あらしに巻き込まれ、遭そう難なんしてしまった……。










「ということですか？」

「まあ、そういうわけだ」

　なるほどなー。しかし、悪いヤツもいるもんだな……。人身売買か。この世界にもそういうものがあるんだなあ。

　どうやらサンドラ王国ってのはあまり他国との交流がないらしく、独自の文化を保っている国らしいな。まあ、ミスミドから大樹海を越えて、灼しやく熱ねつ砂さ漠ばくを踏とう破はしてまでここに来るのは大変だろうし。

「『隷属化の首輪』ねえ……」

　外そうとすると装着者に激痛が走り、最悪死に至るらしい。悪あく趣しゆ味みだな。主人となった者を傷付けることができなくなり、命令に逆らうことができなくなる。

　逃亡しようにも「戻って来い」と主人が念じればそれで終わりだ。逆らえば苦痛を味わうことになる。

　首輪を外せるのは主人だけ。しかし、その主人だった商人が死んでしまったのだ。つまり、もう彼女たちの首輪は外せない。一度組合に戻り、新しい主人を得てその主人が奴隷を解放しない限り、外れることはない。

　実は他に取る方法をひとつ思いついたんだけど、できるかな……。

【アポーツ】で引き寄せて取り外すって方法なんだが……でも、微び妙みような大きさだよなー。

　女の人の首だから、そんなに太くはないと思うんだけど。掌てのひらにおさまるかな？

　自分の首を両手で掴つかんで太さを確かく認にんしてみる。これよりは細いだろうから、大丈夫かな。ダメならなにも起こらないだけだし、やるだけやってみるか。

「その首輪、外せるかもしれない」

「なに？」

「本当ですかっ!?」

　レベッカさんより、ウィル少年の方がその言葉に食いついた。目を見開いて僕の方に視線を向けてくる。

「まあ、試ためしてみないとわからないけど。ダメならなにもおこらないだけだし、やってみても……」

「お願いします！　ウェンディを解放してあげて下さい！」

　ウェンディ？　ウィル少年が首輪を付けた一人の少女の手をとって、こちらへ足早にやって来た。

　歳は十三か十四……ウィルと同じくらい？　褐色の肌にくすんだ金きん髪ぱつを三つ編みにし、左右の胸の前に垂らしている。奴隷の七人の中では一番若い少女だ。ウィルの背に隠かくれ、こちらをびくびくしながらうかがっていた。怯おびえられてるようで、ちょっとショック。まあ、サンドクローラーをあんなにしたしな……。

　まあ、いいや。




「【アポーツ】」




　これ以上怯えさせてもなんなので、前置きなしに首輪を引き寄せた。

　僕の手の中にはすでに黒光りする首輪が握にぎられている。お、成功したか。

「えっ!?　あ、あれっ!?」

　僕が首輪が握っているのを見て、ウィルは後ろに隠れているウェンディを振り返った。当然、そこには首輪はない。

「取れてる！　取れてるよ、ウェンディ！」

「え……？」

　ウェンディと言われた少女が自分の首をさする。首輪から解放されたことがわかると、目からぽろぽろと涙なみだを流し、口元を押おさえた。

　そんな彼女をウィルがしっかりと抱だきしめる。あー、そういうことね。そりゃ少年も必死にもなるか。青春ですなあ。

「……おいおい、一体何をしたんだ？」

「無属性魔法【アポーツ】。物体を引き寄せる魔法ですよ」

　驚きの表情のまま固まっているローガンさんを置いて、他の人たちの首輪も次々と外していく。やがて七つの首輪全てが僕の手によって外されると、それを火属性の魔法で全部焼き尽くした。

　燃もえ尽きていく首輪と僕を見ながら、レベッカさんが呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「……一体君は何者なんだ？」

「僕も冒険者ですよ。ほら、ギルドカード」

「赤!?」

　僕が出したカードの色に、冒険者の三人が色めき立つ。手て渡わたしたカードを全員が覗き込むように確認し、さらに驚きの声を上げた。

「ドラゴンスレイヤーにゴーレムバスター!?　マジかよ!?」

「サンドクローラーをあっさりと倒せるはずだ……」

「わああ……初めて見ました……！」

　三者三様の驚きをありがとう。カードを返してもらい、レベッカさんにこれからどうするのかを聞いてみる。

「奴隷から解放されても、登録が抹まつ消しようされたわけではないからな。この国にいては面倒なことになるだろう。やはり他の国へ連れて行こうと思っているが……」

「なら、ベルファストへ来ますか？　いい国ですよ。しばらくならウチにいてもいいですし」

「いや、ちょっと待てよ。ここからベルファストまでどれだけ離はなれてると……」

　ローガンさんの言葉を遮さえぎって、目の前に【ゲート】を開く。光の門に首を突っ込み、ユミナを『庭園』から呼び寄せた。

「だっ、誰だ!?」

「初めまして。ベルファスト王国国王、トリストウィン・エルネス・ベルファストが娘、ユミナ・エルネア・ベルファストでございます」

「「「え!?」」」

　三人とも完全に固まった。まあ、そうなるわな。

　こういうとき、ユミナが本当に王女なんだなあと思い知らされる。綺麗なドレスをまとっていなくても、その育ちの良さと仕草が本物だとわかるのだ。事実、すでに目の前の全員がユミナの存在に呑まれてしまっている。

「みなさんの事情は全て聞いておりました。我わが国くにはあなたたちを受け入れることができますが、いかがいたしますか？」

　にっこりと笑いながら、ユミナは一人一人に視線を向けていく。魔眼を使ってくれているのだろう。もしこの中で邪よこしまな考えを持っている者がいたら、ベルファストに連れて行ったとしてもしばらくは監かん視しをつけなければなるまい。

　ユミナは全ての者と視線を合わせたあと、僕の方へ向けてにっこりと微ほほ笑えんでくれた。どうやら問題はないらしい。

　固まってたレベッカさんがやおら膝を折り、ユミナに対して土下座状態になる。

「は、ははっ！　あ、あの、よ、よろしくお願いいたしますっ！」

　つられてか、ローガンさん、ウィル、ウェンディ、他の女の人たちも次々と土下座していく。なんだこれ？　時代劇の「控えおろう！」のシーンみたいだな……。

「ではみなさんをベルファストへ。冬夜さん、お願いします」

「あいよー」

　一人一人【ゲート】をくぐらせるのは面倒なんで、みんなを立ち上がらせてそのまま足あし下もとの地面に【ゲート】を開く。そして出口はベルファストの我が家やの庭、地上一センチのところに開きながら【ゲート】を上へと移動させて抜けさせる……。

　海外ＳＦドラマの転送装置みたいな移動をイメージしていたのだが、失敗した。これはやめた方がいいかもしれない。気持ち悪い。

　アレだ、階段を昇のぼっていて昇り切ったのに、もう一段あると思い込んでのガクンとなる感覚？　地面が一瞬とはいえ消失するってのはものすごい嫌な感覚になる。

　まあそこまで考えたのは僕とユミナくらいで、他のみんなは突然変わった風景にきょとんとしていた。

「こ、ここは……？」

「ベルファスト王国の王都だよ。で、ここは僕の家。しばらくここに住むといい。ライムさーん」

　我が家のスーパー執しつ事じを呼ぶと、すぐさまラピスさん、セシルさん、レネのメイド部隊を連れて、テラスから現れた。

「僕らが帰るまでこの人たちのおもてなしをお願いします」

「かしこまりました、旦だん那な様さま」

　深々と頭を下げてライムさんがメイド部隊に目配せをすると、ラピスさんたちがみんなを家の中へと先導していく。辺りをキョロキョロとうかがいながら、レベッカさんたちはメイドさんに従ってぞろぞろとついていった。

「とりあえず身の振り方かたはあとで考えてもらおう。僕らのほうは『庭園』に戻ろうか」

「そうですね」

　レベッカさんたちは冒険者だから、ギルドの仕事をこなせば王都の宿に拠きよ点てんを移すこともできるだろう。他の人たちは……さすがにウチは七人も雇えないしな。なにか仕事を見つけられるといいけど。

《主あるじ！》

「？　琥珀？」

　いきなり念話が飛んで来てちょっとびっくりした。どうしたんだ？

《どうした琥珀、なにかあったのか？》

《砂漠に突然変な魔ま物ものが現れたのよぅ。キラキラ光って水すい晶しようみたいな……》

　返ってきたのは琥珀ではなく、黒曜の声。水晶の魔物……まさか!?

【ゲート】を開き、『庭園』のモノリス前へと転移する。みんなが見上げるモノリスの画面の中には、巨大な水晶の怪物が砂漠に浮かび、共鳴音のような甲かん高だかい音を発していた。

　僕らが出会ったのはコオロギの形、リーンが出会ったのは蛇へび、そして三体目の水晶の怪物、フレイズの姿はオニイトマキエイ――――マンタの姿をしていた。

　デカい。そのフレイズを見た瞬しゆん間かん、そう思った。以前戦ったコオロギのヤツは軽自動車サイズだったが、今回のは大型バス四台分はありそうだった。

　頭……というか体の先頭部分に、やはりアーモンド状の頭部らしきものが二つ並んでおり、その中にはオレンジに光る核かくのようなものが見える。

　体の大きさに合わせたのか、以前のコオロギタイプの核は野球のボールくらいだったが今回のはバスケットボールくらいある。あれでは【アポーツ】で引き寄せるのは無理だろう。

「どうする？」

　リーンが僕の方を振り向むき、判断を求めてくる。戦わないで逃げるのもありだろう。正直、この国にはなんの恩も義理もない。

　だけどもしあれが砂漠を越え、大樹海を越えて、ミスミドにやってきたら？　さらにその先のベルファストまでやってきたら？

　たくさんの被ひ害がい者しやが出るかもしれない。その中には僕らの知り合いや、世話になった人たちも含ふくまれるかもしれないのだ。

「やろう。あいつを放っておくわけにはいかない」

　ここでアレを止める。

　幸い周りには何もない砂漠だ。被害を考える必要もない。

「だけど、どうやって？　アレが前と同じ能力を持っているとすれば魔法は吸収されるし、ものすごく硬かたいはずよ？　しかも今回のは空まで飛んでるわ」

　確かにエルゼの言う通りだ。八や重えの刀はミスリル製のものに変わってはいるが、それがどこまで通じるかわからない。そもそも空を飛んでいる相手に対して、どうやって攻こう撃げきする？

「直接攻撃じゃない魔法で攻せめるしかない、です。【アイスロック】や【ロッククラッシュ】をぶつけるとか、で」

　リンゼの言葉にリーンとユミナが頷うなずく。なんとかその攻撃でヤツを地面に叩たたき落おとし、僕、エルゼ、八重が直接攻撃をしかける。その方法でいくしかない。

「よし、行こう！」

　視し認にんできる範はん囲いなら【ゲート】で跳とべる。光の門を開き、地上の砂漠へと全員で飛び出した。

　頭上にはゆったりとした動きで水晶マンタが太陽の光を反射させて輝いている。

　直じかに自分の目で見ると、さらに大きさが実感できる。見下ろされているからか、威い圧あつ感かんもまたひとしおだ。

　ブリュンヒルドを抜き、引ひき鉄がねを引く。ガキュン、ガキュン、と弾丸が水晶マンタのボディを滑すべるように弾はじかれてしまった。

「通常弾だんはきかないか……」

　相当硬い上に、平べったいボディが威い力りよくを逸そらしてしまうのだろう。

「【氷よ来たれ、大いなる氷ひよう塊かい、アイスロック】！」

　リンゼが魔法を発動させるとマンタの上空に巨大な氷塊が現れ、そのまま落下する。

　氷塊はマンタのボディに激げき突とつしたが、空中で浮ふ遊ゆうする物体に対してはさほどの威力を発揮できず、マンタのボディを滑ってそのまま砂漠へと落ちていく。暖の簾れんに腕うで押おし。そんな言葉が頭に浮かんだ。

　水面に浮かぶ発はつ泡ぽうスチロール板に石を投げているような感じだ。これではとてもあいつを地面に叩き落とせない。

　水晶のマンタがゆっくりとこちらを向く。右と左、核の入った水すい晶しよう体たいの間に光が集まっていた。なにかわからないがマズい予感がする！

「みんな、散開しろ！」

　僕の言葉に全員がすぐさま反応し、その場から駆け出す。

　次の瞬間、マンタから光の弾丸が撃うち出され、僕らがいた場所に炸さく裂れつした。凄すさまじい爆ばく音おんと共に巨大な砂柱が立ち、その破は壊かい力りよくを物語る。

「冗じよう談だんだろ……あんなの食くらったらひとたまりもないぞ……」

　撃ち出すのに数秒の溜めが必要らしい。それだけが救いか。あれならなんとか躱かわすことができる。

　そんな僕の考えを嘲あざ笑わらうかのように今度はマンタの尻尾しつぽが伸びて、その先が腹の下にくるように曲げられた。そしてその先せん端たんから機き関かん銃じゆうのように何かが飛び出し、僕らを再び襲う。

「くっ!?」

　撃ち出された何かを躱し、体勢を整えつつも砂さ漠ばくに突つき刺さったものを確認する。

　それは透すき通とおった水晶の矢、いや棒ぼう手しゆ裏り剣けんとでも言うべきものか。どっちにしろ危険極きわまりない。

　みんなの無事を確認するために辺りを見回すと、リンゼが足を押さえて倒れていた。

「リンゼ！」

「大丈夫、です。かすっただけ、ですから……」

　リンゼは傷付いた足を回復魔法で治しながら、気き丈じようにも立ち上がる。そんな彼女に、再び尻尾の先が向けられた。マズい！

「【アクセル】！」

　僕があげた指輪の能力を使い、エルゼが妹の元へと加速移動する。

　降り注ぐ棒手裏剣の雨に対して、エルゼは左手のガントレットを翳かざした。ガントレットの風の付与効果により、水晶の弾丸はすべて双ふた子ご姉妹を避けて後方へと逸れていく。

「冬夜殿どの！　拙者を【ゲート】でヤツの頭上へ！」

「っ……！　わかった！」

　八重の提案に僕は一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、言われた通り彼女の足下に【ゲート】を開いて、マンタの数メートル上空に転移させた。

「覚かく悟ごォォッ!!」

　八重が振り下おろしたミスリル製の刃がマンタの背に食い込んだ。しかし致ち命めい的てきなダメージには程ほど遠とおい。

　マンタの背を蹴けって八重が離れる。おいおい、いくら下が砂漠だからってあの高さから落ちたら……！

「冬夜殿！　【ゲート】を！」

　！　っ、なるほど！

　落下する八重のすぐ下に【ゲート】を展開、出口は僕ぼくの横、地上から一メートル上に開く。彼女は空中の【ゲート】に消え、僕の隣となりに転移し、軽かろやかに着地した。ふう。

「心臓に悪いことさせないでくれよ……」

「申し訳ないでござる」

　しかし、ミスリル製の八重の刀でも効果薄うすか。どうしたらこいつにダメージを与あたえられるんだ!?

　前回のコオロギタイプのようにやはり核を砕くだくしかないのだろうが、大きすぎて【アポーツ】では引き寄せられない上に、核は二つあるときた。

　尻尾の先がこちらを向く。くっ、またか！

「【風よ渦うず巻まけ、嵐あらしの防ぼう壁へき、サイクロンウォール】！」

　ユミナの紡つむいだ呪じゆ文もんが僕と八重の周りに風の防ぼう御ぎよ壁へきを生み出した。マンタから放たれた矢はその渦うずに呑のみ込まれ上空へと消えていく。助かった。

　しかし砂嵐が消えて目の前に飛び込んできたのは、光の玉を今まさにこちらへ向けて撃ち出さんとしているヤツの姿だった。

「ッ、【アクセル】！」

　八重を抱き上あげ、加速魔法でその場から離り脱だつする。背後から大だい音おん響きようの爆音が襲ってきた。危なかった！　意外とアイツ、頭もいいぞ。

「【岩よ来たれ、巨きよ岩がんの粉ふん砕さい、ロッククラッシュ】！」

　リーンの魔法が水晶マンタの頭上に巨大な岩を叩きつけるが、先ほどのリンゼと同じように大した効果は生み出せないようだった。

　このままじゃマズいぞ……こちらには決め手が無い。いずれ追おい詰められるのは目に見えている。そうなったら誰かが犠ぎ牲せいになる可能性も……。僕は背中に冷たい汗あせが流れていくのを感じた。

「くっ、一いつ旦たん【ゲート】で引くしかないか……？」

「あれ？　誰かと思ったら冬夜かい？」

「え？」

　場ば違ちがいな声に八重を抱き上げたまま、思わず振り向いてしまう。

　そこに立っていたのはこの灼しやく熱ねつの暑さの中だというのに、長く白いマフラーをした白はく髪はつの少年だった。

「エンデ……？」

「やあ」

　以前、街で出会ったモノトーンの服を着た少年がにこやかに手を上げる。

　なんでエンデがこんなところにいるんだ？　いや、それ以前にどうやってここに？　さっきまで誰もいなかったのに。

　見み渡わたす限り砂漠の、こんなところならどこから来たってわかるはずなのに。

「久しぶり。フレイズの気配がしたから来てみたら、まさか冬夜に会えるなんてね」

「エンデ……フレイズのことを知ってるのか？」

「知ってるよ？　まあいろいろあってね。それにしても『中級種』までこっちに来てるとはね。『世界の結界』とやらももう限界みたいだな」

　中級種？　結界？　一体この少年は何を知っているんだ？

「ま、ちょっと待ってて。まず、アレを片付けるからさ」

「は？」

　そう言って笑いながら、エンデはマンタフレイズへと歩いていく。そんな彼めがけて水晶の矢が容よう赦しや無なく降り注いだが、次の瞬間、エンデの姿がその場から消きえ失うせた。

「えっ!?」

　辺りを見回すがエンデの姿はどこにもない。透とう明めい化かの魔法か？　いや、あの魔法は視覚を誤ご魔ま化かすだけで、存在を消す魔法じゃない。

「あそこでござる！」

　僕の腕の中で八重がフレイズを指差す。宙に浮うくフレイズの背中にエンデが立っていた。いつの間に……!?

「よっ、と」

　なにげない仕草でエンデがフレイズの背に蹴りを入れる。右足を上げ、それを下ろしただけの、緩かん慢まんな蹴りだった。それだけでフレイズに亀き裂れつが入り、それが全身にあっという間に走っていく。

　やがてパキィンッ！　とガラスを割ったような大きな破は壊かい音がしたかと思うと、ガラガラとフレイズが崩くずれ出だした。

　なんだ!?　何をやった!?

　キラキラと崩れ落ちる水晶と共に、エンデが砂漠に降り立つ。
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　砕け散ったフレイズの残ざん骸がいの中から、バスケットボール大の核を二つ拾い上げると、彼は両手でそれを持ち、互たがいに叩きつけて木こっ端ぱ微み塵じんに破壊した。

　そのまま手をパンパンと叩いて、こちらへとやってくる。

「いったい何をしたんだ？」

　僕は疑問に思ったことをエンデにぶつけた。

「何も？　アイツと同じ固有振しん動どうを魔ま法ほうで叩きつけて破壊しただけだけど」

　固有振動？　共きよう振しん現象ってやつか？　魔法だから同じものじゃないのかもしれないが……。

「エンデ……さっき『世界の結界』って言ってたな？　なんのことだ？」

「この世界に異物が入ってこないようにする網あみのようなものだよ。だけどほころびがあるみたいでね。こいつもそこから抜ぬけてきたやつだろう。まだせいぜいこのレベルのやつしかこっちに来られないようだけど」

　砂漠に散らばる水晶のかけらを眺ながめながらエンデはつぶやく。

「こいつらはただ目的を果たすために動いているにすぎない下したっ端ぱだよ。大したやつじゃない」

「目的？」

「眠ねむれるフレイズの『王』を捜すことさ。僕と同じ目的だよ」

　……なんだって？

「おっと、そろそろ行かないと。ちょっと約束があるんでね。じゃあ冬夜、また会えるといいな」

「ちょ……！」

　エンデはにこやかに微笑むと、引き留める僕を無視してその場から消えてしまった。これはいったいなんの魔法だ？　瞬間移動なのか？

「フレイズの『王』だって……？」

　僕はエンデが置き去りにした謎なぞに頭を悩なやませながら、こちらへと駆けてくるみんなをただ呆然と眺めていた。
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「怪あやしすぎる」

　リーンは腕うでを組んで結論を述べた。いや、僕もそう思うけど。

　あのあと『庭園』へ戻もどり、エンデとの会話をみんなに話した。

「五千年前の通貨を持ち、私たちが全く歯が立たなかった怪かい物ぶつを一いち撃げきで倒した。さらにその怪物のことにも詳くわしく、この馬ば鹿かみたいな暑さの中マフラーをしている。怪しさ大だい爆ばく発はつでしょうが」

　最後のはあまり関係無い気もするが、まあ、怪しいことには変わりない。いったいあいつは何者なんだろう……。

「あの水晶の魔物……フレイズって言ったかしら。結局アレってなんなの？」

　根本的な疑問をエルゼが口にする。確かにただの魔物というわけではないだろう。

　なにせ五千年前、世界を滅ほろぼしかけたヤツらなのだ。そのことを知っているのは僕とシェスカだけなのだが、みんなにそれを伝えるべきか未いまだに僕は迷っていた。

　みんなをやたらと不安にさせるのもどうかと思って黙だまっていたのだが、こうなってくると逆に言い出しにくい。




　じ―――――――――――っ……。




　うっ。久しぶりのユミナの視線攻撃。思わず目が泳ぐ。マズい。結けつ婚こんしたらユミナに嘘うそとかつくのは無理な気がする！

「冬夜さん、なにか知ってますね？」

「うぐっ」

　あっさりとユミナに僕の挙きよ動どう不ふ審しんぶりを看破され、博士からのメッセージをみんなに白状させられた。

「なんでそんな大事なことを黙ってたのよ！」

「いや、そのうち話そうとは思ってはいたんだけど……」

　リーンに詰め寄よられ、言い訳がましい言葉を口にする。

「幾万ものフレイズの侵しん攻こう……。それが古代文明滅めつ亡ぼうの原因だったのね。でも、五千年前にはそんなにたくさんいたというのに、今は目もく撃げき情報がほとんどない……。そして今になって現れ始めた。いったいどういうことなのかしら……」

「生き残り、か、封ふう印いんされたやつが出てきたのでは？」

　悩み出したリーンにリンゼが自分の考えを述べる。実際、僕らが初めて出会ったコオロギタイプは仮死状態のようだった。確かにその考えもあるが……。

「エンデって子が言った『結界』とやらが引っかかってるのよね……。私が出会った蛇のフレイズは割れた空間から現れたらしいし。ひょっとしてフレイズはどこか別の次元に封印されているのかしら……」

「それを誰だれかが破ろうとしている……とかでござるか？」

「確証はないけどね」

　リーンの足下ではポーラが腕を組んでうんうんと頷いている。本当にわかってるのか、こいつ？

　それよりも僕が気になっているのは、そのフレイズに対たい抗こうする手段がないということだ。エンデはあいつを「中級種」と呼んでいた。ということは「下級種」や「上級種」がいるということなのだろう。

　おそらくコオロギタイプや蛇タイプのフレイズは「下級種」。「中級種」のフレイズでさえ僕らは手に負えなかった。もし「上級種」が現れたら……。

　どうやら本気で「バビロン」を探さないといけないかもしれない。

「シェスカ。五千年前にはフレイズと人類は戦ってはいなかったのか？」

　モノリスの前に佇たたずむシェスカが、僕の言葉に顔を向ける。

「いえ、戦ってはいまシた。かなり戦せん況きようは悪かったでスが。博士も対フレイズ用の決戦兵器を開発してはいたのでスが、完成した時にはすでにフレイズは一匹ぴき残らずいなくなっていまシた」

「決戦兵器？」

「博士が生み出した搭とう乗じよう用人型戦せん闘とう兵器でス。『フレームギア』と申しまス」

　搭乗用人型戦闘兵器!?　それって巨きよ大だいロボットってこと!?　そんなもんまで造ってたのかよ、あの博士！

　確かにシェスカのようなロボ子を造れるのなら、巨大ロボットなんか造っててもおかしくはないけど……。

「それってそのあとどうなったの？」

「確かバビロンの『格納庫』に保管されていたかト」

　エルゼの質問にシェスカがそう答える。ってことは、今向かっている遺い跡せきの転送先が『格納庫』ならそれを手に入れることもできるわけか!?

　やば。ちょっと、いや、かなりワクワクしてきた。だってロボットですよ？　乗り込むやつのロボットですよ？　男の子ならこの気持ちわかるよね!?　ここには女の子しかいないけど。

『主、目的地に着いたようですが』

『なにも無いみたいだけどねぇ？』

『砂の下に埋うもれてるみたいだの』

　モノリスの画面を見ながら琥珀たちが告げてくる。座標はピッタリだが、そこには相変わらず砂漠が広がるだけで何も見えない。

「とりあえず降りてみるか」

　なにかあった時のために黒曜と珊瑚を『庭園』に残し、【ゲート】を使って地上へと転移する。見渡す限りの砂漠が広がり、他には何も無い。スマホを取り出し「遺跡」で検けん索さくしてみると、画面の中のこの場所にピンが落ちた。

「やっぱりここだな。この下かぁ……」

　さて、どうしたものか。砂を掘ほると言ってもな。シャベルなんかで掘ってたらどれだけかかるかわからないし。

「風魔法で砂を吹ふき飛とばすわ。少し離れてて」

　どうやって掘るか考えてた僕の前にリーンが一歩進み出た。逆らわず、言われた通りにその場から少し離れる。

「【風よ渦巻け、嵐の旋せん風ぷう、サイクロンストーム】」

　巻き起こった竜たつ巻まきに砂がどんどん吸い上げられ、上空へと舞まい上がる。僕らがいるところから風下の方へ砂が飛ばされていき、どんどんと目の前の砂漠の一部がすり鉢ばち状になっていく。

　やがて半球状の遺跡が現れ始めた。家一軒けんほどのドーム状の「それ」は、石なのかコンクリートなのかよくわからない材質でできていた。一部に入口のような扉とびらがある。観音扉ではなく、一枚扉だ。

　竜巻が止やむと僕たちはすり鉢の中へと下りて行った。扉にはどこにも取っ手らしきものはない。

　自動ドアとか？　扉の前に立つ。なんの反応も無い。センサー的なものもないし、どうやって開けるんだ、これ？

　何気なく扉に触ふれようとすると触れた手て応ごたえがなく、向こう側へ突き抜けてしまった。

「うお!?」

「冬夜さん!?」

　そのまま転てん倒とうしそうになり、一歩踏ふみ込むと、遺跡の内部へと入り込んでしまった。薄ぼんやりとした明かりの中に六つの石柱と転送陣じんがある。

　扉に再び触れるが、今度は冷たく固い感かん触しよくが返ってくる。【ゲート】で外に出ようとしたが、魔法が発動しない。あれ？　閉じ込められたか？

《主!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?》

《琥珀か？　ああ、大丈夫。なんともない。中に転送陣があった。ちょっと行ってみるから、心配ないってみんなに伝えといて》

《わかりました。お気をつけて》

　琥珀に念話で無事なことを伝える。

　おそらく転送陣が破壊されたりしないように、なにか扉に細工されていたのではないだろうか。全属性持ちしか通れない、とか、一人しか入れない、とか。出られないってのがわからないが。

　なんかあの博士に「逃にがさない」と暗に言われているようで少しげんなりする。

　仕方ない。どっちにしろ転送陣で移動しなければ出られないんだし、さっさと起動するか。

　順番にそれぞれの属性の魔ま力りよくを流していく。六つの魔力を流し終わると、輝かがやく転送陣の中央へと立った。『格納庫』だといいなあ、などと考えながら無属性の魔力を流した瞬間、僕は一いつ瞬しゆんで転送させられた。










　めくるめく光こう彩さい陸りく離りの渦がおさまると、目の前には『庭園』と同じような風景が広がっていた。一つだけ違ちがうのは正面に大きな建物が見えるってことだ。真っ白いサイコロのような立方体の建築物が建っている。

　その建物の方へ向かう道を歩き出そうとすると、突とつ然ぜん道を遮るかのように女の子が飛び出してきた。

「そこで止まるでありまス！」

　右手を翳し、僕をその場に留とどめようとする。少女はオレンジの髪かみを両サイドでお団子状にし、リボンの付いたシニヨンカバーでまとめていた。白い肌はだと金色の瞳ひとみはシェスカと同類であることを示しているようだ。

　服は初めて出会った時のシェスカと同じようなデザインだが、長なが袖そでで黒のニーソックスを履はいている。服の袖そでには「27」の番号が書かれていた。

　おそらく彼かの女じよがここの管理人なのだろう。歳としはシェスカよりも下に見える。身長が低いからだろうか。

「ようこそ、バビロンの『工こう房ぼう』へ。小生はここを管理する端たん末まつ、ハイロゼッタでありまス。ロゼッタとお呼びくださると有難くありまス」

　やっぱりか。しかし小生ってのは男子の一いち人にん称しようだった気がするが。女の子だよね？　スカート穿はいてるし。女の子……だよね!?

　いかん、あの博士のことだ！　信用ならん！　「男の娘こ」じゃないよな!?

「えーっと、ロゼッタ？　君、女の子……だよね？」

「？　質問の意図がよくわかりませんが、そうでありまスよ？」

　だよねー！　安心した。そういやシェスカだって「男性タイプは造ってない」って言ってたよな。

　しかし『工房』か。リーンが望む『図書館』でもなく、僕が望む『格納庫』でもなかったわけだ。

「ここから先は『工房』の中ちゆう枢すうでありまス。現在『適合者』以外は立ち入ることを禁じられているのでありまス！」

「一応、シェスカからは『適合者』と認められたんだけど……」

　おそらく姉妹であるだろうウチのロボ子さんの名前を出してみる。

「シェスカ……フランシェスカでありまスか？　なるほど、すでに『庭園』を手に入れているのでありまスね。それならば話が早い。『適合者』の資格があるか否いなか、小生も試ためさせてもらうでありまスよ」

　試す……？　いったい僕のなにを試すというのか。

「そこから一歩も動かずに、小生のぱんつの色を当てるでありまス！」

「アホかァ――――――――!!」

　やっぱダメだ、こいつら！　あの博士の造ったもんだもん、ダメに決まってるよ！

　スカートめくりしろってのか！　アホか！

「答えるのは一回のみ。制限時間は五分。さあ、何色でありまスか!?」

　くっ！　なんでそんなにノリノリなんだ、この子！　どうするべきか悩んでいるこの時も時間は流れていく。ええい、思い通りになるのは癪しやくだがやってやるあ！

「【風よ吹け、舞い上がる旋風、ワールウインド】！」

　ロゼッタの足下から風が舞い上がり、胸むな元もとのリボンや前まえ髪がみを宙に踊おどらせる。しかし、スカートは揺ゆらめきもしない。なんだと!?

「このスカートは風魔法を受け付けないでありまスよ」

　ニヤリとロゼッタが笑う。むむ。そう簡単にはいかないか。ならスカート自体を消し去る！

「【炎ほのおよ燃やせ、焼しよう却きやくの息い吹ぶき、ファイアブレス】！」

　スカートだけを燃やし尽つくそうと火属性の魔法を発動させるが、スカートに火が燃え移らない。なに!?

「風と同じく、火の魔法も受け付けないでありまス」

　なんなの、その最強スカート!?　無む駄だに高性能だな！

　くっ、調子に乗るなよ。僕を本気にさせたら、ぱんつくらいいつでも覗のぞけるんだからな！　……って、おかしい。なんで僕がこんなに必死にならなきゃいかんのだ。

　もういい。直接覗く。視覚をスカートの中に飛ばしてちらりと見るだけだし、それくらいならいいだろ。

　いや、これはどうしようもないからだから。仕方なしにだから。

　……なんで言い訳してんだろ、僕……。

「【ロングセンス】」

　視覚のみをスカートの中に飛ばし、目を開く。薄うす暗ぐらいけどはっきりと見える……けど……。




　…………………………………ブッ。




　僕はその場にうずくまり、鼻から流れる鉄の味がする赤い液体を手で押おさえながら震ふるえていた。あんなのありか!?　ありなのか!?
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「さあ、何色でありまスか!?」

「…………無色…………透とう明めい………」

「正解でありまス！　あなたを適合者と認め、今現在より機体ナンバー27、個体名『ハイロゼッタ』は、あなたに譲じよう渡とされたでありまス。末長くよろしくお願いするでありまス！」

　ロゼッタがそう言って、ビシッと敬礼のポーズをとっていたが、正直どうでもよかった。シースルーとかそんなレベルじゃない、食品用ラップでできたようなぱんつが……目の前に……。こいつらに羞しゆう恥ち心しんて言葉はないのか!?　あんな透けた……。

　ボタタタタッ……。

　あれ？　鼻血が止まらないんですけど……。










「止まったでありまスか？」

「なんとか…」

　やっと鼻血が止まった。鼻血の出血多量で死ぬという間ま抜ぬけな死に方だけはどうやら回かい避ひできたらしい。

　ちなみにロゼッタには普ふ通つうのやつに穿きかえてもらった。あのままでは精神的にいいわけがない。言っとくけど穿きかえるところとかは見てないからな？

　って言うか、さっきからまともに顔を見られないのですが！

「では『工房』にご案内するでありまス」

　そう言ってロゼッタはスタスタと歩き出そうとして、ちらりとこちらを見た。……なんですか？

「穿きかえたのも見たいでありまスか？」

　ススス、とスカートをつまみ上げるロゼッタ。

「見たくて見たんじゃないから！　いいから案内してくれ！」

「了りよう解かいでありまス。……ところでマスターは胸が大きいのと小さいのと、どちらがお好みでありまスか？」

「案内せえよ！」

「イエス、マスター」

　なんだってこいつらはそういう話が飛び出してくるんだ!?　親が親なら子も子ってことなのか？　まったく勘かん弁べんしてほしい。

　てくてくと歩き出したロゼッタについていくと、サイコロの建物がだんだんと近づいてきた。『工房』と言うからには、なにかを作る場所なんだとは思うけど……。

　白い建物は大きさ的には一辺五十メートルくらいか。確かフランスのエトワール凱がい旋せん門もんが高さ五十メートルだったような。あれをサイコロにした感じ。四角四面な立方体。

　しかし窓らしき物が全くないぞ？　いや、それどころか扉さえもない？

　建物のそばまで来ると、ロゼッタはおもむろに壁かべに手をついた。

　次の瞬間、目の前の白い壁に幾いく筋すじもの線が走り、それが小さな立方体となって瞬またたく間まに組くみ替かえられ、ぽっかりと開いた入口へと再構築されていく。

　ひょっとしてこの建物って、小さな立方体の集合体なのか!?

　小さい立方体が集まって、この建物を形作り、ロゼッタの命令で如何いかような形にでも変形する、とか。だとしたらすごい技術だ……。

　できたらしい入口へ入ると、上へと昇のぼる階段があり、数段上がるとすぐさま広いスペースが見えてきた。なんじゃこりゃあ……。

　そこは真っ白い空間だった。なんにもない。本当になんにもないのだ。ただ、真っ白い壁、真っ白い床ゆか、真っ白い天てん井じようがあるだけだ。にしても広い。広すぎる。外観と違いすぎないか？　まさか空間を魔法で広げているのか？

「なんだコレ？」

「ここが『工房』でありまス。思おもい描えがいたありとあらゆる工作道具を生み出し、工作台を作り、製作のサポートを行う、万ばん能のう工場でありまスよ」

　そういいながらロゼッタが床に手をつくと、目の前にたちまち白いテーブルが現れ、いろいろな工具が付いたアームがそのテーブルから飛び出してきた。

　なるほど。この建物自体を形成している極小のブロックを操作して、ありとあらゆる工具や道具にすることができるのか。

「『工房』を操作することができるのは小生とマスターだけでありまス。また、基もとになるオリジナルの製品があれば、複製を作ることも可能でありまス。ただし構築する素材が揃そろっていれば、でありまスが」

　なるほど。正直、物を作るのなら【モデリング】があるのであまり必要性は感じなかったが、作ったものを「量産」することができるのなら話は別だな。例えば自転車を量産して販はん売ばいすることもできるわけか……。稼かせげるな。

　スマホとか複雑な物は、正直素材がわからないので複製するのは無理だろうけど。

　形だけなら中身も含めて同じ物を作ることができるだろう。だが、例えばすべて「鉄」でできたスマホが機能するワケがない。

　しかしこうなると「工房」と言うよりは「生産工場」だな……。

　試しにブリュンヒルドを腰こしから抜き、複製してもらう。素材としては一応【ストレージ】からミスリルの塊かたまりを取り出してロゼッタに渡わたした。

　ロゼッタは白いテーブルの上にブリュンヒルドを置き、その手前のテーブル上に手を置いて言葉を紡ぐ。

「スキャン」

　置かれたテーブルの下が緑色に一瞬発光する。それが終わると今度はブリュンヒルドをどかし、ミスリルの塊をテーブルに置く。

「コピー」

　ガコンッとミスリルの塊がテーブルにできた穴に落ち、蓋ふたが閉まる。中でなにやらまた緑色の光が輝いた。そして蓋が開き、完成したそれがせり上がってくる。速いな！

　余ったミスリルの欠片かけらが辺りに散乱していたが、目の前にあるそれは全く同じブリュンヒルドだった。こちらの方は銀色に輝いてはいるが。

「また、このように」

　ガコン、と銀色のブリュンヒルドがテーブルの中に落ち、ロゼッタの手前にある小さな箱にその映像が映し出された。彼女はそれをちょちょいと指でなぞって変形させていく。

　その後にせり上がってきたブリュンヒルドは大まかな形は同じだが、細かいところが前のとは違う形をしていた。画面上でロゼッタが変形させた形そのままである。

「デザインなどを自由に変化させることも可能でありまス」

　手に取り、引き金を引いたりしてみたあと、刀身を伸のばそうとしてみたが、伸びなかった。ふむ。【プログラム】まではコピーできてないわけか。

　あらためてリロードなどのすべての【プログラム】をし直し、今までのやつは【ストレージ】にしまいこんだ。ミスリル製の方がやはり使いやすいからな。

「コピーの際に個数も念じておけばあとは自動で生産し続けるでありまス」

「なるほど、便利だな」

　今のところ取り立てて量産したい物はないが、後々必要になってくるかもしれない。っと、そうだ。

「ロゼッタ。シェスカが言ってたんだけど、フレイズに対抗するために造られた物があったんだろ？」

「『フレームギア』でありまスな。確かにあれはここで造られたものでありまス。小生も博士の手伝いをしておりました」

　やっぱりか。『工房』で開発され、完成したのちに『格納庫』にしまいこまれたのか。そのまま置いておけばいいものを……。

「ロゼッタはその『フレームギア』を造れるのか？」

「小生には無理でありまス。現在造れるのはせいぜい装備類とかでありまスな。設計図もないでありまスし。設計図は『蔵くら』にあるかもしれませんが」

　うぬぬ。『格納庫』を見つけるか、『蔵』を見つけてロゼッタに造ってもらうか。どっちにしろ現時点ではどうしようもないか。

「とりあえずみんなを呼ぶか。シェスカもロゼッタと会いたいだろうし」

「楽しみでありまス」

　よく考えたら砂漠に置き去り状態だしな。急いでみんなのところへと【ゲート】を開いた。
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「『工房』かぁ～……」

「……なんだかイラッとするでありまス」

　残念さを隠かくそうともせずにつぶやいたリーンを、横目でロゼッタがじろりと睨にらむ。

「単独では意味がない『庭園』よりは遥はるかに役に立つでありまス」

「おっと、心の安らぎ、癒いやしの空間、ヒーリングガーデンである我わが『庭園』こそ、マスターの心の支え。勘かん違ちがいも甚はなはだしイ」

　睨み合あうな、睨み合うな。間に立ち、二人を引ひき離はなす。

「それはそうとして、『庭園』と『工房』を合流させるのか？」

「はい。所有権がマスターに譲渡された以上、その方が良いカト」

「障しよう壁へきのレベルを下げたので、『庭園』とのリンクが可能になったでありまス。ここからでも『庭園』を操作できるでありまスよ」

『工房』の一角に立っている『庭園』と同じようなモノリスを操作しながら、ロゼッタがその横をシェスカに譲ゆずる。

「いかがいたしまスか、マスター？」

「『庭園』はベルファストへと帰き還かんさせてくれ。『工房』もベルファストへ向けて出発。あっちでドッキングしよう」

「「ドッキング……」」

　？　二人ともこっちをじっと見る。なんか変なこと言ったか？

「「なんかやらしい……」」

「いいからさっさとやれや！」

　ほら見ろ、厄やつ介かいなのが一人増えた！　だからバビロンを探すのは嫌いやだったんだよ！　思うんだが、こいつらって絶対にあの博士の思考パターンをモデルにしてるよな……。

《ご主人様ぁー？　『庭園』が急に動き始めたんだけどぉ？》

　黒曜から念話が入る。おっと、あとで迎むかえにいかないとな。

《問題ない。ベルファストに向かってこっちから操作している。『工房』が見つかった》

【ゲート】を開き、『庭園』へとみんなで移動する。『工房』と『庭園』は自動操縦でベルファストへ向かうそうなので、黒曜と珊瑚を拾ってひと足先に自宅の庭へと転移した。

　テラスを通り、リビングに入ると僕ぼくたちに気付いたレベッカさん、ローガンさん、ウィル少年が椅い子すから跳はね上がり、床に土下座し始めた。

「ちょ、やめてやめて！　仰ぎよう々ぎようしい！」

「いえ！　セシル殿どのに聞きました！　次期国王陛下へのご無礼、何なに卒とぞご容よう赦しやいただきたく……！」

　あー……余計なこと言ったな？　ウチのメイドさんは。じろりと壁かべ際ぎわにいたセシルさんを睨むと、てへぺろ！　みたいな顔を返された。なんでもそれで許されると思うなよ？

「とにかく、あんまり気にしないで下さい。こっちも堅かた苦くるしいのは苦手なんで」

「はあ……」

　渋しぶ々しぶといった感じで三人とも立ち上がる。椅子に腰こし掛かけさせて、なんとか落ち着かせた。

「あたしたちはお風ふ呂ろに入ってくるわね」

　エルゼたちはぞろぞろと自分たちの部屋へと向かった。リーンもフレイズのことなどを報告にポーラと一度王宮へ戻るらしい。一応「バビロン」のことは口止めするように念ねん押おししておいたが。

　シェスカはロゼッタを連れて自分の部屋へ向かった。あれ？　そういやロゼッタもウチのメイドさんになるのか……？

「それで他のみんなは？」

「疲つかれたのだろ……でしょう、泥どろのように眠ってる……であります」

「無理して敬語とか使わないでいいですよ？　僕は別に貴族とかではないですから」

　使い慣れない言葉に四苦八苦するレベッカさんに苦く笑しようしながら、レネの持ってきてくれた水を飲む。

「そうか？　ではそうさせてもらうか」

「おいおい、いいのかよ？」

「本人がそう言ってくれてるんだ。構わんだろう」

　慌あわてるローガンさんの言葉を無視して、レベッカさんがニヤリと笑う。ま、砕くだけた感じの方がこの人には合ってるしな。

「それで、このあとみなさんはどうします？　三人はギルドで働けば食べていけるとは思いますが、寝ねている彼女たちは？」

「それなんだが、彼女たちは元々村娘だからな、特別な技術を持ってるわけではないし、戦闘などもできるわけがない。なにかこの都で仕事を見つけるまで、置いてやってはくれないだろうか……」

「まあ、それはいいんですけどね……」

　仕事かあ。『工房』で自転車を量産してあの子たちに売ってもらうかとも考えたが、それは難しいかな……。

『工房』のことは秘密にしておきたいし、アレを売るとしたら僕個人で売るより、その道のプロに頼たのんだ方がいい。ミスミドの交易商、オルバさんとかかな。狐きつねの獣じゆう人じん、オリガさんの父親の。

　それ以外で仕事となると……屋台とかか？　屋台自体とかは造ってあげてもいいけど、食材費は必要だし、それで七人が生活できるだけ稼げるかな……。

　ううん、なんかいいアイディアが出そうで出ないなあ。商売って難しいよな。

　さて、どうするかね。







第二章　読書喫茶「月読」







　思いついた商売を始めてみようかなと思う。そのためにはまず元手が必要だ。ミスリルを売ってもよかったのだが、アレは素材としてかなり役に立つので残しておくことにする。

　と、いうわけで自転車を『工房』でコピーして、まずは百台ほど作った。それを持ってミスミドの交易商人オルバさんのところへ行き、販はん売ばい交こう渉しようするとかなりの高額で買い取ってくれた。

　ううむ、あんなちょっとした鉄とゴムでこんなにもらっていいんだろうか。まあ、向こうも商売人だから損になる交渉はすまい。おそらくあれでもっと儲もうけるはずだ。遠えん慮りよするのはよしておこう。

　とりあえず資金は揃った。そのままミスミドの本屋へ行き、この国でメジャーな物語の本を何冊も買う。シリーズものなら全巻買っておく。

　ただし、完結しているやつに限る。途と中ちゆうで終わったままのはいらない。この世界には「発売予定日」というものがないからな。続巻が出るかどうかは作者次し第だいだ。そんなのを待ってはいられないし。全部で五百冊ぐらい買った。

　今度はイーシェンのオエドに行き、ここでも本を買う。お国くに柄がら、日本的な雰ふん囲い気きから巻物とかじゃないかと思ったら普通の本だった。これもまた物語中心に買かい漁あさる。イーシェンの本はおとぎ話系が多いな。あと怪かい異い物もの？　また三百冊ほど買って【ストレージ】に入れる。

　ユミナの記き憶おくを渡してもらい、リーフリース皇国の皇都ベルンへと転移する。そこで同じように本屋で四百冊ほど手に入れた。初めて皇都に来たが観光はまた今度にしよう。

　同じようにラピスさんからレグルス帝てい国こくの帝てい都とガラリア、レベッカさんからサンドラ王国の王都キュレイの記憶を受け取り、それぞれの国へ転移してその国の物語本を収集する。

　最後にベルファストの本屋で買い占しめるとかなりの蔵書になった。

「こんなに本を集めてどうするんです、か？」

　リンゼがテーブルの上に山のように積まれた本を見ながら尋たずねてくる。興味を引く本があったのか、パラパラとめくって読んでいた。ちょい待ち、一応これ商品だからさ。

　とりあえず買ってきた本全すべてに【プロテクション】を【エンチャント】しておく。これでこの本は簡単には破れたり汚よごれたりせず、水に濡ぬれたりしてもまったく平気なはずだ。普通の火では燃えもしないだろう。魔ま法ほうの火だとダメかもしれないが。

　そこへドアを開けてエルゼが入ってきた。

「言われた通りの物件を探してきたわよ。ちょうどいいのが一軒あったわ。南区中央通りの端はしっこだけど、けっこう広いし立地条件は悪くないわよ」

「よし、じゃあ一応見てから良さそうならそこを買おう」

「本屋さんでも開業するんです、か？」

　惜おしい。「本屋さん」じゃないんだな。

「いや、本屋じゃない。形式的には喫きつ茶さ店てんだな。入店するのにお金がかかるけど。時間制限があって、その間は喫茶店内の本をどれでも自由に読んでいいんだ」

　まあ、あっちで言う「マンガ喫茶」だ。こっちの世界では物語の本はけっこう高い。買えなくはないが、一いつ般ぱん市民でたくさん持ってる人は少ないだろう。文字を覚えるための絵本などは安く売っているのだが。

　この国には公共の図書館はない。王宮には図書室が、冒ぼう険けん者しやギルドには魔ま獣じゆうなどの資料室があるけれど。

　だからこういった物を気軽に読めるところがあればいいんじゃないかと思ったんだよね。この国だけじゃない、他の国の本も読める。しかも買うことなくだ。「読書喫茶」とでも言おうか。

「なるほど。たくさんの本を自由に読めて、食事もできる……私なら、入いり浸びたってしまいそう、です」

　リンゼが積まれた本の山を見てそうつぶやく。

「で、その喫茶店をあの子たちに任せるわけ？」

「初めはね。他にやりたいことが見つかったら辞やめてもいい。そうなったら別の人を雇やとえばいいし」

　サンドラの砂さ漠ばくで助けた彼女たちはそれなりに料理もできるみたいだし、そこらへんは大だい丈じよう夫ぶなはずだ。メインは料理ではないから、よっぽど不味まずいものでなければ問題ないと思う。売り上げが出たらそこから給料を払はらえば、彼女たちの生活費は稼げるだろう。

「とりあえず物件を見に行こうか」

　エルゼとリンゼを連れて南区の方へと転移した。










　物件そのものは悪くなかった。元々は宿屋だったらしくかなり広めの造りだ。一階は酒場のようになっていたが、改装して本ほん棚だなで一いつ杯ぱいにし、ここで選んで読めるようにするか。二階と三階は個室でゆっくり読みたい人用にもできるな。個室使用の値段は若じやつ干かん高く設定して。

「問題なさそうだ。ここに決めよう」

　呼んできた不動産屋にサインをし、権利を買い取る。決して安い金額じゃなかったが、まあ大丈夫だろう。

　さあて、改装するぞ。しちゃうぞー。

　ウェンディたちを屋や敷しきから呼んできて、（呼んでないのにウィルも来た）ウェンディとウィル以外の六人全員に上の階での掃そう除じを頼む。

　僕はと言えば【モデリング】で次々と家具を変形させたり、ふかふかソファーを作り出だしたりしていく。

　受付カウンターはこっちで、ここは飲み物を置くところにするか。一階の客はセルフサービスにするか？　水とか簡単なお茶だけなら無料でもいいか。入店料は取るんだし。観葉植物……はさすがに作れないから、あとで『庭園』から何本か持ってくるか。本棚はここにサイズ違いで一面に、と。

　リクライニングシートみたいなのもいくつか作っておくか。小さいテーブル付きの。うーん、楽しくなってきたなー。

【ストレージ】から出した山積みになった本を、ウィルとウェンディに本棚へ並べていってもらう。

「旦だん那な様さま、ひとつ質問があるんですけど」

　ウェンディが本棚に本を並べながら僕に尋ねる。旦那様はやめてほしいんだが、なぜか彼女はそう呼ぶのをやめない。

「お客さんの中にはこっそり本を持ち帰ってしまう人も出てくるんじゃないですか？」

「あ、俺おれもそう思った。例えば個室で入店して、バッグとかに本を入れてさ、そのまま何食わぬ顔で出て行くヤツとか出そう。そこらへんどうするんですか？」

　要するに万引きを心配しているのか。こっちでは本は貴重だからな。わからなくはないけど。だがそこは抜ぬかりないのだよ。

「じゃあ、試しにウィルが盗ぬすんでみてよ。服の下とかに忍しのばせてさ」

「俺がですか？」

　ウィルは訝いぶかしげな顔をしていたが、言われた通り服の下に本を隠して出口から外に出ようとした。が。

「ふぎゃっ!?」

「ウィル!?」

　変な声を出して出口のところでウィルがぶっ倒れる。うん、成功。実はこの建物から本を持ち出そうとすると、本に付ふ与よされた【パラライズ】が発動するようになっているのだ。

　さらに建物から十メートルも離れると、自動的に本がカウンターに転移するようになっている。麻ま痺ひを護ご符ふで防げても本は戻もどってくるって寸法だ。

　倒れたウィルを【リカバリー】で回復させてやる。

「あたた……。確かにこれなら盗むことはできませんね」

「盗んだやつは警備兵へ突つき出す。もちろん二度と出入り禁止だ。それでもなにかトラブルがあった時のために、レベッカさんや、ローガンさん、ウィルに警備の仕事を頼みたい。なるべくなら知り合いの方がいいしね。どうしても都合が合わなければギルドとかに日ひ雇やといで依い頼らいするから」

「俺は構いません。週に三日はギルドで別の依頼をこなして、残りの三日はここの警備をしようと思ってます」

　なるほど。ん？　残りの一日は？　休日か？　そこんところを尋ねてみると、ウィルの顔が赤くなって目が泳ぎ出した。隣となりのウェンディも心なしか赤くなっているような。

　首をひねっていると、ぱしん、と後頭部を誰だれかに叩たたかれる。振ふり向むくとエルゼが呆あきれた顔で立っていた。

「相変わらずニブいわねー。察しなさいよ。デートよ、デート。一いつ緒しよに遊びに行く日くらいは必要でしょうが」

「おっ、お姉ちゃん、そういうことはあんまり直球に言っちゃ……！」

　リンゼが慌てて嗜たしなめるが、ウィルとウェンディの顔がますます赤くなっていく。どうやら図星のようだ。あー、なるほど……。

　まあ、気持ちはわかる。あまりツッこまないでおこう。

　黙もく々もくと本棚に本を並べ始めた二人を放置し、僕の方は【モデリング】で椅子を変形させてリクライニングシートを作る。エルゼを座すわらせて、少しずつ調整して快適な形に仕上げていく。

「旦那様は無属性魔法が使えていいよなー。俺はなんの適性もないから羨うらやましい……」

　ウィルが手を止めてこちらを見ていた。っていうか、お前まで旦那様呼ばわりはやめてほしいんだが。

「ウチの亡なくなったじいちゃんは無属性魔法を使えたんですけどね。魔法の資質ってやっぱり遺伝しないんだなあ」

　ウィルはため息をつきながらまた本を並べ始める。そうなんだよな。魔法の資質はどうも遺伝しないらしい。エルゼとリンゼは一いち卵らん性せいの双ふた子ごだから遺伝子は同じはずなんだが、リンゼは三つの属性を持っているけど、エルゼは無属性一つだ。

「おじいさんの無属性魔法ってどんなのだったんだ？」

　無属性魔法は個人魔法。全く同じ魔法を使える人は稀まれだ。それだけに役に立ちそうもない魔法の宝庫でもある。わずかに水をしょっぱくする、なんてのもあったな。普通に塩を使うっての。

　それでもやはり興味はある。使えなさそうな魔法でも、考え方次第では使えるようになるやつもあるからな。

「じいちゃんの無属性魔法は大した魔法じゃなかったですけどね。触さわったものをちょっとだけ重くできる魔法だったんですよ」

「重く……？」

「ほんの少し重くなるんですよ。正直使いどころがない魔法でしたね。【グラビティ】って言うんですけど」

　……ちょっと待て。それって。

「ウィル、あとでその魔法を詳くわしく教えてくれるかい？」

「？　いいですけど？」

　僕の思い通りならその魔法はとてつもない可能性を秘ひめている。その名の示す通り「重力」をどうにかする魔法なら……。

　まあ、それは後だ。僕は目の前のリクライニングシートを完成させて、さらにもうひとつ作り始めた。

　料理のメニューとかも考えないとなー。軽いものでつまめるようなものがいいよな。ケーキとか甘あまいものもあるといいかも。パフェとかも考えてみるか。







　　　　　◇　◇　◇







　準備万ばん端たん整って、あとは開店の日まで仕事内容の練習と確かく認にんをすることになった。

　分担としてカウンターの受付に二人。スラスさんと、ベルエさん。

　どちらも茶ちや髪ぱつでスラスさんはショート、ベルエさんはふわふわウェーブロングだ。この二人は人当たりがよく明るいので、この配置にした。

　厨ちゆう房ぼうにはシアさんとミア。黒くろ髪かみの姉妹。

　この二人は料理をある程度することができたので、クレアさんからさらに教えてもらい、ひと通り仕込んでもらった。

　そして接客などのウェイトレスにシルヴィさんとマリカ、そしてウェンディだ。

　シルヴィさんは七人の中で一番年上で（と言っても二十一だが）、みんなを統とう率そつするリーダー役だ。本人曰いわくしたくてしてるわけじゃないそうだが、テキパキと働くその様はやはり頼たよりがいがあるのだろう。

　マリカはウェンディの次に若いが、とにかく体力がある元気いっぱいの女の子だ。時折それが裏目に出て失敗することも多いが、それを補ってあまりある働きをする。

　ウェンディはこの中では最年少だが、何事もそつなくこなす。おとなしい性格なのがちょっと気にかかるが、問題あるまい。この三人はラピスさんから接客のイロハを叩き込まれたので大丈夫だろう。

　みんなの衣装はザナックさんに頼んだ。いろいろな衣装をネットから拾い、見せてみたのだが、みんなが選んだのは意外にも大正時代のハイカラさんに似た衣装だった。みなさん曰く、他の衣装は胸とかスカートとかが際きわどいのが多いのでちょっと……だとか。そうか？　まあ、反対する理由はないけど。

　とりあえずこの布ふ陣じんで営業を始める。休みは水曜と日曜。営業時間は午前九時から午後七時。入店時に会員カードを作ってもらって、入店時間を記録する。あとは利用時間の料金を前まえ払ばらいしてもらい、延長したらその分を帰りに追加でいただく。個室利用はさらに追加料金となる。飲食代も帰りに一いつ括かつだ。

　あとは『工こう房ぼう』でコピーしまくったビラを配り、宣伝に力を入れる。開店は明後日だ。

　ひと通りの確認は終わったので、今日の僕は屋敷で最近の日課を始めていた。

　テーブルの上にスマホを置き、離れた椅子に座る。

「起動」

　僕がつぶやくとスマホの電源が「自動的に」入る。

「検けん索さく。この屋や敷しき内ないに何名、人間がいるか？」

『……検索終しゆう了りよう。十名、でス。男性が二名、女性が八名』

　男性は僕と多分ライムさんだから、フリオさんは庭か。人間で検索したからシェスカやロゼッタは入っていないんだな。

「検索。この屋敷の庭には何名？」

『……検索終了。庭には一名。男性でス』

「トムさんとかは門の外だから除外されたか。その庭の人物の映像を」

『了解』

　スマホの画面から立体映像のようにフリオさんの姿が映し出される。【ロングセンス】と【ミラージュ】の合わせ技わざだな。花か壇だんの作業をしていたフリオさんが立ち上がり、腰を伸ばす。ちょっとお疲れかね？

「彼かれにターゲットロック。【キュアヒール】と【リカバリー】発動」

『了解。【キュアヒール】と【リカバリー】発動しまス』

　映像の中のフリオさんの頭上に魔ま法ほう陣じんが発現し、柔やわらかな光が降り注ぐ。一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔になったが、疲れが取れた身体からだを動かして僕の部屋の方に顔を向ける。窓を開けて彼に手を振ってやると、向こうも同じく手を振ふり返かえしてきた。

　うん、スムーズに動くようになってきたな。

【プログラム】をひとつひとつ組込みここまで進化させた。音声出力は録音したシェスカの声を使っている。初めは自分の声でやってみたのだが、なんとも気持ち悪いことになったのでやめた。あんな声だっけ、自分。

　ポーラと違ちがってこれには録音機能があるから、さほど難しくはなかった。本当にひとつひとつ覚えさせていかないといけないのでけっこう大変だったが、それなりに使えるようにはなってきている。戦せん闘とう中にスマホを操作するわけにもいかないので、音声入力になればだいぶ助かる。

「ネット検索。今日の出来事」

　フリオさんの立体映像が消え、元いた世界の今日のネットニュースが表示される。参議院選挙かー。一度ぐらい選挙権使ってみたかったなあ。

「終しゆう了りよう。電源オフ」

　スマホの画面が消え、電源が落ちる。よし、大だい丈じよう夫ぶだな。懐ふところにスマホを入れて部屋を出る。

　一階に降りていくとタイミングよくウィルが帰ってきた。

「ちょうど良かった。これから君のお祖父じいさんの魔法を実験するんだけど、見てみるか？」

「じいちゃんのですか？　でもあれは本当にちょっと重くするだけの魔法ですけど。役に立たないんじゃ……」

「そんなことはない。僕の考えが正しければ、使う者によってはおそらく最強クラスの魔法かもしれないよ」

「え!?」

　僕の言葉を信じられないのかウィルは妙みような顔をしていたが、それでもやはり気になるのか後についてきた。

　テラスを抜けて庭に出る。相変わらずフリオさんが花壇の手入れをしていた。庭の真ん中あたりに歩いて行く。

「ウィル、剣けんを貸してもらえるかな？」

「へ？　ああ、いいですけど……」

　腰に下げた剣を鞘さやから抜いて僕に手て渡わたす。まあ、普ふ通つうの剣だ。モノは悪くないけれど、やっぱりウィルが振り回まわすには大きいよな。

「前から思ってたんだけど、この剣ってウィルに合ってないよね？　大きいし。どうしたの、これ？」

「あ、いや、それって拾いものなんですよ。砂漠に落ちてたんです。多分サンドクローラーとかに食われた冒険者のモノかと」

　うあ。よくそんなの使う気になったな……。まあ、駆かけ出しの冒険者が武器防具を揃えるのも大変だからな。仕方ないか。

　庭の地面にその剣を突き刺さす。

「抜いてみて」

「え？　はあ……」

　ウィルがすんなりと刺さった剣を抜く。問題なく抜けるな。確認したあとまた地面に刺してもらう。わけがわからないといった感じでウィルは首をかしげていた。

　さて、ここからが実験だ。地面に突き刺さった剣の柄つか頭がしらに手のひらを乗せ、魔ま力りよくを集中させていく。

「【グラビティ】」

　ガクッと剣が一段下がる。どうやらちゃんと変化しているようだ。

「抜いてみな」

「？」

　ウィルが柄を手に取り、引き抜こうとするがビクともしない。

「な……！　くっ、重ッ……！」

　横に力をかけるとドズンと音を立てて剣が倒たおれた。ウィルが持ち上げようとするが全く動かない。

「この魔法は触った物の『重さ』を変化させることができるらしい。ウィルのお祖父さんが少ししか重くできなかったのは、おそらく魔力量のせいだと思う」

　正確に言うなら「重力変化」なのかもしれないが、範はん囲い指定の魔法ではないので、「重さ」を変化させられるという方がしっくりくる。なら【グラビティ】ではなく【ウェイト】とかな気がするが、そこらへんは気にしても仕方がない。

　接せつ触しよくしないと発動できないのが難点だが、注ぎ込む魔力で重さを増加できるし解除も自由だ。物だけじゃなく、自分の重さもピンポイントで変化できる。

　つまりヒットする瞬しゆん間かんに魔力を込めれば、メガトンパンチを生み出せるわけだ。だけどその際、僕の拳こぶしにもダメージがくるので素す手ででは危険だな。

　武器の重さを変化させて戦うのが一番効率がいいと思う。これを併へい用ようすれば、あのフレイズでも砕くことができるかもしれない。

　また、自分の体重を軽くして【ブースト】や【アクセル】の速度を上げることもできるだろう。

　あれ？　武器に【エンチャント】すれば、ものすごい軽い武器も作れるのか。でも、バトルアックスとかメイスとかは軽くしても意味ないな。あれは重いからこそ威い力りよくがあるんだし。

　とにかくかなり便利な魔法だ。

「お祖父さんはものすごい魔法を使えたんだよ。ただ、魔力量があまり大きくなかったから、その効果が顕けん著ちよに出なかっただけでね」

「じいちゃんの魔法がそんなすごいものだったなんて……」

　ウィルのおかげでフレイズへの対たい抗こう手段ができた。なんかお礼をしなきゃな。【ストレージ】からミスリルの塊を取り出し、【モデリング】で変形させて、ウィルに合わせた胸当てと手てつ甲こうを作る。

「これ……もらってもいいんですか？」

「お祖父さんの魔法のお礼だから遠慮なく受け取ってくれ。あと剣もなんとかした方がいいな」

【グラビティ】を解除し、ウィルの剣を手に取る。【エンチャント】で【グラビティ】を付与し、今度は逆に少しだけ軽くする。重さによる威力は多少落ちたかもしれないが、振り回しやすくはなったと思う。

　剣を手渡すと二、三回振り回してみて、軽くなった剣に目を丸くしていた。

「扱あつかいやすいです。この鎧よろいとこの剣なら、前より楽に魔獣を倒せそうだ」

「だからって油断は禁物だぞ。……ああ、そうだ。強くなるために特訓させてもらえばいいのか」

「え？」










「と、いうわけで、こいつをシゴいてやってくれないかと」

「なるほど」

　ウィルを連れてやってきたのは騎き士し団だんの練習場。目の前にはニール副団長、横には極限の緊きん張ちようでガタガタ震ふるえるウィル少年。

「ちょうど良かった。実は我々騎士団も例の事件以降、貴族ばかりが騎士団に入団するのは問題があると広く募ぼし集ゆうをかけることにしたんだよ」

「ほうほう。ではウィルを鍛きたえていただいて、使えそうなら騎士団へ入団をお許しいただける？」

「本人次第だがね」

　そう言ってニール副団長はウィルをじろりと睨むように眺ながめる。

「ウィルと言ったかな？　騎士団に入るかどうかは置いといて、強くなりたいか？」

「それは……なりたいです。守りたい人がいるんです、俺。そのためにもっと強くなりたい。力だけじゃなくて、いろんなものから守れる男になりたい」

　ガクガクと足は震えていたが、ハッキリとウィルは副団長にそう返した。守りたい人ってのは彼かの女じよだろうなあ、やっぱり。それを聞いてニール副団長はニヤリと嬉うれしそうに笑った。

「けっこう！　何かを誰かを守るために戦うのが騎き士しの本分。素質はありそうだ。朝か夕方、時間がある時にここに来るといい。訓練に参加させてやる。存分に強くなるといい」

「はい！」

　ウィルが力強く返事をする。少年よ、強くなれ。
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　予想外にオープンした読書喫茶「月読」は評判が良かった。そのシステム自体が珍めずらしいので話の種にとやって来る人も多かったのだが、居い心ごこ地ちの良さについつい長居してしまう人が続出したらしい。

　そのため、三日後には一日フリーパスコースというのも作ることになった。これは一定金額を払えば、一日中自由に出入りできるというコースだ。料金は少し高いが、普通コースで一日中いるよりはかなり安くなる。

　椅子や個室の部屋が足りなくなり、庭を解放してそこの長なが椅い子すでも読めるようにもした。ただしこのコースはすべてセルフサービスで、読むだけというコースである。雨の日は使用不可になってしまうのだが。

　何よりも予想外だったのはお客さんの男女の比率である。マンガ喫茶のイメージを持っていたので男性の方が多いかと思いきや、断然女性の方が多かった。

　八割近くが女性である。おそらくだが、置いた本を物語に特化したことがこの状態を生み出したのではないかと思う。

　こちらの世界だと男は本といえば学問書、図ず鑑かん、魔法書、剣けん術じゆつ書など実用的なものを必要とするらしく、あまり物語などには興味がないようだった。それでも騎士の物語や、冒険者の物語、戦記物などを読みに来る男性もいる。

　女性が多いとわかってからは、なるべく女性受けしそうなものを本棚に新しく並べていった。その中でリンゼが買ってきた種類の本を並べた途と端たん、どっと女性客がさらに増えた。

　それを読みたい人があまりにも多いため、再び【ゲート】で買いにいかなければならなかったほどである。

　なんの本かは僕の口からは言えない。少なくともあれを好んで読む男性とはちょっと距きよ離りを置きたいと思う。身の危険を感じる。

　まあ、とにかく大だい盛せい況きようで売り上げも充じゆう分ぶん稼かせげた。七人の給料も余よ裕ゆうを持ってきちんと出せたので、みんなは屋敷を出て行き、それぞれ自分の宿を見つけた。

　レベッカさんやローガンさんはとっくに出ていってたし、ウィルもウェンディと同じ時期に出て行った。むろん同じ宿である。同じ部屋ではないが。しかもウェンディはシルヴィさんと同室だったりする。頑がん張ばれ男の子。

「さてと、久しぶりにギルドに行って、本業をこなしてくるかな」

　新しく【プログラム】したスマホや、無属性魔法【グラビティ】も試ためしてみたいしな。他のみんなは予定があるそうで、ユミナだけが空いていた。ギルドカードのランクがユミナだけ青なので、早く僕ぼくらと同じ赤にしたいらしい。

「じゃあ二人で行こうか？」

「はい。討とう伐ばつデートですねっ！」

　いや、そんな殺さつ伐ばつとしたデートは御ご免めん被こうむりたいところだが……。

　二人で連れ立ち、ギルドに着くといつものように賑にぎやかに冒険者たちがたむろっていた。

　僕たちも依頼ボードの前に向おうとすると、ずいっと目の前に大男が立ちはだかる。なんだ、こいつ？

　黒のズボンに虎とら縞じまのベストを肌はだの上から直接着ている。腰こしには両りよう刃ばの大おお斧おのが下げられ、ファッションなのか首にはジャラジャラと鎖くさりがかけられていた。頭には毛が一本もなく、その顔にはニヤニヤとした笑えみが浮うかんでいる。

「おい、ガキがガキを連れてこんなところでなにやってやがる？　ここは子供の遊び場じゃねえぞ？」

　見ない顔だな。最近王都に来た奴やつか？　こんなセンスの悪い奴、一度見たら忘れるはずがないからな。

　よくみると周りの冒険者の中にもニヤニヤしている奴らがいる。だけど、あのニヤニヤは僕に向けられたものではないな。目の前のこの男に向けられたものだ。

　さて、どうしたものか。

「てめえ、聞いてんのか!?　痛い目に遭あう前に、ぐぎゃッ!?」

　その手がユミナの方に伸のびてきたので躊ちゆう躇ちよなく撃うった。いや、もちろん麻ま痺ひ弾だんだよ？　それでもボディブローを食くらったような痛みは受けただろうが。

　意識はあるだろうから、目の前に僕のギルドカードを出してやる。

「見た目で判断すると痛い目に遭いますよー」

　ランク赤のカードを見て目を見開いているそいつを引きずり、ギルドの外へ放ほうり出す。【グラビティ】で男の重さを軽くしてみたが、便利だな、これ。楽に運べた。

　ギルド内に戻ってくるとさっきニヤニヤしていた奴らが大だい爆ばく笑しようしていた。やっぱりこうなることを期待してニヤニヤしてたんだな。

「『竜りゆう殺し』に絡むたあ、度胸のある奴だな！」

「誰か教えてやれよ。みんな黙だまっていやがって！」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　それじゃ楽しめねえじゃねえか！」

　違いない、とみんな笑い出した。あのなあ……。

　まあ、実際あんな風に絡からまれてきたのも今日が初めてってわけじゃない。僕の場合、見た目が強そうじゃないからか（言ってて情けないが）あの手の輩やからにはよく絡まれる。その都度叩きのめす羽目になるのだが。

　まあ、いいや。とにかくボードの前へ行き、貼はってある依頼を見ていく。今回は二人だけだし、数の多い討伐はやめといたほうが無難だな。

　赤い依い頼らい書しよの中からひとつの討とう伐ばつ依い頼らいを手に取る。

「ブラッディクラブ？　蟹かにか？」

「巨きよ大だいな赤い蟹の魔獣ですね。大きな鋏はさみを四本持ち、とても硬かたい甲こう羅らが特とく徴ちようです。甲羅は防具の素材として売れますし、肉も高値で売れるそうですよ？」

　ほうほう。それはおいしい話ですな、蟹だけに。とりあえずこれを受けようか。

　討伐対象も一匹ぴきだけだし、目的地も前にミスリルゴーレムを倒した鉱山からそんなに離れていないから楽に行ける。

　依頼書を剥はがし、カウンターのお姉さんのところに持っていく。ユミナは青ランクだが、僕が赤ランクであるから問題はない。これがもう一人下位ランクの者が入ってくると、下位の者の方が多人数になってしまうので受けられないところだが。

「あのー……望もち月づきさんって読書喫茶『月読』のオーナーさんなんですよね？」

　依頼書を受理してくれた受付のお姉さんがおずおずと話しかけてきた。

「はあ、そうですけど……」

「あのっ、リーフリース皇国の本で『薔薇ばらの騎士団』ってシリーズがあるんですけど、入にゆう荷かする予定とかありますかっ？」

　お姉さんは頬ほおを染めて、興奮気味に迫せまってきた。よほどその本が読みたいらしい。

「えーっと、その本って完結してます？」

「はいっ！　全十五巻で完結しているはずです！」

　完結しているなら買い求めてもいい。ちょこちょこ新しいのを入れないと飽あきられるしな。討伐の帰りにでも買ってくるか。

「じゃあ仕入れときます。明日には並ぶようにしときますよ」

「そんなに早く!?　わあっ！　すっごい楽しみにしてます！　明日は私、仕事がお休みだから一日中楽しめますね！」

　はしゃぐように喜びまくるお姉さんに見送られて、僕らはギルドを出て行く。横でずっと黙っていたユミナがちらちらとこちらを見ていた。
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「あのー……冬とう夜やさん。『薔薇の騎士団』ってどんな話か知ってます……？」

「いや、知らないけど。知ってるの？」

「ええ、まあ。ある国の騎士団の物語で、男性のみの『薔薇の騎士団』と、女性のみの『百合ゆりの親衛隊』との確かく執しつ、それを背景として繰くり広ひろげられる、騎士団内での恋れん愛あいを描えがいたシリーズで……」

　………………ちょい待ち。「騎士団内での」？　え？　だって男性のみの騎士団で……。

　僕の視線を受けたユミナがすすすっと目を逸そらす。え、そういうことなん？

「……約束しちゃったし、買ってこないとまずいよね……」

「そうですね……。まあ、本屋の店員さんにちょっと変わった目で見られるくらいで済むんじゃないかと……」

　うぬう。ユミナに買わせに行くわけにもいかないしな。

「……それにしても、よくそんな本知ってたね？」

「あー、いや、えっとですね、誤解がないように言っておきますけど、そんな趣しゆ味みないですよ、私。その手の本を読んだこともないですから、本当に！」

　本当か？　小さな少女に疑いの眼まな差ざしを向ける。リンゼの例もあるし、同じように感化されたんじゃなかろうな？　いや、別に悪いってわけじゃないけど。趣味は人それぞれだし。そこに口を出すようなことはしませんよ？

「……実はその作品を書いた人を知ってます。それで作品のことも知ってたわけで……。有名な方ですから実名で出版するわけにもいかず、偽ぎ名めいを使ってますけど」

「えっ、誰？　僕も知ってる人とか？」

「いえ、冬夜さんは多分知らない方です。……誰にも言っちゃダメですよ？　リリエル・リーム・リーフリース様……リーフリース皇国の第一皇女です」

　……………………あ？

　待て待て待て待てちょっと待て。一国の姫ひめ様さまがその……そういう本を書いてるってのか？

「リーフリース皇国とベルファスト王国は昔から王家同士、家族ぐるみでの付き合いがありますから……。リリ姉様のことも昔からよく知ってます。まあ、『そういう趣味』にいつの間にかなっていて、最終的にはご自分で書くように……」

　頭痛い……。リーフリースにはなるべく近づかないようにしよう。うっかり出会ってしまってネタとかモデルにでもされたら災難だ。って、本を買いにいかなきゃいけなかったんだ！　くう。

　まあ、皇女様が町の本屋にいるわけもないから大丈夫だろうが。

　にしてもあの受付のお姉さんといい、喫きつ茶さ店てんのお客さんといい、ひょっとしたら僕は余計な文化をこの国へもたらしてしまったんじゃなかろうか……。歴史に名が残ったりしないよな？

　ううむ……ま、まあともかく。まずはブラッディクラブを討伐に行こう。僕はユミナを連れて【ゲート】で転移した。
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　ブラッディクラブの生息地はミスリルゴーレムを倒したステア鉱山から南に行った荒こう野やだという。

　鉱山に【ゲート】で転移してきた僕らはここから南へ徒歩で行くしかない。

「『庭園』で行くほどの距離じゃないしな。走って行こう」

「え？　きゃっ!?」

　ユミナを両手で抱かかえ上あげ横よこ抱だきにする。まさにお姫様だっこだ。そのまま軽く走り出す。

「【グラビティ】」

　僕とユミナの体重を半分ほどに軽減する。ゼロに近づけすぎるとあまりの身の軽さに制せい御ぎよできずに転びそうだったからだ。

「【アクセルブースト】」

　さらに加速魔ま法ほうと身体強化を使い、爆ばく発はつ的てきなスピードを生み出す。こんなスピードで走ってもなんの抵てい抗こうもなく、向かい風さえ感じない。【アクセル】の魔ま法ほう障しよう壁へきの効果だ。

　なんとなく体感ゲームのようだと思った。ものすごいスピードで走っているはずなのに、どこか別の世界のことのように感じられる。

　そんな感覚なので腕うでの中のユミナもスピードに怯おびえることなく、流れる景色を眺めていた。

　しばらく走ると荒野が見えてきた。ひとまず止まり、ユミナを下ろす。

「検けん索さく。ブラッディクラブ。半径三キロ以内」

『……検索完かん了りよう。ここから南西に一体。表示しまス』

　目の前にこの辺りの地図が映像で表示される。現在地がここで、蟹がここか。一キロくらいかな。

「冬夜さん、いまシェスカさんの声が……」

「ん？　ああ、こいつの音声に使わせてもらっている。当たり前かもしれないけど、あいつの声って機械的で感情に乏とぼしいからさ。気が散らないっていうか」

　懐からスマホを取り出だしユミナに説明する。

　もう一度ユミナを抱だき上げて、蟹のいる方角へ駆けて行く。やがて赤い甲羅に二対四本の大きな鋏と、同じく四対八本の脚あしを持った大きな蟹の姿が見えてきた。

　大きい。ダンプカーぐらいはありそうだ。ゴツゴツと岩のような突とつ起きが目立つ甲羅が血のように赤い。

　見た目のイメージはタラバガニを凶きよう悪あくなフォルムに変形させた感じだ。だけど四つの鋏はタラバガニと違い異常に大きい。あれに挟はさまれたら一巻の終わりだな。上半身と下半身がお別れになるだろう。

　ブラッディクラブがこちらに気付き、体の向きを変えて僕らの正面に立った。口元にブクブクと泡あわを出しているが、あれって水中に棲すむ蟹が酸欠で苦しんでいるサインじゃなかったっけ？

　まあ、あちらの世界の常識がこちらで通じると思うこと自体が罠わなだ。蟹が荒野にいること自体おかしいってのに今さらだし。そういうのを切きり替かえないと命に関かかわる。

　ユミナを下ろし、武器を構える。ブリュンヒルドをブレードモードにし、ユミナは腰からコルトＭ１８６０アーミーを抜ぬいた。

　そのまま蟹へ向けて麻痺弾を連続で撃ち出すが、甲羅を砕くだくことはできず、【パラライズ】の効果もあまりないようだった。あの甲羅は魔ま法ほう抵てい抗こう力りよくも強いらしいな。おそらく魔法も効きにくいのだろう。赤ランク討伐対象なだけはある。

「【土よ絡め、大地の呪じゆ縛ばく、アースバインド】」

　ユミナの唱えた呪じゆ文もんでブラッディクラブの足元の土がそれぞれの脚に絡みつき、動きを鈍にぶらせる。直接対象にならない魔法ならある程度効くみたいだな。

　ユミナの銃じゆう弾だんが動けなくなったブラッディクラブの脚の関節部分に炸さく裂れつする。確かにそこなら軟やわらかいだろうけど、よくあんな細い部分を狙ねらえるなあ。スナイパーの素質があるんじゃないかね、この子。

　そんな僕の驚おどろきに気付くことなく、ユミナが次々と関節部分を撃ち抜いていく。だんだんと蟹の動きが鈍くなってきた。

「【アクセル】」

　その隙すきを逃のがさずに加速魔法を使い、一気に蟹の頭上を跳とび越こしてゴツゴツとした背中に下り立つ。今から使うこの魔法も直接対象にかける魔法だが、多分大だい丈じよう夫ぶだろう。しゃがみ込み、蟹の背中に手を触ふれて魔法を発動させる。

「【グラビティ】」

　がくうっ！　と蟹が脚を折り曲げ、地面に這はいつくばる。僕は背中から飛び下りて、動きを鈍らせた蟹を眺めた。

　ふむ、一度【グラビティ】を発動させれば、あとは解除も増加もこちらの思いのままか。

「なにをしたんですか？」

「こいつ自身の重さを魔法で何倍にもした。体が重すぎて動けなくなっているんだよ」

　重い体を引きずりながらもなんとかこちらへ攻こう撃げきを加えようとするブラッディクラブに、さらに魔力を増加し重さを加える。持ち上げていた鋏が地面に落ち、動かなくなった。

　うーむ、相当の重さを加えていると思うんだが、甲羅には一向にヒビひとつ入らないな。しぶといぞ、こいつ。

「……冬夜さん、この蟹、もう死んでるんじゃないですか？」

「え？」

　そういえばブクブク出していた泡がとっくに消えている。体のいたるところから変な体液が染しみ出してきていた。どうやら内臓が重さに耐たえられなかったらしい。

【グラビティ】を解除する。ブラッディクラブはピクリとも動かなかった。近寄ってブリュンヒルドで叩たたいてみたが、なんの反応もない。ただの屍しかばねのようだ。

「結構あっさり片付いてしまいましたね」

　腰のホルスターに銃じゆうを収めながらユミナは蟹を見上げた。

「この魔法のいいところは一度発動させれば、遠えん距きよ離りで重さを操作できるところだね」

　じゃりっ、と地面にあった幾いくつかの小石を拾い、【グラビティ】をかけてから目の前に投げた。地面に落ちる前に一個一個の重さを百キロ以上にする。するとボコボコと地面に窪くぼみができ、投げた小石が砕け散ちった。

「……すごい魔法ですね」

「これを使えばフレイズだって砕くことができるかもしれない。接触しないと発動しないのが難点だけど、それはこれを使えば解決する」

　懐からスマホを取り出してみる。以前、接触しないと発動しない【パラライズ】で盗とう賊ぞくを一いち網もう打だ尽じんにしたことがあった。たぶん、【グラビティ】でも同じことができるかもしれない。僕は手にしていたブリュンヒルドを地面に刺した。

「検索。ブリュンヒルド。ターゲットロック。【グラビティ】を、えーっと、加重二倍で発動」

『……検索完了。ターゲットロックしまシた。【グラビティ】発動』

　目の前のブリュンヒルドを手に取る。いつもより重い。どうやら効果は出ているようだ。実験は成功。これはかなりの武器になる。魔法の効果を打ち消す魔法というのもこの世界には存在するらしいから、万ばん能のうというわけではないだろうが。

【グラビティ】を解除し、ブリュンヒルドを腰に収める。

「とりあえずこの蟹を持って帰らないとな」

「討伐部位は鋏ですけど、それ以外もギルドで買い取ってくれるそうですよ。全部売ります？」

「うーん、脚を一本だけ残そうか。クレアさんへのおみやげにしよう。今日はカニ鍋なべだ」

「いいですね」

　一いつ旦たん【ストレージ】で収納し、【ゲート】を使って一気に王都のギルドへと戻もどる。

　受付のお姉さんに討伐部位を渡わたすとあまりの早さに目を丸くされたが、【ゲート】の説明をすると納なつ得とくしてもらえた。一応ギルドでのこういった個人的な能力は職員には秘ひ匿とく義務がある。つまりバラされる心配がないってことだ。怪あやしむ奴らはいるかもしれないが。

　ギルドの中庭の方で持ち帰ったブラッディクラブを【ストレージ】から出し、査定してもらう。ちゃんと脚は一本もぎ取っておいた。

　甲羅や肉、すべて含ふくめてかなりの金額になった。討伐の報ほう酬しゆうも合わせてカウンターでお金をもらう。いつものようにポンポンポンとギルドカードにハンコが押おされていく。

「このポイントでユミナ様のギルドランクが上がりました。おめでとうございます」

　赤くなったギルドカードを受け取り、ユミナは嬉しそうに微ほほ笑えんだ。

「これでみなさんと同じランクですね」

　あ、やっぱり一人だけ違っていたのを気にしてたんだ。まあそうか。仲間外れな感じがするもんな。

　さて、あとはリーフリースの本屋に行って買ってくるだけか。んー、お金も予定より多く入ったし、その他の本も買ってくるか。……そういう方向のやつを。

　お客様あっての商売だしな。幸い？　事情通そうな人が目の前にいるし。

「えーっと、受付さん」

「あ、私プリムっていいます。なんですか？」

　これから先ほどの本を買ってくることを告げ、ついでに同じようなジャンルで人気がありそうなものをよければピックアップしてもらえないか、と伝えたら、

「えっ!?　それってその本を入荷するってことですか!?」

「向こうに在庫があれば、だけど。お金は今回の討伐で儲もうけたから大丈夫だし」

「ちょ、ちょっと待って下さいねっ!?」

　と、言うやいなや、同じ女性ギルド職員の元へ行き、なにやら話してメモに書き留めている。するとまた別の女性職員に同じように話し、また書き留める。それを数人繰り返し、挙句、知り合いらしい女性冒ぼう険けん者しや数人にまで話しかけて僕の方へ戻ってきた。おいおい、業務滞とどこおってるぞ……。

「こっ、これが入荷するならみんな明日『月読』に行くって言ってました！　なにとぞご考こう慮りよを！」

「はあ……前向きに検討いたします……」

　渡されたメモを手に取り、顔をあげるとギルド内のほとんどの女性たちからキラキラした目で見られていた。キラキラ？　ギラギラな気もしないでもない……。

　ギルドを出てひとまず屋や敷しきに戻る。ユミナを送り届けてから本屋へと向かおうとしたのだが、タイミングよく？　リンゼがテラスで食事をとっていたので、プリムさんに書いてもらったメモも見せてみた。

「……これ、全部買ってくるん、ですか？」

「在庫があればだけどね」

　リンゼは懐からペンを取り出すとキュキュキュッと何点かメモにタイトルを書き加えた。増やすな増やすな。

「……これは絶対買っておくべき、です。最終巻が出たばかりだから買い逃すと全部手に入れるのに時間がかかります。『月読』に入荷されたら取り合いになるほどの本です」

　……そうなの？　よくわからないが、まあ、リンゼさんがそう言うならそうなのでしょう。

　とりあえず礼を言ってメモを受け取り、タイトルにざっと目を通した。




「薔薇の騎士団」全十五巻

「執しつ事じの秘密」全五巻

「堕おちた王子　隷れい従じゆうの誓ちかい」全八巻

「檻おりの少年」全六巻

「甘あまく危険な抱ほう擁よう」全十二巻

「灼しやく熱ねつの夜想曲　戻れない二人」全五巻

「甘い罠と魔ま術じゆつ師し」全十二巻

「背徳の花はな婿むこ」全十七巻

「薔薇色マジカル」全九巻

「ご主人さまがみてる」全十八巻




　……本当に入荷していいんだろうか？　並ぶタイトルに心が折れそうになる。しかし今さら入荷しませんとも言える状じよう況きようじゃないしな……。

　これらのジャンルは別エリアに隔かく離りして、他の本と区別するか。暖の簾れんみたいなので中を見られないようにして、十八歳以下お断りみたいな注意書きを……。って、それじゃあまるきりレンタルＤＶＤのアダルトコーナーと一いつ緒しよだ。ううむ……こんなことで悩なやみたくないなあ。

　まあ、なにか犯罪が助長されるわけでもないし、こっちはまだ健全な方か。……健全か？

　いっそオーナーの地位をリンゼに譲ゆずろうかとかモヤモヤと悩みながら【ゲート】をリーフリースへ開いて転移した。







　　　　　◇　◇　◇







　リーフリースの首都、皇都ベルン。この街の特徴はなんといっても「白い」に尽つきる。とにかく街並みが白いのだ。建物の壁かべから石いし畳だたみ、階段にいたるまでとにかく白い。あれだ、ギリシャのミコノス島やサントリーニ島のような感じ。

　港町のように川に面した街並みの中央には一ひと際きわ白いリーフリース城が見える。水の青と白い街並みがとても美しい都だった。太陽の反射が眩まぶしすぎてサングラスが欲ほしいくらいだ。

　まあ今日は観光に来たわけではないので、さっさと本屋へと向かう。「月読」オープン前に一度来ているから、迷うことなく本屋に着いた。

　重々しいドアを開けて中に入る。古い本から新しい本まで取とり揃そろえる、なかなかの大きさの書店である。カウンター席に黒くろ髪かみの女の人が一人だけ座すわっていた。う、女の人か～。いや、男の人でもこの手の本を買うのは抵抗あるけどさ。

　まあいいや、もうこの店員さんに全部集めてもらおう。

「すみません、本を探しているんですが」

「はい、タイトルをお教え下さればお探しいたしますが？」

「これなんですけど」

　懐ふところからメモを取り出し、カウンターの店員さんに渡す。

「えーっと、『薔薇の騎士団』に『執事の秘密』……」

　だんだんと店員さんの声が小さくなっていき、ちらちらと僕の顔を見始めた。嫌いやな顔はされなかったのだが、「月読」でこのリストを託たくした女性たちと同じような目をしている。キラキラしている。ギラギラしている。

　あれ？　ひょっとしなくても「そういう人」だと思われてる？

「えっと、あのですね。その本は注文されて探しているものでして」

「……なるほど。はい、わかっておりますよ」

　ちょっと待て。なにをわかっているのか。勝手な解かい釈しやくをするんじゃない。言い訳してるんじゃない、これは事実だ。

「揃えて来ますので少々お待ち下さいね」

　とても優やさしげな笑え顔がおで店員さんは奥おくの書庫へと消えて行った。絶対わかってないぞ、あれ。

　カウンターの前でずっと待っているのもなんなので、カゴを手に取って本を物色する。普ふ通つうのジャンルのも入荷させないとな。このままではあの手の物に侵しん蝕しよくされてしまう。

　物語のコーナーへと行き、冒ぼう険けん物ものに戦記物、「普通の」恋愛物や怪かい奇き物ものなどをカゴに入れる。

　ひと回りしてカウンターへ戻ってくると、本が山積みになっていた。揃えてくれたのかな。と、思いきや、店員さんと女性客がなにか揉もめている。

「申し訳ございません。こちらが最後の在庫でございまして、次の入荷は未定となっております」

「そんなぁ～……」

　今にもくずおれそうな感じでカウンターにもたれかかる女性。歳としの頃ころは二十歳はたちちょい前、明るい栗くり色いろの髪かみをひとつにまとめ、高そうなバレッタで留めている。地味だが高そうなカーディガンとスカートだな。貴族だろうか。店員さんが僕に気付くと笑顔を向けてきた。

「あ、お客様、ご注文の品が全すべて揃いました。そちらもお求めですか？」

「あ、はい。一緒にお願いします」

　僕はカウンターに持っていた本を重ねる。

「え？　『薔薇マジ』買ったのってこの人？」

　カウンターにもたれたままだった女の人がガバッと起き上がり、僕を凝ぎよう視しする。「薔薇マジ」？　ああ、メモにあった「薔薇色マジカル」って本か。

「いったいどうしたんです？」

「はあ……お客様が注文された『薔薇色マジカル』の最終巻なんですが、こちらが最後の在庫になっておりまして、そちらの方もこちらをお買い求めに来たと……」

　ああ、そういうことか。紙かみ一ひと重えのタイミングで買い逃したってことね。

　まあ、残念だが諦あきらめてもらうしかない。こっちだってまさか最終巻だけがないという状態にするわけにもいかないのだ。

「すみません、『薔薇マジ』の最終巻、譲ってくれませんかっ!?」

「いや、こっちもこれを買いに来たんで」

　どうやら諦めきれなかった女の人は僕に向けて頭を下げてきたが、むろん断った。

「ここが最後なんです。他の書店では全部売り切れてて……」

「と、言われてもなあ……」

　ふと目の前の女の人が、僕が買った本の山に目を留める。

「……『薔薇の騎士団』も買ったんですか？」

「え？　ああ、まあね」

　山積みになった本の他のタイトルも確かく認にんしていく。やがて振ふり向むいた彼女の目は、先ほどの店員さんと同じようにキラキラしていた。こいつも勘かん違ちがいしてんな？

「なかなか目の付け所がいいようですね」

「違ちがう。なんか勘違いしている。これは頼たのまれた物で、僕の趣味じゃない」

「ええ、わかってます。わかってます」

　絶対にわかってない。ニヨニヨすんな。その女の客はしばらく考え込んでいたが、やがてカウンターの隅すみの方へ行き、ちょいちょいと僕を手招きした。

「なんですか？」

「取引です。もし『薔薇マジ』の最終巻を譲ってくれるなら、『薔薇の騎き士し団だん』の全巻にサインを書きますがどうでしょう？」

「は？」

　なんだそりゃ？　なんでそれが取引材料になる？

「あなたのサインを書いてもらって僕になんの得が？」

「それは私が『薔薇の騎士団』の作者、リル・リフリスだからです！」

　えっへん、とその女の人は胸を張った。……けっこうあるな……八や重えと同じくらい……じゃなくて。

「へー……それはそれは」

「あ、信じてませんね？」

　そりゃそうだ。本屋で出会った人が、買った本の作者とかどんだけの確率だよ。それに僕はその作者のことをユミナに聞いて知っている。ふむ、カマをかけてみるか。

「ということは、あなたがリリエル皇女様ですか」

「え？」

　自じ称しよう「薔薇の騎士団」の作者さんがキョトンとした顔になる。やっぱり騙かたりか。

　と、思ったら、ぶわっと顔からダラダラと汗あせを流して、口をパクパクと金魚のように開けたり閉じたりし始めた。あれ？

「どっ、どっ、どどど、どうしてそれをっ……！　お父様でさえ知らないハズなのにっ……！」

　え、マジで……？　本当に本人なの？

「わっ、私の正体を突つき止とめてなにを……はっ！　私を脅おどし、踏ふみ台だいにして次期国王である幼い弟に近づき、その純潔を奪うばってこの国を我わが物にっ……！」

「アホかぁッ！」

「あいたッ!?」

　妄もう想そうを垂れ流す腐くさった頭に思いっきりチョップをかましてやった。皇女だとか関係あるか！　もっかい叩く！

「あいたッ！　な、なにを!?」

「うるさい！　ユミナに話を聞いてなかったら完全に無視するところだ！　これがこの国の皇女とか、大丈夫なのか、この国は！」

「ユミナ？　ユミナってベルファストの!?　あなたいったい……？」

　涙なみ目だめになりながら頭を押さえ、不思議そうな顔でこちらを見るリリエル皇女。歳上のハズなのだが、なぜかもう敬語を使う気も失うせていた。歳上ったってひとつふたつだろうし、いいやもう。

　深呼吸をして気持ちを落ち着ける。

「僕は望月冬夜。ベルファスト王女、ユミナ姫ひめの婚こん約やく者しやだよ。まだ非公式だけど」

「ええッ!?　こ、婚約者、婚約者って、あの子結けつ婚こんするの!?」

　心底驚いた顔でこちらを眺ながめていたが、やがて目が泳ぎ出し、なにかを考えるそぶりをし始めた。

「え？　でもユミナは女の子で……あれ？　えっと、偽ぎ装そう結けつ婚こん……？　本当の目当ては国王陛下とか？」

「ちゃうわい！」

「あいたッ!?」

　いい加減そこから離はなれろよ！　あーもう面めん倒どうくさい！

　カウンターへ戻って、全ての本の代金を払はらう。けっこうしたが、蟹かに討とう伐ばつの報酬と素材売ばい却きやく料よりは安いので問題ない。

　それを【ストレージ】に収納して、リリエル皇女を連れて外へ出た。表に大層立派な馬車があったが、おそらくお付きの人や護衛の人たちだろう。

　店の陰かげで【ゲート】を開き、ユミナと琥こ珀はくを連れてきた。

「お久しぶりです、リリ姉様」

「ユミナ!?　え？　いつリーフリースに!?」

「悪い。ユミナ、説明頼む。琥珀、護衛を。何かあったら連れん絡らく」

《かしこまりました》

　ユミナと琥珀を残し、今度は『工こう房ぼう』へと飛ぶ。【ストレージ】から「薔薇マジ」の最終巻を出してコピーすると、それを持ってユミナたちのところへトンボ返りした。

　突とつ然ぜん現れた僕に驚くリリエルに本を手て渡わたす。

「ほら、これで問題ないな」

「え、いいの？　欲しかったんじゃ……」

「だから違うって言ってる！　そもそも店の入荷のために買いに来たんだよ！　僕自身は興味ない！」

「それはそれでもったいな……いえ、なんでもないわ」

　手刀を上段に構えるとリリエルは口を噤つぐんだ。

　もういい、帰ろう。自宅への【ゲート】を開く。一足先に琥珀が飛び込み、向こうへ渡った。

「じゃあリリ姉様、お元気で。また会いましょうね」

「ユミナも。結けつ婚こん式しきには呼んでね」

　できれば来ないで欲しいところだが、そんなことはおくびにも出さす、僕ぼくは無表情の仮面を被かぶった。

【ゲート】を抜け、自宅へと戻る。リビングのソファーにどっかと腰こしを下ろして脱だつ力りよくした。

「うあー、つっかれたー……」

　疲つかれの原因が蟹討伐じゃないってのがまた……。そんな僕の前に氷の入った水をリンゼが持って来てくれた。

「ありがとう～」

「いえ、お疲れ様さまでした」

　持って来てくれた水を一気に飲む。かぁ～、美う味まい。冷えた水をじんわりと味わっていたが、リンゼがもじもじとその場から動こうとしない。なんだ？

「それで、あの……本は手に入りました、か？」

　ああ、そうか。読みたいのね。僕は【ストレージ】から今日の収しゆう穫かくを取り出し、テーブルの上に積み重ねた。

「リンゼが欲しい物があったらロゼッタに言って増やして貰もらうといい」

「はい！」

　いい返事をして、ロゼッタを呼びにリンゼがリビングから出て行った。ロゼッタには『工房』への転移能力があるし、「バビロン」にはこの家への【ゲート】が張ってあるから、僕の魔法はいらないだろう。

　厨ちゆう房ぼうへ行き、倒たおしたブラッディクラブの脚をクレアさんに渡したら、すごく喜んでもらえた。今日はカニ鍋なべだ。

　それまで少し休ませて欲しい。自分の部屋へ戻り、ベッドに倒れこんで目を閉じると気持ち良い睡すい魔まが速そつ攻こうで襲おそってきた。ぐう。










　次の日、「月読」はかつてないほどの盛せい況きようぶりを見せた。噂うわさを聞きつけたのか、開店前から並ぶ人たちもいたそうだ。新入荷の本はどれも人気があって取り合いになりそうだったので、急きゆう遽きよ何冊か買いに転移しなければならないほどだった。

　店の人気が上がるのは嬉うれしいのだけれど、なんか釈しやく然ぜんとしない。

　うーむ、やはりこの店はリンゼに任せて、僕は二号店をオープンさせた方がいいのかなあ。

　ちなみに数すうヶか月げつ後、「薔薇の騎士団」の作者が新シリーズを発売したらしい。

　万能の能力を持った男がある国を乗っ取るために、その国の騎き士し、美しい姫、その弟の王子と、次々と毒どく牙がにかけていき、のし上がっていくという話らしい。リンゼに見せてもらったが、挿さし絵えが微び妙みように僕に似ていた。嫌がらせに違いない。今度会ったらあの腐った頭に【グラビティ】のチョップをお見み舞まいしてやる。覚かく悟ごしてろ。







　　　　　◇　◇　◇







　朝、目覚めると口を塞ふさがれていた。目の前には目を閉じたロゼッタの顔。

「おああ!?」

「およ？　目覚めたでありまスか？」

　なんだなんだ!?　なんでロゼッタが僕の部屋に!?　っていうか、なんでお目覚めのキスをされている!?

「登録完かん了りよう。マスターの遺伝子を記き憶おくしたでありまス。これより『工房』の所有者は小生のマスターである望月冬夜に移い譲じようされるでありまス」

　え？　ああ、『工房』の遺伝子登録か。そういやまだだったっけ。ドタバタしてたからなあ……すっかり忘れてた。にしても、なんとかならないかその登録方法。心臓に悪い。

　ロゼッタはあのままウチのメイドさんになるかと思ったのだが、彼かの女じよが着たのはメイド服ではなく、作業服ツナギだった。どこの工場長だよ、と思ったりもしたが、これはこれで似合っている。

　最近は『工房』の方でなにやら製作しているようだが。曰いわく、物を造ることこそ自分の存在価値だとかなんとか。

　まあ、そこらへんは自由にさせているが。

「マスター、実は鋼と銀が欲しいのでありまスが……」

「また？　いったい何を造ってるんだよ」

「それは完成するまで秘密でありまス」

　これだ。まあ、いいけどさ。鋼と銀を買うお金をロゼッタに渡す。喜びながら受け取るロゼッタを見ていると、なんか子供にお小こ遣づかいあげてる感覚になるな。

「あ、それとお客様が来てるでありまスよ」

「客？」

　手早く着き替がえてリビングの方へ向かう。扉とびらを開けて中へ入るとライムさんと椅い子すに腰こし掛かけたレオン将軍がいた。

「おう、冬夜殿どの。朝からすまんな」

「お客って将軍でしたか。どうしたんです、こんなに早く」

「いや、ちょっと頼みがあってな」

　頼み？　珍めずらしいな、いったいなんだろう？

「ウチのリオンに変な武器をやったろう？　槍やりになったり、剣けんになったりするヤツだ」

　ああ、例の貴族の馬ば鹿か息子むすこたちをぶっ飛ばしたときにあげたやつか。

「アレがなにか問題でも？」

「いや、別に問題はない。ただ、儂わしもあんなガントレットが欲しい」

「は？」

「今日、軍と騎士団が合同訓練をするのだ。息子むすことやりあったときに親おや父じとして負けるわけにはいかんだろ」

　エー、そんな理由ー？　この親父さんでよくリオンさんみたいなのが育ったよな……。

「でも将軍のガントレットにもなんか魔ま法ほう付ふ与よが付いてましたよね？」

　僕が尋たずねると将軍は腰に下げていた赤しやく銅どう色いろのガントレットを取り外し、テーブルの上に置いた。

「確かにこいつには炎ほのおの魔法付与がある。だが生身の相手以外にはあまり効果が無くてな。できれば破は壊かい力りよくの増す付ふ与よが欲しい。防ぼう御ぎよ力りよくも高めたいところだが」

「うーん……」

【グラビティ】を【エンチャント】すれば破壊力を増すことはできるかな……。防御力の方は盾たてにも変化するように作れば便利か。

「じゃあちょっと作ってみますか。どうします、コレに手を加えます？　それとも全く新品を作ります？」

「こいつにはそれなりに思い入れがあるからな。これはこれでとっておきたい。新品のを作ってもらえるか？」

「了りよう解かいー」

【ストレージ】からミスリルの塊かたまりを取り出し、ガントレットの形に変化させていく。可動部分に丈じよう夫ぶな魔ま獣じゆうの革を使い、何回か将軍に装備してもらいながら、サイズを調整する。将軍は右ききらしいから盾は左の方がいいか。後は【グラビティ】の付与と【プログラム】を追加して、と。

「とりあえずこんなもんですかね」

「おお、できたか！」

　作りあげた銀色のガントレットを手渡す。それを両手に装備して、将軍はガンガンと打ち鳴らした。

「ふむ、さすがにミスリルだけあって軽いな」

「使い方を説明しますからどこかに移動しましょうか」

【ゲート】を使い、以前ブラッディクラブと戦った荒こう野やの近くへと転移する。ここならば大きな岩場もあるし、威い力りよくを試ためすのにうってつけだろう。

「えっと、まずですね。左手のガントレットが盾になります。装備者の『シールドオン』という言葉で発動、戻すときは『シールドオフ』で」

「ほう。『シールドオン』。おおっ！」

　将軍の声に反応して左手のガントレットが幅はば広ひろに変形し、小型の盾になる。剣けん士しなどと戦うときには便利だろう。

「次に攻撃時ですが、『インパクト』の言葉で、ガントレットの重さが瞬しゆん間かん的てきにだけ二百倍になります。対象物に攻撃する際に唱えれば攻こう撃げき力りよくが増すはずです。かなり危険ですから軽装備の人には使用しない方がいいと思いますが」

「二百倍!?」

　だいたいあのガントレットひとつの重さが五百グラムもないくらいだ。二百倍ってのはそれぐらいでだいたい百キロかなと思ったからだが、よく考えるとけっこう凶悪かもしれない。百キロのハンマーを振るうようなものだからなあ。

　そんな僕の考えをよそに、将軍が大きな岩がん壁ぺきに向けて構えをとる。腰を落とし、右手を引いた。稲いな妻ずまのような踏み込みで、岩壁に拳こぶしを叩きつける。

「『インパクト』！」

　将軍の拳が当たった瞬しゆん間かん、目の前の岩壁が粉々に砕け散った。……作っておいてなんだけど、ちょっと威力があり過ぎるなあ。

「ふむ！　いいな、これは！　魔獣や重装歩兵とやり合うときには助かりそうだ！」

　まあ、将軍なら間ま違ちがった使い方をしないと思うけど。

「あとは『スタンモード』の言葉で麻ま痺ひ効果が、『バーニングモード』で炎の付与が追加されます。『モードオフ』で全て通常状態に戻ります」

「おお、炎の付与も付いてるのか。『火か焔えん拳けんレオン』としてはありがたいな」

　将軍は嬉しそうに笑った。さっそく「バーニングモード」で拳に炎をまとわせ、シャドーを始める。ひとしきり満足したのか、モードをオフにして改めてガントレットを眺めた。

「いや、すごいなこれは。リオンの剣を見せてもらった時も驚いたが、冬夜殿は一流の武器職人としてもやっていけるんじゃないか？」

「今のところ、その気はないですがね」

　武器は使い道を間違えると、とんでもない結果を生み出すこともあるからな。知り合いに作ってあげるくらいがちょうどいい。だから別にお金ももらわないし。と、いうことを伝えたら、「それはいかん、あとで代金に見合った物を送る」と言われたのでお金じゃないなら、と受け取ることにした。食べ物とかならありがたいかな。

　さっそくリオンさんをぶちのめし……もとい、鍛きたえたいとのことで王宮の訓練場へ転移した。

　将軍はガンガンとガントレットを打ち鳴らしながら、喜々として息子を捜さがしに行った。リオンさん、ごめん……。

　目的も果たしたし、帰ろうかと思ったら訓練場の片かた隅すみで知った顔を見つけた。ウィルとニールさんだ。早朝訓練かな。

　ウィルがニールさんに斬きりかかっていくが、軽く躱かわされ、そのまま足あし払ばらいで転ばされる。

「相手が剣士だからと剣ばかりに注意を向けるな！　どこからでも攻撃は来るぞ！　体勢を崩されないようにしろ！」

「は、はいっ！」

　ほほう。なかなか頑がん張ばってるな。訓練場の柵さくに肘ひじをつき、二人の戦いを眺める。以前と比べたらけっこうウィルの動きも良くなっている。ニールさんも気に入って本気で仕込んでいるようだし、こりゃあ本当に騎士団に入れるかもな。

「あれ、冬夜？」

「ん？　エルゼ？」

　軍の早朝訓練を終えたエルゼが汗をタオルで拭ふきながらこちらに歩いて来た。

「どうしたの、こんなに朝早く。いつも私が家に帰った頃に起き出だして来るのに」

　なんかその言い方だと僕がぐうたら亭てい主しゆみたいじゃないか。君らが早すぎるだけだろ。

「将軍に叩き起おこされたんだよ。武器を作ってくれってさ」

「ふうん」

　正確にはロゼッタにキスで起こされたんだが、それは黙だまっておく。余計な火種を呼ぶことはない。

「そうだ、冬夜。これから【ゲート】で帰るなら、いっそ『銀ぎん月げつ』に行かない？　温泉入りたい！」

　急にエルゼがそんなことを言い出した。ウチにも大きい風ふ呂ろはあるのだが、「銀月」の温泉に何回かみんなで入りに行っている。確かに朝あさ風ぶ呂ろもやってたっけ。汗でべとべとになっているのだろう、エルゼの気持ちもわかる。

「じゃあ、行こうか」

「やった！」

【ゲート】を開き、リフレットの町、「銀月」の前に出る。さっさとエルゼは店内に入り、受け付けにいるミカさんに声をかけた。一応、この温泉は僕が「貸している」ことになっているので、僕らは料金を取られない。

「じゃあ、入ってくるね」

「ごゆっくり～」

　エルゼはカウンターからいそいそと洗面道具とバスタオルを受け取り、女湯の方へ消えて行った。僕の方は汗もかいていないので入る気はない。

　しばらくミカさんと話をして、最近の出来事や温泉の不具合などはないか聞いていた。客の入りもかなりいいようで、宿よりも入浴料の方が儲かっているようだった。このままじゃ風ふ呂ろ屋や「銀月」になってしまうな。

「おや、久しぶりですね」

「あれ、ザナックさん？　朝からお風呂ですか？」

　男湯からタオルを頭に載のせて、「ファッションキングザナック」のオーナーが現れた。

「いやあ、ここができてからというもの、朝夕入らないと調子が悪くてね。常連になってしまったよ」

　ザナックさんはカラカラと笑う。そりゃあそうだろう。なにせ【リカバリー】の効果がお湯に溶とけてるんだからな。調子が悪くなるはずがない。

　なんか一服盛ってるみたいで変な気分だが。悪いことをしてるわけじゃないんだけど。

「そうそう、君にもらったデザインの服がまたひとつできたんだよ。なかなかいい出来だと私は思ってるんだがね」

「ほうほう」

　話を聞くにつれ、ちょっとしたイタズラ心が湧わき上あがってきた。ミカさんにも協力してもらい、ザナックさんにその完成した服を売ってもらうことにする。これは楽しみだ。










「で、これ？」

「そう。僕からのプレゼント」

　エルゼは着替えた服の裾すそをちょいとつまむ。赤い詰つめ襟えりの服のサイドにはスリットが入っている。いわゆるチャイナドレスってやつだ。しかも丈たけが短いチャイナミニだ。靴くつも少しヒールの高いものを用意。ちなみに服のサイズはミカさんにみてもらいました。

　やっぱり似合うね。女の子で武ぶ闘とう士しならなおのこと似合うね。

「うん、似合ってる。可愛かわいい」

「なっ、なに言ってるのよっ！　勝手に服を取り替かえたりして、もう！」

　顔を真っ赤にしてエルゼがうつむく。照れた表情がまたなんとも。こういうところはリンゼと同じだよな。

　ゴスロリ服の時もそうだったが、エルゼは可愛い服を着るのが好きなのになぜか着ようとはしない。自分には似合わないと思い込んでいるのだ。ゆえに無む理り矢や理りにでも着ざるを得ない状況にしてあげる必要がある。

　だからミカさんに頼んでエルゼの服を取り上げたあと、代わりにこの服を置いた。最初は怒おこってたけど、どうやら気に入ってもらえたようだ。

「受け取ってもらえる？」

「……うん。ありがと……」

　上うわ目め遣づかいでそんなことを言われたら、抱だきしめたくなるのは仕方がないことだと思うのですが！　人目があるので無理ですけど！　くうっ、僕にもっと勇気があれば！

　着替える前の服を袋ふくろに入れてもらって【ゲート】で「銀月」をあとにする。

　家の庭に出ると靴に慣れていないのか、歩きにくそうなエルゼが僕の腕うでにしがみついてきた。

「し、しばらくこのままで……いい……？」

　もちろん断る理由はない。腕にその、柔やわらかいものが当たっているんですが。

　早起きは三文のなんとやら。今日はいいことがありそうだ。

　もうこれで今日が終わっても満足だけどね！
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幕間劇　襲撃者ありて







「せいやあぁぁぁッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに飛び込んだ八や重えの木刀が、ソードレック子し爵しやくの木刀をかいくぐり、首筋へと突きつけられる。まさに電光石火の一いつ瞬しゆんの出来事。剣を突きつけられた子爵が小さく笑えみを浮うかべた。

「……うむ。今のは見事に取られたな」

「ありがとうございました！」

　八重が子爵に頭を下げる。勝ったというのにその顔には喜びはあまりない。それもそのはず、今のでもう七試合目なのだ。七回戦って、やっと勝てたのだ。それも捨て身の一いち撃げきで。

　八重のことだからまだまだ未熟だと自分を責めているのだろう。子爵はベルファストでも一、二を争あらそう剣の使い手らしいから、そこまで落ち込まなくてもいいと思うが。

　ソードレック子爵の道場には八重と子爵、付き添そいで来た僕とユミナだけがいる。すっかり日も暮れかけて外ではカラスが鳴いていた。

「以前とは見み違ちがえるような剣の冴さえだ。なにか掴つかんだか？」

「掴んだかどうかはわかりませぬ。しかし子爵殿どのの申した『何を剣に求めるか』という言葉は、朧おぼ気ろげながら見えてきたような気がするでござる」

「なるほど。自分の剣の道を見つけ始めたか」

　八重の言葉に子爵は小さく笑う。やがて道場の隅で見学していたこちらへ向かってくると、板の間に膝ひざを折ってその場で頭を下げた。

「大したおもてなしもできず、申し訳ありません、姫ひめ様さま」

「いえ、無理に見学をせがんだのはこちらですから気になさらないで下さい」

　頭を下げた子爵にユミナがにっこりと返事をする。その返事を聞いて、子爵が今度は僕の方へと視線を向けた。

「まさかあの時の少年が、国王陛下の命を救い、姫様の婚こん約やく者しやになるとは驚おどろいたな。しかも竜りゆう殺しまでやってのけるとは……」

「あっと、一応ユミナとの婚約は内密にお願いしますね。反対する貴族も多いようですし」

「わかっているさ。頭の固い欲に駆かられた貴族はこのベルファストにもまだ多いからな」

　ユミナをお嫁よめさんにもらうと決めたはいいが、まだその発表はされてはいない。

　ユミナと結婚すれば、王女の配はい偶ぐう者しやとしてベルファストでは大きな権力を持つことができる。当然、その地位を狙ねらっている奴やつらも多いわけで。

　自分こそが（もしくは自分の息子が）その相手に相応ふさわしいと思い込んでいる輩やからにとっては、僕は邪じや魔まな存在でしかないだろう。

　もっともそんな邪よこしまな気持ちでユミナに近づいても彼女の魔ま眼がんは一発で見み抜ぬいてしまっているのだが。










「しかしその魔眼のことを知っていたら、悪いことを考えている奴らはユミナ殿に近寄ってこないのではないでござるか？」

　子爵家からの帰り道、ユミナに八重がそんなことを尋ねていた。

　すでに暗くなってきてはいたが、ソードレック子爵家は西区に近いし、たまには歩いて帰ろうと僕らは三人で夜道を歩いていた。辺りは静かで歩いている人もいない。時々馬車が通り過ぎていくくらいだ。

　街灯は薄うす暗ぐらく月明かりもない。だがこちらの世界での夜道はこんなものである。

　ユミナが八重の質問に少し考えながら口を開く。

「そうですね……邪な気持ちを持っていたとしても、行動を起こしたわけでなければ、私だって何も言いません。人間としてある程度欲があるのは仕方ないことですし。それを『見抜かれなかった』と勘違いして近寄ってくる人たちもいます。こちらの方はまだマシな方で……」

　苦笑いしながらユミナが話す。そんな相手と表面的にでも友好的な態度を取るのは苦痛だろうなあ。

「別のパターンもあるの？」

「はい。タチの悪いのは『自分のしていることは正しいこと』と思い込んでいる人たちです。なんら恥はじるところはないと思っているわけですから、私に見抜かれたところでなにも困らない、むしろ『正しい心』を持っている自分を見てくれ、みたいな人が厄やつ介かいです」

　ああ、なんとなくわかる。「ベルファストのために自分がユミナ姫と結婚して、この国を導くのが一番正しいんだ！　ユミナ姫だってそれが一番幸せに違いない！」とか本気で考えているやつがいたら、そいつには他人に対して迷めい惑わくをかけているなんて気持ちは欠片かけらもないだろう。ユミナの気持ちなんか初めから考えていないのだ。

　善意の押おし売うりというか、独善的な考えというか。

「そういった奴は魔眼で見抜けないのでござるか？」

「いえ、私の魔眼は『看破の魔眼』。人の魂たましいの澱よどみを見抜くものです。そういった相手こそ澱んでいますからわかりますよ。独善とは他者のことを思いやらないという方向に行くものですし」

　自己正義の独善はそれにそぐわない者を排はい除じよしようと攻こう撃げきする方向に行きやすい。集団だとそれがさらにエスカレートしたりするしなあ。

　まったく「正義の味方が多いから戦争が無くならない」とはよく言ったもので、




　八重と僕が足を止める。




「ど、どうしたんですか？」

　慌あわてるユミナの手を取り、小さな声で話しかけた。

「誰だれかはわからないが……囲まれてる」

「えっ!?」

　ユミナが驚いて周りをキョロキョロと見回す。穏おだやかじゃない気配が辺りに渦うず巻まいているな。いったい何の用だ？

「出てこい。いるんだろ」

「へっ、勘かんのいい野や郎ろうだ」

　ぞろぞろと男たちが裏路地から現れる。どいつもこいつも盗とう賊ぞく紛まがいのチンピラと言った感じの男たちだ。

　手には剣やら棍こん棒ぼうやら、危険な得物を持っている。決してまともな奴らじゃない。

「僕らに何の用だ？」

「用があるのはテメーだけだ。後ろの女たちには用はねえ」

　え、こいつらの狙いは僕か？　僕だけ？

「冬とう夜や殿……なにをしたんでござるか？」

「いや、なにもしてないと思うけどなぁ……」

　正直言って自信はない。大なり小なり恨うらみは買っているからなあ。そういや、最近冒ぼう険けん者しやギルドで絡からんできた奴をぶちのめしたな。あいつのお仲間か？

「テメーに恨みはねえが……悪く思うなよ！」

「いや、思うだろ」

　剣を持って僕に斬りかかろうとしたチンピラを、ブリュンヒルドで容よう赦しやなく撃うつ。もちろん【パラライズ】のかけられた麻ま痺ひ弾だんですよ？

　撃たれたチンピラは悶もん絶ぜつしながら倒れた。麻痺弾とはいえ、ゴム弾のダメージはあるからなァ。

「やりやがったな！」

「そりゃやるさ」

　同じように向かってくるチンピラたちを何人か仕留めていく。さすがに度胸は据すわっているのか、仲間が倒れるのを見ても逃にげ出す奴は一人もいなかった。逆に厄介だよな、こういう場合。

「セーフティモード」

　ブリュンヒルドを刃は引きされた長ちよう剣けん状態のスタンモードに変形させる。振ふり下おろされる剣を躱し、相手の胴どう体たいをそれで薙なぎ払う。

　相手に触ふれさえすれば護符タリスマンでも持ってない限り麻痺するので、それほど力をいれなくたっていい。ちょいと触れさせればいいのだ。

　数分後には襲撃者全員が路上に倒れていた。

「ふう。まったく迷惑な」

「こやつら、どうするでござるか？」

「んー……放っておいてもいいんだが、また来られるのもなあ。ひとっ走り騎士団の詰つめ所しよに行って……」

「そこでなにをしている！」

　と思ったら向こうから数名の騎士がこちらへやってきた。どうやら騒さわぎを聞きつけてやって来たらしい。

　僕はギルドカードを見せて身分を明かし、状じよう況きようを騎士たちに説明した。ギルドカードは偽ぎ造ぞうできないので、こういう場合に本人証明にもなる。

「いきなり襲われました。まあ、返かえり討うちにしましたが」

「なるほど。何名か手配書に載のっている者もいる。恐おそらくは強ごう盗とうでもしようと君たちを狙ったんだろう」

　ああ、ハタから見たら弱そうな若わか僧ぞうにしか見えないってやつね。そんな理由で絡まれたり襲われたりは何回もしてるからもう慣れっこだわ。

　だいたいこんな若僧がお金なんて持ってると思ったのかね？　いやまあ、かなり持っていますが。

「こいつらはこちらで処理しておく。あとでギルドの方に連絡も入れておこう」

「わかりました。ではよろしくお願いします」

　騎士たちに頭を下げて、僕らはこれ幸いとその場をそそくさと去る。さっさと帰りたかったというのもあるが、ユミナのことがバレると面倒だと思ったからだ。王女誘ゆう拐かいなんて騒がれたら冗じよう談だんじゃないしな。

　どうやら下したっ端ぱの騎士らしく、ユミナの顔は知らなかったようだが。

「王都もまだまだ物ぶつ騒そうでござるなぁ」

「人が多ければそれだけ犯罪の数も増えますからね。お父様も頭を痛くしていることでしょう」

　まったく王様も大変だな。そんなことを話しながら僕らは帰路についた。
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「……なんですって？」

「ですから。昨日王都で辻つじ斬ぎりがあったんですよ。その容疑者として冬夜殿の名が捜そう査さ上に浮かんでいます」

　朝も早くからやってきたリオンさんにそんなことを言われて眠ねむかった目が点になる。

　辻斬り？　犯人が僕？　なにを言ってるのかわかんないんですけど!?

「現場は西区のフォーゼリット通り。数名の男たちが斬り殺ころされていた。全員が即そく死しだったと思われる。そして現場にはこれが落ちていた」

　リオンさんの隣となりに座る騎き士し団だん副団長のニールさんが、テーブルの上に円えん筒とう状じようの硬こう質しつゴムを立てた。これって……！

「……僕のものですね。【パラライズ】を付与するためのゴム弾の弾だん頭とうです」

「近きん隣りんの住民も冬夜殿の使う武器……ブリュンヒルドと言ったか。それの爆ばく発はつ音おんを聞いている。現場にいたことを認めるかい？」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　確かに昨日その現場にはいましたけど、僕は殺したりはしてないですよ！　昨日の騎士の人たちから報告はされてないんですか!?」

「……昨日の騎士？　なんのことです？」

　なんだこれ？　話が通じてないぞ。僕は昨日あったことを事細かにリオンさんとニールさんに説明した。

「おかしいな。そんな報告は受けていない。どういうことだ？」

「その現場に駆けつけた騎士ってどんな奴らでした？」

「どんなやつって……えーっと、一人は目がつり上がってて、もう一人は鼻が……ああ、こうした方が早いか」

　僕は【ミラージュ】の魔ま法ほうで、昨日会った騎士たちを部屋の中に投とう影えいした。全員は覚えていないが、二人だけはしっかりと顔も見たし、声も覚えている。

　リオンさんとニールさんは投影された映像に驚いていたが、やがてそいつらをじっくりと見回し始めた。

「悪いが私には見覚えがない。リオンはどうだ？」

「私も見たことがないですねえ。少なくとも第一騎士団所属ではないですよ。うちにはこんな奴らいません」

　おいおいまさか、偽にせの騎士たちだったってのか？

　チンピラを僕と戦わせ、そのあとで殺し、全すべての罪を僕に被かぶせる。確かにそれをやられると、僕にとって無実を証明することが難しくなるな。

　向こうがいきなり襲ってきてそれを返り討ちにしたと言っても信じてもらえるか怪あやしいもんだ。

「……この状況だと『偽にせ騎き士しに騙だまされた』とか僕が言っても、言いい逃のがれをしようとでまかせを言ってるように聞こえますよね」

「まあ、そうだろうな。しかし、証人としてユミナ姫ひめもいるからな。即そく逮たい捕ほということにはならないと思うがね」

「犯人の狙いはなんでしょう？　冬夜殿を犯罪者として仕立て上げ、我々に捕つかまえさせるとか？」

　そりゃまた……。ずいぶんと恨まれたもんだな。

「だいたい西区にあんなチンピラがいること自体おかしい。貴族区ではないとはいえ、こんなやつらがのさばっていたらすぐに騎士団に通報されるはずだ」

　確かに。誰かに手引きでもされなきゃ無理だよな。

「さて、君はこれをどうする？」

「疑いを晴らすには真犯人を捕まえるのが一番手っ取り早いんでしょうね」

「まあ、そうだな。捕まえる当てはあるのかい？」

「当てもなにも。ここにあるじゃないですか」

　僕ぼくは【ミラージュ】によって作り出された偽騎士を指し示す。

「検けん索さく。昨日会った偽騎士。範はん囲いは王都内で」

『検索しまス……検索終しゆう了りよう。表示しまス」

　突とつ然ぜん聞こえてきたシェスカの声に二人とも驚いていたが、空中に表示された地図にピンがいくつか落ちるとその表情が一変する。

　ここって……貴族区だよな。王都内区の。しかも爵しやく位いの高い貴族たちのお屋や敷しきが並ぶエリアじゃんか。ちなみにスゥのオルトリンデ公こう爵しやく家もこのエリアにある。

　ピンはその貴族区の通りを移動しており、ある屋敷の門の前で止まった。そしてフッ、とピンが消しよう滅めつする。

「あれ？」

『ターゲットが感応阻そ害がいの結界に入りましタ。位置を把は握あくできませン』

　結界が張ってあるのか。さすがは貴族区だな。

「この屋敷は？」

「……ライジェル侯こう爵しやくの屋敷だな。なるほど、合が点てんがいった」

「ですねえ」

　ライジェル侯爵？　聞いたことがないが、侯爵ってんだからそれなりの貴族なんだろうな。

「冬夜殿、バロー子爵家を覚えてますか？」

「……いや、全然。誰の家ですか、それ？」

　二人は苦く笑しようしながら肩かたをすくめる。いや、本当に知らないって！

「冬夜殿がこないだぶちのめしたウチの若手騎き士しの実家ですよ。この屋敷に襲しゆう撃げきをかけてお取とり潰つぶしになった家です」

「ああ！　あの馬ば鹿か貴族のボンボンたちか！」

　そんなの覚えているわけない。あいつらの実家がどんなとこなんて興味もなかったし。

　しかし、そのお取り潰しになったバロー子爵家とやらが僕に恨みを持つならわかるけど、なんで別の家が？

「ライジェル侯爵家ってのはそのバロー子爵家から嫁を貰もらっているんだよ。つまりは親しん戚せきだな。子飼いの家でもあったが。さらにライジェル侯爵家はかなり遠いが遡さかのぼれば王家との繋つながりもある。ライジェル侯爵はかねてからユミナ姫の結けつ婚こん相手には自分の息子を、と陛下に迫せまっていた。血統的にも一番相応しいとね。むろん、国王陛下はそれを撥はね除のけていたわけだが。家いえ柄がらだけの馬鹿息子と評判だったしね」

　じゃあ何か？　どこからかユミナと僕の婚こん約やくを知ったそのライジェルとかいう貴族が、バロー子爵家の恨みも含ふくめて僕を排除しようと企たくらんだってのか？

　チンピラに殺されればそれでよし、殺されなければ無実の罪をでっち上げてしまおうと……。

「罪にならなかったとしても冬夜殿の悪い噂うわさは広がるでしょうね。そこで『そのような者はユミナ姫の相手に相応しくない』とかなんとか言って、やはり自分の息子を婚約者に、と迫るとか。ライジェル侯爵は自分の家から国王を出すことにかなり執しゆう着ちやくしているという噂も聞きますし」

　あれ。なんだろうなぁ。かなりムカムカしてきたけれども。殺されかかったということよりも、ユミナを道具扱あつかいしているのが気に入らない。

「……もしも、ですけど。この侯爵が全ての糸を引いていて、僕を殺そうとしていたとしたら、罪に問えますかね？」

「問えるか問えないかで言えば問えるだろうな。国王陛下がライジェル侯爵を庇かばうことはあるまい。ことあるごとに理由もなく陛下の政まつりごとに反対し、あのバルサ伯はく爵しやくと並んで鼻つまみ者の双そう璧へきだった方だからな」

　あのヒキガエルと同じレベルなのかよ……。そりゃ無能の塊ってことでいいかね？

　聞いてみると当たらずとも遠からず、かなりあくどいこともやっているとの噂もあるそうだ。ミスミドとの交易や同盟にも反対していた一人で、バリバリの獣じゆう人じん差別者だとか。

　獣人のオリガさんとお付き合いしているリオンさんはあからさまに不快さを滲にじませていた。

「ですけど侯爵を問とい詰つめたところで白を切られるのは目に見えてますよ。そのために自分に疑いのかからない奴らを雇やとったんでしょうしね。それこそ冬夜殿どのの検けん索さく魔ま法ほうがなければ侯爵のこともわからなかったわけですし」

　確かに。僕を騙した偽騎士がいたところで、それが侯爵の指示だとそいつが白状するかどうかわからない。最悪、トカゲの尻尾しつぽのように切られて終わりかもしれないしな。

「明確な証しよう拠こがなければ陛下とて動けませんからね。どうするんです？」

「どうもこうも。証拠がなければ作るまでですよ」

　二人に対して僕はニヤリと人の悪い笑みを浮かべて見せた。
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「それでそやつはどうなった？」

「朝方、副団長と第一騎士団の隊長が訪おとずれ、二人に連れられて騎士団本部へと向かいました。おそらくは取り調べが始まるものかと」

「くははは！　愉ゆ快かい愉快。冒ぼう険けん者しや風ふ情ぜいが出しゃばりおるからそのような目にあうのだ。身の程ほど知らずめが！」

「やったね、父上！　ざまあみろだ！　フヒヒヒ、姫と結婚するのはボクなんだからな！」

　庭に面したテラスの前で、さも愉快そうに笑う男。年は五十代、恰かつ幅ぷくのいい体に高級そうな生き地じの服を着込み、ちょびヒゲを生やしている。この家の主あるじ、ライジェル侯爵その人であった。

　その隣でニタニタと頬ほおを震ふるわせて笑っているのが侯爵の息子むすこである。ブクブクと太った体型で、年は二十歳だというのにすでに生はえ際ぎわが後退しており、額には脂あぶらぎった汗あせが浮かんでいた。

　二人の前、夜の庭でかしこまっている者たちの姿は、昨夜偽の騎士として侯爵に命じられ、凶きよう剣けんを振るった男たちである。侯爵の私兵団でもあった。

「よし、次は奴の屋敷に盗とう品ひんを忍しのばせておくのだ。騎士団の捜そう索さくが入ればその悪事も追加されよう」

「盗品……ですか。それはどこから……」

「なにを言っておるか。お前たちが先月襲おそった交易商のものがまだあるではないか。あれを使え。姫の婚約者が強ごう盗とう団だんの一味だったなど、前ぜん代だい未み聞もんであろう」

「なるほど……」

　この男、部下に命じて強盗の類たぐいもさせていた。侯爵が聞いて呆あきれる。

「仕上げとしてあの冒険者の残ざん虐ぎやくさを世間に吹ふい聴ちようして回れ。その噂が広まったところでワシが王に姫の婚約を解消するように迫る。当然だな。殺人に強盗、そんなことを陰かげでやっていた者にベルファストの姫をやるわけにはいかん。王の人を見る目がないことを皆みなに知らしめてやるのだ。赤あかっ恥ぱじをかく姿が目に浮かぶわ」

　ニヤニヤと笑みを浮かべる侯爵。もうすでに勝ちを確信した顔がテラスのガラス窓に映っていた。

「……そして侯爵閣下の御ご子し息そくがユミナ姫のお相手になるわけですな？」

「フヒヒヒ！　楽しみだなぁ！　ユミナ姫と結婚したらボク、少し虐いじめちゃうかもしれないなぁ！　いつも冷たい目でボクを見るんだよ、あの子。ちょっと夫として教育しないといけないよねぇ！」

「かまわんが、やり過ぎるなよ。お前の仕事は姫を早く孕はらませて子供を産ませることだ。使い物にならなくなっては元も子もない」

「フヒヒヒ！　わかってるよぉ！　ちゃんとあの子を孕ませて、ボクが父上を次の国王のおじいちゃんにしてあげるよ！」

　いやらしい笑みを浮かべて侯爵の息子が笑う。釣つられてか侯爵も笑い出した。夜風に乗せて下品な親子の二重奏が辺りにこだまする。

「もういい。冬夜殿、限界だ。余の耳が腐くさる」

「あー、そうですね。自分も限界です」

「な、なに!?」

　突然立ち上がった私兵の一人から、聞きなれた声が発せられたことに侯爵が驚く。

　その声に従って僕は幻げん影えい魔ま法ほう【ミラージュ】を解除した。

　侯爵の前にかしこまっていた私兵たちが、本来の姿を取り戻もどしていく。

「ば、馬鹿な!?　こ、国王陛下ッ!?」

　僕の【ミラージュ】で兵士に姿を変えていた国王陛下を見て、侯爵が驚きよう愕がくのあまり、腰こしを抜ぬかす。陛下の左右には護衛として、リオンさんと騎士団副団長のニールさんがついていた。

「どっどっ、どういうことだ、これはッ!?」

「あんたの私兵団の隊長さんな、ちょいと攫さらわせてもらった。本物はいま騎士団の牢ろう屋やにいるよ。そこでいろいろ話を聞かせてもらってね。それだけでも充じゆう分ぶん僕ぼくの無実は晴らせたんだけど、決定的な証拠を国王陛下に聞いてもらおうと思って来てもらった」

「……確かに余には人を見る目がないのかもしれんな。このような悪党を今までのさばらせていたのだから」

　国王陛下が低い声で侯爵に語りかける。その声にははっきりと怒いかりの感情が含まれていた。

「そんな馬鹿な……！　この屋敷には庭も含めて結界が張られている。魔法は効かないはず……！」

「普ふ通つうの結界はあくまで『対象にならない』って効果なんだよ。だから転移魔法や探たん索さく魔ま法ほうは受け付けないけど、この【ミラージュ】のように、僕ら本人を対象にしている魔法には意味がない。悪わる知ぢ恵え働かせるより少しは勉強したらどうだ？」

「きっ、貴様ッ！　一いつ介かいの冒険者風情が侯爵たるワシに無礼であろう！」

　僕の発言が気に入らなかったのか、侯爵が激げき昂こうする。今現在の自分の立場わかってんのかね、こいつ？

「無礼ですかね？　無実の人間に罪をなすりつけ、仕えるべき国王陛下を裏切り、裏で強盗団を手引きしてた、最低のクズ侯爵閣下にこれ以上の礼れい儀ぎをと言われても。そこのブタ君、どうしたらいいと思う？」

「ぶっ、ブタッ!?　ボクをブタって言ったな、お前！　ボクにそんな口をきいてタダで済むと思うなよ！　お前なんか……！」

　侯爵のブタ息子に最後まで言わせず、僕は一瞬でそいつのもとに移動し、胸むな倉ぐらをつかんでそのブクブクとした身体からだを持ち上げていた。

「……僕が一番ムカついているのはお前なんだよ。ユミナを孕ませるとか言ったな。二度とそんなことを口にしてみろ。お前の粗そ末まつな物を切り取って、その口の中に押し込んで縫ぬい付けてやる。二度と口が開かなくしてやるからな。わかったか、このクソ野郎」

「ひっ、ひいッ!?」

　最大級の殺気を込めてそう告げると、ブタ息子はズボンを濡ぬらしてガクンと気絶した。

　ばっちいので屋敷の壁かべにブタ息子をポイと叩たたきつける。

「ア、アレクサンダー！」

　侯爵が投げ捨てられた息子を見て叫さけぶ。アレクサンダーって言うのか、こいつ。似合わない名前だな。

「誰かある！　侵しん入にゆう者しやだ！　出合え出合え！」

　侯爵がそう叫ぶとすぐさま私兵団の兵士たちが部屋からわらわらとやってきた。

　どうやら国王陛下の顔も知らない、よそ者の下っ端連中のようだな。剣けんを抜き、僕らへとその切っ先を向けてきた。

「ライジェル侯爵よ。これがどういう行こう為いかわかっているだろうな？」

「やかましい！　こうなれば力ずくだ！　おい、お前たち！　こいつらを一人残らず斬きり捨すてろ！」

　国王陛下の言葉に耳も貸さず、侯爵が怒ど鳴なり返す。あ、ダメだこれ。完全にキレちゃってるわ。

「これで完全に反逆者ですね」

「馬鹿な奴らだ」

　リオンさんとニールさんがため息とともに口を開く。

　ちょっと考えればわかりそうなものなのに。いくらなんでも国王陛下がなんの準備もなく乗り込んで来るとでも思ってたのかね？

　国王陛下のアイコンタクトで僕は腰のブリュンヒルドを抜き、夜空へ向けてトリガーを引いた。

　大きな銃じゆう声せいが夜空に響ひびき、それを合図にして侯爵家の庭に多数の王国騎士たちが一気に押し寄よせる。

「な、な、な……！」

　さすがにこの数の騎士に囲まれては、私兵団の兵士たちも武器を投げ捨てざるを得ない。次々と武器を捨て降こう伏ふくしていく兵士たちを、侯爵は青い顔で見つめていた。

「ライジェル侯爵。貴様から爵位を剥はく奪だつする。国王暗殺、国家反逆、その他諸もろ々もろの罪は明白である。大人しく縛ばくに就け」

　国王陛下の言葉にがっくりと膝を折った侯爵を、ニールさんが手にしたロープで縛しばり上げた。







　　　　　◇　◇　◇







「今回のことは余の不徳と致いたすところだ。申し訳なかった、冬夜殿」

「いえいえ。獅し子し身中の虫を排除できたんですからよかったじゃないですか。終わりよければすべてよし、ですよ」

　頭を下げる国王陛下に僕はそう返した。

　あの逮たい捕ほ劇げきの翌日、僕はユミナとともにベルファストの王城へとやってきた。あの後の顛てん末まつを色々と聞くためだ。やはりかなり重い刑けいが下されたらしい。

「しかし、後のことが大変なんじゃないですか？　侯爵っていったら一応大貴族でしょう？」

「なんら問題はないな。もともとユミナが嫌きらっていたので、奴を重要な政務には就けていなかったし、取り上げた領地を他の貴族へ褒ほう美びとして渡わたせるようになったから、逆に喜ばしいくらいだ」

　ユミナの魔眼であまり信しん頼らいできないと以前から看破されていたわけか。結果、その通りだったけど。

「親子揃そろって淀よどんだ魂の色が見えていました。内心で良からぬことを考えているのはわかっていましたが、まさか実行までしているとは思わず……。せいぜい権力争いの欲目かと思っていましたが、見通しが甘あまかったですね」

　ユミナの魔眼もどんな悪事をしているかまでは見抜けない。肩を落とすユミナの頭を思わず撫なでてしまった。あんまり気にすんな。

　ライジェル侯爵家はお取り潰し。王家の血が入った家だとて、不正をする輩は容赦はしないと国中の貴族たちに見せつける結果となった。

　ライジェル侯爵は死罪。息子のアレクサンダーは鉱山送りだ。

　親も親なら子も子というか、あのブタ息子もかなりの悪党で、家の私兵団を使い城下から気に入った女性を攫ったりしてたらしい。もちろん父親がそれを揉もみ消けすという行為を何回かしていたそうだ。これには例のバロー子爵家も関かん与よしていたとか。

「あんなのにも我わが王家の血が少しでも流れていると思うと吐はき気けがするな」

「千年以上も前のことなんでしょう？　もはや赤の他人ですよ」

　ユミナのこともあるし、一応フォローしておく。人間、遡ればどこかで必ず親戚になるわけだし。おっと僕を除いてだけど。

「今回のことで少なくとも表立って冬夜殿をどうこうしようという輩はいなくなるだろう。侯爵の二にの舞まいはごめんだろうからな」

「なんか僕が侯爵を破は滅めつさせたように聞こえますけど……」

「似たようなものだろう？」

　勝手にあっちが自じ滅めつしたようなものだと思うんだが。僕は王様を連れて行っただけだし。

　なんとか本人の口から悪あく業ぎようを語らせて、王様にそれを聞かせればこれ以上の証拠はないと僕は考えた。

　録音した音声や映像でも充じゆう分ぶんだと思ったが、まさか国王陛下が直接乗り込むと言い出だした時はさすがにどうなのかと焦あせったね。無む茶ちやするよ、まったく。

「しかし、あの馬ば鹿か息子むすこに啖たん呵かを切った冬夜殿は見ていてスカッとしたな。ユミナのためにあれほど怒りを爆ばく発はつさせるとは。ユミナは幸せ者だな」

「そうなんですか？」

「いや、それはもういいじゃないですか……」

　恥ずかしい。あの時はかなり頭にきていたからさ……。ユミナがどんなことを僕が言ったのか聞きたがったが、あまりにも下品な言葉なので耳に入れたくはない。拒きよ否ひします。




「じ――――――――っ……」




　そんな目をしてもダメです。ダメったらダメ。

「冬夜殿があれほどユミナのことを想おもってくれているのならば、だ。ここはやはり早く子供をこさえてだな、既き成せい事実を……」

「ちょっと待った、いろいろと飛び過ぎる！」

「お父様！」

　顔を真っ赤にしたユミナの怒鳴り声ごえがベルファストの王城に響き渡った。

　僕の顔も真っ赤だったと思うが、それはまあどうでもよろしい。







第三章　帝都動乱







「どうも最近、帝てい国こくの動きがおかしいんだよな」

　八や重えと二人でギルドの依い頼らいをこなしたあと、喫きつ茶さ店てんでばったり出会ったローガンさんがそんなことを言い始めた。

「おかしいってなにが？」

「なんとなくだが……妙みようだ。帝国はベルファストと同じく軍と騎士団に分かれている。他国と交戦するための軍と、帝都や王宮の護衛、国内の治安維い持じのための騎士団だ。最近、軍での戦力強化が目立つらしいんだが、今のところ帝国には表立って敵対している国はない」

「どこかの国に攻せめ込もうとしているのでは？」

　隣に座る八重がローガンさんに向けて口を開いたが、それに答えたのはローガンさんではなく一いつ緒しよにいたレベッカさんだった。

「それはないな。帝国では今、皇こう帝ていが病に臥ふせているという。次期皇帝である皇太子はまだ二十歳はたちを越こえたばっかりで、正直まだまだ帝国を背せ負おうには力不足だ。いま戦争を起こしてもなんの得もないだろうよ」

　皇帝が病気なのか。国内がゴタゴタしてるのに他国への侵しん攻こうなんか無理か。

　少なくともこちら側へはこないんじゃないかな。ベルファストは西のリーフリース皇国、南のミスミド王国と同盟を結んでいる。今の帝国には三国といっぺんに戦う力はなさそうだけど。

「皇帝が崩ほう御ぎよしたのちに、他国から攻め込まれることを懸け念ねんしているのでござろうか……？」

　ベルファストにはそんな気はないのだが、二十年ほど前には戦争をしていた相手だ。警けい戒かいしていてもおかしくはない。

　それに帝国の東にもロードメア連れん邦ぽう、ラミッシュ教国などあまり帝国と仲の良くない国もあるしな。

「今の状況で帝国に喧けん嘩かを売ってもどこの国も得はないと思うけどな。昔ほどの軍事力はないとはいえ、勝つのも楽ではないと思うし。いや、ベルファスト、リーフリース、ミスミド、ロードメア、ラミッシュの全てが帝国に攻め込めば楽に勝てるかもしれんが」

「そのあとの帝てい国こく領りようをどう分けるかでかなり揉めそうですね」

　笑いながらローガンさんに答える。まあ、こっちに火の粉が飛んできたら払はらうだけだが。

　二人と別れ、「月つく読よみ」に寄ると入にゆう荷か依い頼らいが来ていた。またあの手のものかと警戒したが、今度のはちゃんとした恋愛モノと冒ぼう険けんモノの作品だった。

　ただ、この本はどっちも帝国の出版物なのがちょっと引っかかるところだけど。さっきの話を聞いちゃうとなー。

「まあ、別になにかされるわけでもないし、パパッと行って買ってくるかな。八重はどうする？」

「二階にリンゼ殿がいるようなので、誘さそって家に帰るでござるよ。そろそろおやつ時でござるし」

　最近、暇ひまがあるとリンゼはここで本を読んでいるな。まあ、最近は歴史物とかも読んでるみたいだけど。

　ほっとくと一日中居い座すわりかねないので、八重に連れて帰るように頼たのんだ。

　さて、じゃあ帝都へ行ってくるか。

　店の陰かげで【ゲート】を開き、僕はレグルス帝国の帝都、ガラリアへと転移した。










「な……なんだこりゃあ……？」

　飛び込んできたのは燃え盛る家並みと飛び散る火の粉。

　一いつ瞬しゆん、火事かと思ったがどうもただの火事とは違ちがうようだ。見える範囲で三つほど火の手が上がっており、人々が逃げ惑まどっている。なんだ!?　なにが起きている!?

【グラビティ】を使い自分の体重を軽くしてから、【ブースト】で身体強化をかける。それから一気に飛び上がり、辺りで一番高い建物の屋根の上へと着地した。

「おいおい……」

　そこから見えたのは逃げる一いつ般ぱん市民と、それを無視して城へ向かう黒い軍服の兵士たち。そしてそれを食い止めようと立ちはだかる黒い鎧よろいの騎士たちの姿。そこらで斬り合あいが始まっている。ちょっとまてよ、これって……。

　近くで悲鳴があがる。屋根の上を駆かけ抜けて現場に到とう着ちやくすると、黒い軍服を着た兵士二人が、一人の黒騎士を追おい詰めていた。騎士の方は肩かた口ぐちから血を流し、左手はすでに使い物にならないようだ。

　よくわからないがとにかくあいつらを止めよう。殺されるのを黙だまって見ているわけにはいかない。

　兵士たちの背後に降り立ち、驚おどろいて振り向むく二人に向けて麻痺弾を撃うち込んだ。

「ぐはっ!?」

「ぐふっ!?」

　あっさりとくずおれる兵士たち。それを見て膝ひざからガクッと傷付いた騎士が倒たおれる。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　回復魔法を使い、傷を治してやる。傷は治ったが意識が朦もう朧ろうとしているようだ。目の焦しよう点てんがあっていない。血を失いすぎたのだろう。

「いったいなにがあったんです!?」

「軍部が……帝国に謀む反ほんを……」

　そう言うと騎士はがっくりと気を失った。

　軍部が帝国に謀反って……。おいおい、これってまさかクーデターなのか!?

　取り敢あえず騎士を担かつぎ、近くの家へと運び込む。家の中には誰だれもいなかったが、たぶん逃げ出したのだろう。床ゆかに寝ねかせてさらに回復魔法をかけておく。これで死ぬことはないと思う。

　家を出て、再び屋根へと上がる。まずは状況を判断しないとな。

「検索。えー、軍人と騎士を色いろ違ちがいで表示」

『……検索終了。表示しまス。赤が軍人一二六五四人、青が騎士一一六五人でス』

　ほぼ十倍かよ……。話にならないんじゃないか？　目の前に表示されるマップに赤く表示されているのが軍人、青く表示されているのが騎士だ。画面は真っ赤に染まっている。

　火事の場所も調べてみたが、僕のいたところが主に燃えていただけらしく、その他の地区は大丈夫のようだった。

　さて、どうする？　なにせ他国のことだ、首を突っ込むこともないだろう。このままベルファストへ戻り、一応、王様とかに報告だけして終わりにするってのもありだけど……。

「それもなんだかなあ……」

　こういう場合、クーデターを起こした奴やつらの目的ってなんだろう。皇帝に対しての反逆なのだから、皇帝の首、か。

「城へ向かってみるか。皇帝がいたらベルファストへ亡命させるのもアリだしな」

　でも確か皇帝って病気なんだっけ？　ま、いざとなったらベッドごと転移してしまおう。

　屋根の上を飛ぶように駆けていく。城に近づくにつれて騎士たちと軍人たちの姿が目に付くようになり、そこらじゅうで戦せん闘とうが行われていた。それを振ふり切きり、僕は城へと駆けていく。

　この国の事情を僕は知らない。ひょっとしたら悪の皇帝に反旗を翻ひるがえした正義の軍人たち、とかいう図式もあり得ないわけじゃない。正直僕にはこのクーデターを止めた方がいいのか、このまま放置した方がいいのか、判断がつかないのだ。

　取り敢えず皇帝がいなくなれば戦闘も落ち着くかもしれないし、あとでクーデターを起こしたヤツらと話し合うことも可能だろう。今はそう思うしかない。悪の皇帝ならその時に引ひき渡せばいいし。

「っと。あれが城門か」

　すでに城門は破られ、軍が城へと侵しん入にゆうを果たしていた。こりゃ急いだ方がいいか？

　そんなことを思っていると、城の一角が突とつ然ぜん爆ばく発はつを起こした。なんだ!?

　爆発したところから何発かの火球が放たれる。魔法か。ますますもって危険になってきたな。

　城門の上を強化した脚きやく力りよくで飛とび越える。当たり前だけど、警備はザルだった。そりゃ、そうだ。こんな状じよう況きようで見回りなんてできるわけがない。

　城内の庭を駆け抜けて、窓が開いていた城の二階のバルコニーへと飛び上がる。そこから城内部へと僕は忍び込んだ。

「さて、どこが皇帝の部屋なんだかまったくわからんが……」

　検索しようにもな……。僕自身が皇帝の部屋だと判断できなければ無意味だし。「玉座」とかならヒットするんだろうけど、病人の皇帝が玉座にいるわけがない。

　悩なやんでいても仕方がない。取り敢えずこの部屋から出よう。

　さすが皇帝の城と言うべきか、部屋の造りが豪ごう華かである。その豪華な部屋の片かた隅すみにあった、これまた豪華なドアを開けようと引いた途と端たん、ゴロンと人が室内に転がり込んできた。

「うおあ!?」

　転がってきたのは女性の騎士だった。どうやら扉とびらに背をもたれていたようだ。ぐったりとして動かないが、その目にはしっかりとした意思があり、僕を「誰だ？」という目で見ていた。

　年としの頃ころは二十代半ばくらい？　どこにも怪け我がをしているようには見えなかったが、セミロングの金きん髪ぱつに隠かくれて、首筋になにか針のような物が刺ささっている。僕がそれを慎しん重ちように抜き取って目の前に翳かざしてみると、なにやら塗ぬられているようだった。

　ひょっとして毒か？　周りを見回すが敵らしき奴はいない。廊ろう下かに一人、胸を斬られて死んでいる軍人がいるが、こいつにやられたのか？

　おっといかん、そんなことより回復させないと。

「今から治してあげますけど、僕は敵じゃありませんので斬りかかったりしないで下さいよ？」

　一応前置きをしておいて、魔ま力りよくを集中させる。

「【リカバリー】」

　柔やわらかい光が女騎士を包つつむ。しばらくすると彼かの女じよは起き上がって手を閉じたり開いたりして動くのを確かめていた。が、いきなり立ち上がると腰の二本の剣を抜き放ち、僕ぼくへ向けて振りかぶった。ちょっ！　話が違うよ!?

「【グラビティ】！」

「ぐふうっ!?」

　僕はとっさに腕うでをつかんで加重魔法を発動させた。慌あわてていたのでちょっと手加減を間ま違ちがえたらしく、倒れた女騎士は地面に這はいつくばったまま指一本動かせないようだった。重さを少し軽くして、そのまましゃがみ込んで声をかける。

「敵じゃないって言ったのに、なんで斬りかかってくるんですか!?」

「貴方あなたは誰です！　騎き士し団だんの者でなければ軍の者でしょう！　軍の者であれば今は敵です！　故ゆえに斬ります！」

　あれ？　頭が悪いのかな、この人。話が通じないぞ。

「まず、僕は軍の者ではありません。軍服も着てないでしょうが。第一、軍の者であればあなたを救ける必要なんてないでしょ」

「そう言えば……」

「っていうか、帝国の人間でもないです。僕は望もち月づき冬とう夜や。ベルファストの冒ぼう険けん者しやで、たまたま帝都に来たらこの騒そう動どうに出くわしたんですよ。なんで城に忍び込んだかっていうと、僕は転移魔ま法ほうを使えるので、皇帝陛下やこの国の重要人物を逃にがすことができるんじゃないかと思ったからです」

　説明を聞いて、女騎士の表情が変わる。疑念から希望への変化。

「転移魔法……それは本当ですか!?　本当なら頼みます、力を貸して下さい！」

「いいですけど、もう襲ったりしないでくださいね？」

「わかりました。双そう剣けんに誓ちかって」

【グラビティ】を解除すると彼女は立ち上がり、軽くジャンプしながら身体を動かしていた。二本の剣を収め、僕の方を向く。

「冬夜さん、でしたね。私はキャロライン・リエット。キャロルとお呼び下さい。帝国第三騎士団所属、第四階級の騎士です」

　第四階級とか言われてもよくわからないが、取り敢えず頷うなずいておく。

　キャロルさんは軍の兵士と斬り合いになり、なんとか相手を倒したが、背中を向けた途端に毒針の攻こう撃げきを受けたらしい。確かに死んだ兵士の手には十センチにも満たない小さな吹ふき矢やが握にぎられていた。

「皇帝陛下の元へ急ぎましょう！　私が案内します！」

　そう叫ぶキャロルさんの剣の柄つか尻じりに描えがかれていた紋もん章しようがふと目に留まった。グリフォンと盾たて、双剣に月げつ桂けい樹じゆ……おや？　どこかで……？

　それを確かめる間もなくキャロルさんが走り出したので、僕も彼女の先導で城の中を駆けていった。

　あちらこちらに騎士やら軍人やらの死体が転がり、辺り一面血の臭においが充じゆう満まんしている。こりゃマズくないかな……。ここまで攻め込まれてたんじゃ、皇帝陛下も無事でいる確率は低いぞ。

　先を行くキャロルさんについていきながら、僕は最悪のシナリオを思おもい浮うかべていた。

　城の階段を駆け上あがると、やがて大きなホールへとたどり着いた。

　キャロルさんはそのままそこを駆け抜けようとしたが、僕はふと立ち止まる。どこからかかすかな悲鳴が聞こえた気がしたのだ。

　耳を澄すます。遠くでの爆ばく発はつ音おんや兵士たちの怒鳴り声、剣けん戟げきの音に混じって、確かに聞こえてくる。女性……いや、女の子の声だ！

「検けん索さく！　女の子と、今現在その子に危害を加えそうなヤツを半径百メートル以内で表示！」

『検索終しゆう了りよう。表示しまス』

　マップ画面が表示される。いた。目の前の部屋の奥おくか！

　僕は扉を蹴け破やぶり、その先の扉も同じように蹴り飛ばした。

　分厚い扉が吹っ飛ぶと、そこには銀色の髪かみをした少女に馬乗りになり、その子の首を押おさえて、今にも短たん剣けんを胸に突つき刺そうとしている軍服の男がいた。

「ぬ、誰、ぐほあっ!?」

　僕の乱入に驚き、こちらへ振り向く軍服の男へ躊躇ためらうことなく麻ま痺ひ弾だんを叩き込んだ。危な！　あとちょっと遅おくれてたら殺されてたぞ！

　身体の自由を奪うばわれた男が少女の上へ重なり倒れる。

「ひいっ!?」

　男を払いのけるようにしてその下から脱出した少女は自分の身をかき抱いだき、ガタガタと震えていた。無理もない。殺されかけたんだからな。

「大丈夫かい？」

　落ち着かせるように、なるべく静かな声で話しかける。少女がそれに気付き、初めて僕の方に顔を向けた。

　深い翡ひ翠すいのような双そう眸ぼうと白磁のような肌はだ。乱れてはいるがサラサラの銀ぎん髪ぱつと、白いシルクのようなドレス。歳としはユミナと同じくらいか。こんな小さな子を殺そうとするとは、なんて奴らだ。

　よく見るとドレスのいたるところが切り裂さかれ、腕にも切り傷ができていた。早く治さないと痕あとになってしまうな。

「【光よ来たれ、安らかなる癒いやし、キュアヒール】」

　僕の呪じゆ文もんに彼女はビクッと怯おびえた表情を一いつ瞬しゆん浮うかべた。しかし柔らかく暖かい光の中で自分の腕の傷が治っていくのを見ると、それは驚きの表情へと変わっていった。

「あ……貴方は……？」

「僕は望月冬夜。冒険者だよ。軍の奴らとは関係ないからね？」

　一応、念を押しておく。キャロルさんのときのように、また攻撃されたらたまらないからな。

「望月、冬夜様……」

「立てる？」

「はい……」

　手を取って立ち上がらせる。ん？　今いま更さらだけどこの子、普通の子じゃないな。着ている物もかなり上等だし。ひょっとして……。あれ？
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　女の子と目が合う。彼女はじっ……と僕の方を瞬まばたきもせずに見つめ返した。

「……なにか？」

「はっ!?　いえっ、な、なんでもありませんわ！」

　少女は頬を染めながら、今度はこちらをちらちら見ながら小さく口を開いた。

「わ、私わたくし、あまり殿との方がたと触ふれ合う機会がなかったものですから……ちょ、ちょ、ちょっと緊きん張ちよういたしまして……」

「……そうなんですか」

　箱入りか。やっぱりこの子……。

　とりあえず名前を聞こうと思ったとき、蹴破ったドアから誰かが駆け込んできた。

「姫ひめ様さま！」

「キャロル!?」

　部屋に飛び込んできたキャロルさんが、女の子に駆け寄る。あー、やっぱりか。帝国の姫様だったわけね。

「ご無事でしたか!?　……こやつは？」

　横で倒れている軍服の男にキャロルさんが訝いぶかしげな目を向ける。

「私を殺そうとした者です。冬夜様に救っていただきましたわ」

「なんてことを……！　姫様を殺そうなどと！　許せません！　殺しましょう！」

「おいおい！」

　キャロルさんが倒れている男にトドメを刺そうと剣を抜いた。慌ててその首根っこを掴つかみ、引き戻す。なんだろう、ものすごく面めん倒どうな人だぞ、この人！

「お姫様だったんだね、道理で雰ふん囲い気きが違うと思った」

　キャロルさんを引きずりながら帝国の姫様に声を掛かける。なんとなくそうじゃないかなとは思ったんだけど。

「レグルス帝国第三皇女、ルーシア・レア・レグルスですわ。……冬夜様はあまり驚かれないのですね？　大たい抵ていの方は私が皇女とわかると態度を変えたりするのですけれど」

「君の他にも二人ほどお姫様の知り合いがいるからね。ある程度慣れているだけだよ」

　そのうち一人は婚こん約やく者しやで、もう一人はヤバイ作家だけどな。

「そんなに王家の姫と知り合いとは……あなたは何者なんです？」

　キャロルさんが驚いたような顔でこちらを見ている。何者と言われてもなあ。自分の立ち位置が未いまだに決まっていない気がする。ベルファストの関係者かというと、そうとも違うとも言い切れないし。ユミナと結けつ婚こんしても国王になる気はないしな。

「まあ、僕のことはあとで説明しますよ。とりあえずどうします？　ルーシア姫だけでも先に転移魔法で逃がすことができますけど」

「そうですね……」

　女騎き士しが考え込む。どこに逃がすか考えているのだろうか。しかしそれを逃がす当人が拒否してきた。

「私はあとでかまいません。それよりもお父様とお兄様が心配ですわ。一緒に参ります」

　ルーシア姫が気き丈じようにもそんなことを言ってきた。んー、危険なんだけどな……。まあ、彼女がいた方が皇帝陛下も皇太子も話を聞いてくれそうではあるけど。

　とりあえず皇帝たちを見つけたら、ウチの方へ避ひ難なんしてもらってそのあと行きたいところへ送ってあげよう。

　ルーシア姫の警護はキャロルさんに任せて、僕は周りの警戒にあたった。先ほどキャロルさんと離はなれたホールに戻ると、さらに奥の方へと進んで行く。

「皇帝陛下と皇太子、逃がすのは二人だけでいいの？」

「とりあえずは。宰さい相しようや大臣もその場にいれば、ついでに逃がしたいところですけど」

　回かい廊ろうを走りながらキャロルさんが答える。あれ？　そういやさっきルーシア姫は第三皇女って言ってたけど、上のお姉さん二人はいいのか？

　そこらへんを聞いてみると、第一皇女はこの国の貴族へすでに嫁とついでおり、第二皇女も遠い国へ留学しているんだそうだ。そちらは帝国とは友好的な国らしいのでひとまずは安心か。でも帝国の今後の状じよう況きよう次し第だいではわからない。クーデターを起こした奴らが引き渡せと迫せまってくるかもしれないしな。

　回廊を駆け抜けて突き当あたりの角を曲がると、大きな扉の前に五、六人の軍人が抜き身みのサーベルを持って待ち構えていた。

「ルーシア姫だ！　捕とらえろ！　いや、殺してもかまわん！」

　こちらに気付くと一いつ斉せいにサーベルを振りかぶりながら軍人たちが向かってきた。

「物ぶつ騒そうだなあ」

　ブリュンヒルドを抜き、全員に麻ま痺ひ弾を撃ち込んだ。ドドドドドドッ！　と銃声が響き渡り、軍人たちが次々と倒れていく。はい、おつかれさん。

「あっと言う間に六人を殺すなんて……」

「人聞きの悪い。麻痺させただけですよ。それよりこの先に皇帝陛下が？」

　呆ぼう然ぜんとするキャロルさんにそう返して、ルーシア姫の方へ尋たずねる。

「はい、この先の部屋がお父様の寝しん室しつですわ。ご病気になられてからは私はほとんど入ったことがないですけれど」

「伝でん染せんする病気なのかい？」

「いえ……痩やせ衰おとろえていく姿を私に見せたくなかったのだと思います。聞いた話では見る影かげも無く衰すい弱じやくしてしまったとか……」

　なるほど。しかし、どうするかな……。ここまで敵が侵入しているとなると、おそらく中にも敵がいるだろう。正直、皇帝陛下はもう賊ぞくの手にかかっている可能性が高い。父親の亡なき骸がらをこんな小さな子に見せるってのはどうもな……。

　逡しゆん巡じゆんを見み抜ぬいたのか、ルーシア姫が僕の袖そでをぎゅっと握ってきた。

「覚かく悟ごはできてますわ。それでも……お父様のことを確かく認にんしなければ、私はきっと後こう悔かいすると思いますの……。ですから……」

　そこまでの覚悟があるのなら僕からは何も言えない。心を決めて扉を開け放つ。

　かなり広い豪ごう奢しやな造りの部屋の奥には、キングサイズのベッドがあった。部屋の中には数人の男たちが立っていて、飛び込んできたこちらに注意を向けている。

　軍服から判断するに、軍人兵士が三人に、士官クラスが二人、そして将軍らしき者が一人。そして部屋には数人の死体。鎧を着ているので、おそらく警護の騎士たちだろう。

　その中でベッドの下に転がる老人の姿が見えた。軍人でも騎士でもない。おそらくはあれがレグルス帝国の皇帝なのだろう。遅おそかったか……。

「何者だ？　騎士団の者ではないな？」

　将軍らしき男が誰すい何かする。鷹たかのように鋭するどい双眸と鷲わし鼻ばなから猛もう禽きん類るいをイメージさせる顔立ちだった。歳は四十前後か。

「バズール将軍！　皇帝陛下を手にかけるとは気でも触れたのですか！」

「お父様……！」

　僕の後ろ、激げき昂こうするキャロルさんと息を呑のむルーシア姫の声が聞こえた。将軍か。こいつが軍を煽せん動どうし、クーデターを起こした張本人かな。

「む、これはルーシア姫とリエット家の馬鹿ばか娘むすめか。妙だな、二人とも見つけ次し第だい殺すように命じていたのだが」

　帝国の将軍がいやらしく嗤わらう。っていうかやっぱり馬鹿なのか？　ちらりとキャロルさんの方を見る。

「あんたが今回の騒動の首しゆ謀ぼう者しやか。一応聞いとくが、なんでこんなことを？」

　正面のバズール将軍とやらに問いただす。結局僕は部外者だ。状況がわからないまま、一方の味方をしてもいいものか判断できない。

「皇帝陛下は病にかかり、そのお心をも病やんでしまわれた。ベルファストやロードメアとの不ふ可か侵しん条約を破は棄きし、一気に侵しん略りやくするのは今をもってないというのに、それを躊躇うとは……。かつての陛下なら迷いなく決断したものを。老いや病とは恐おそろしいものだな」

「……それだけのことで皇帝を殺したっていうのか？」

「皇帝とは常に強くあらねばならない。その資格を失った者には舞ぶ台たいから降りてもらう。新たな皇帝を立て、強き帝国を築くために」

　なんてことはない。簒さん奪だつ。国の乗っ取りじゃないか。しかし少なくとも軍の中では皇帝よりもこの将軍の方がカリスマがあるのだろう。でなければこんな反乱を起こせるわけがない。

　病気で先がない皇帝と、頼たよりない皇太子。それに比べて、強く覇は気きに溢あふれた大将軍。どちらに希望を持つかは言うまでもないか。

　それにしても不可侵条約を破棄？　こいつらベルファストとかと戦争をしようってのか？

「ベルファストは近きん隣りんのミスミド、リーフリースと同盟を結んでいる。この三国と戦争をして勝てるとでも？」

「勝てるさ。不可侵条約後の二十年もの間、我らがただ手をこまねいていたとでも思ったか？」

　バズール将軍が窓の方へ右手をかざし、魔力を集中させ始めた。こいつ、魔法も使うのか。しかも、なんだこの魔力は……？

　デカい。今まで出会ったどんな魔ま法ほう使つかいよりも大きな魔力が集まってきている。それになんだ？　身体からだがしんどいぞ……？

「【闇やみよ来たれ、我が求むは悪あく魔まの公こう爵しやく、デモンズロード】」

　バズール将軍が呪文を唱えた瞬しゆん間かん、壁かべ一面の窓が吹き飛び、辺りが閃せん光こうに包まれた。

　光が消えると窓があった壁はきれいに消え去り、そこから見えたのは三階であるここに届くかという巨きよ大だいな悪魔の姿。

　ぶち抜ぬかれた壁から見えるのは山や羊ぎの頭に蝙蝠こうもりの翼つばさを持ち、鍛きたえ抜かれた人間の男の上半身と、梟ふくろうのような下半身。

　なんだありゃ……。あれも召しよう喚かん獣じゆうの一種なのか？　デモンズロードってことは悪魔か？　確かに姿は悪魔っぽいけど。

「そんな……あれほどの悪魔と契けい約やくするにはどれだけの代だい償しようが必要になるか……。それに存在を維持するための魔力だってどこから……」

　ガクガクと震ふるえながらルーシア姫がつぶやく。確かに。リザードマンやシルバーウルフ、スケルトンなどと違って、あれほどの存在だ。あの将軍はそれほどの魔力を持っているというのか？

「悪魔との契約は簡単だ。生いけ贄にえだよ。帝都の犯罪者を生贄に捧ささげた。陛下は反対していたがな。一体でも上位の悪魔と契約できれば、それより下位の悪魔なら自由に呼び出せる。あとはそいつに同じように生贄を与あたえれば契けい約やく完かん了りようさ。このやり方でやれば、いくらでも悪魔の軍隊を召しよう喚かんできる。そして魔力は」

　バズール将軍は自分の右みぎ腕うでを捲まくり上げ、そこに装着されている腕うで輪わを僕らに見せつけた。鈍にぶい銀色に輝かがやく腕輪に赤い宝玉が取り付けられている。あれは……アーティファクトか！

「この『吸きゆう魔まの腕輪』は他人から魔力を吸い取る効果がある。この場にいる全員が魔力を少しずつ吸い取られ、あのデモンズロードの糧かてとなっているのだ」

　魔力を吸い取る？　それでさっき身体がしんどい感じがしたのか……。っていうかマズくないか？　僕がいたらますます大きな魔力を与えることになりかねないぞ。

　横にいたルーシア姫とキャロルさんが床に膝をつく。魔力を吸い取られ、意識が薄うすれてるのかもしれない。

　僕はすでに取られた魔力が回復しているが、【トランスファー】で二人に魔力を与えようにもこの状況では余よ裕ゆうがない。与えた瞬間にまた吸い取られても困る。

　となれば元げん凶きようを排はい除じよするしかないか。

「【アポーツ】！」

「吸魔の腕輪」を引き寄せようと魔法を発動する。しかし将軍の周りで何かが弾はじかれるような音が響ひびき、腕輪は引き寄せられることなく失敗に終わった。

「む？　貴様、まだ魔力があるのか。何をしようとしてたかは知らんが、私に魔法は効かんぞ。何のためにあの悪魔と契約したと思っている」

　将軍は壁の外で蝙蝠の羽をはばたかせ、宙に浮いた巨きよ大だい悪魔を指し示す。

「あの悪魔の特性は『魔法無効化』だ。あいつには魔法の攻撃は効かず、魔法の特とく殊しゆ効こう果かも対象にはならない。そして契けい約やく者しやであるこの私にも同じ特性が宿っている」

　魔法無効化!?　また面倒な能力持ちだな！　となると物理攻撃で仕し掛かけるしかないわけだが……。

　ブリュンヒルドを抜き、麻ま痺ひ弾だんから実じつ弾だんにリロードし直す。魔法が効かないならこれが一番効果があるだろう。

「ぬっ？」

　訝しむ黒将軍目がけてトリガーを引く。銃じゆう声せいが鳴なり響き、真まっ直すぐ向かった弾だん丸がんが将軍の手前で見えない壁に当たったように弾かれた。今度はなんだ!?

「なんだ、今のは？　飛び道具か？　しかし残念だったな。魔法が効かなけれは直接攻撃をと考えたんだろうが、そうはいかん」

　将軍が今度は左ひだり腕うでを捲り上げると、そこにはまた腕輪が装着されていた。やはり赤い宝玉が嵌はめ込まれている。

「これが『防ぼう壁へきの腕輪』よ。注ぐ魔力量により強力な障しよう壁へきを生み出だし、あらゆる物理攻撃から我わが身を守る。『吸魔の腕輪』で魔力をいくらでも吸収し、その魔力を使い『防壁の腕輪』で物理攻撃を、召喚したデモンズロードの特性で魔ま法ほう攻こう撃げきを無効化する。これぞ無敵の防ぼう御ぎよ！　何人たりとも私に傷ひとつつける事はできぬ！」

　嘘うそだろ、そんなのアリか――――――!?

　僕が言えた立場じゃないけどチートすぎるだろ、それ!?　しかもその魔力の供給源は僕か!?

【グラビティ】で超ちよう加か重じゆう攻こう撃げきをしたとしても、僕の魔力があちらに吸収される以上、それを使って生み出された障壁は同じようなレベルを持っているはずだから……。あれ？　矛む盾じゆんってやつか、これ？　いや違うよな。向こうは魔力の供給源が僕の他にもあるわけだし。

　ちっ、面倒すぎる。あの二つの腕輪さえなんとかなれば……。

「貴様が何者かは知らんが、生きて帰すわけにはいかん。デモンズロードの生贄として死んでもらう」

「……悪魔の軍団を召喚して戦争をしようってのか？　そのために生贄になる帝国民がいくら必要だと思ってる？」

「生贄になるのは犯罪者だ。帝国民ではない。生きていても帝国の役にたたんクズどもが、死ねば役に立てるのだ。名めい誉よなことではないか。それに安心するがいい。そのうち生贄は捕つかまえたベルファストの敵兵に変わるだろうさ」

　将軍は口くちの端はしを吊つり上げて嗤う。こいつは戦争がしたいだけの狂きよう人じんじゃなかろうか。

　さっきまでこのクーデターが良いことか悪いことかわからなかったが、今はっきりとわかった。これは悪だ。

　無関係の命を自らの願望のために利用していいわけがない。

「ぅ……」

　その時、将軍の後ろに横たわっていた皇帝がわずかに動いた。生きてるのか!?

　将軍たちに気付いた様子はない。ここは一いつ旦たん引いて皇帝の命を救うのが先決か。魔力を吸い取られているルーシア姫とキャロルさんの二人も限界だろうしな。

「【ゲート】展開。対象・帝てい国こく皇こう帝てい、ルーシア姫、キャロルさんの三人。転移先は自宅の庭」

『了りよう解かい。【ゲート】発動しまス』

「なに!?」

　転移対象の三人の足あし下もとに光の門が現れ、床の中に落ちるように消えていく。

「貴様、転移魔法の使い手か!?」

「正解。今日のところは一旦引くけどな。絶対あんたの思い通りにはさせないぞ」

　ブリュンヒルドの弾たまをリロードし直し、別の弾丸にする。それを構え、将軍へと銃じゆうを向けた。

「馬鹿め、『防壁の腕輪』がある限り、私に傷をつける事はできぬと言ったろうが！」

「ま、身体に傷をつける事はできないかもしれないけどさ。プライドにはつけられるかと思ってね」

「……なに？」

　にやりと笑い、銃じゆう口こうを下げて将軍の足下に狙ねらいを定める。

「【スリップ】」

「うおわっ!?」

　すてーん！　と豪ごう快かいにコケる将軍。立ち上がろうと手を床につくが、それも滑すべり、また転ぶ。

　相手が転んでいるうちに弾だん倉そうにある【プログラム】されたスリップ弾を床に撃ち込む。動くたびに足を取られ、手を取られ、転び続ける将軍。これぞ無限スリップ地じ獄ごく。

「しょ、将軍！」

　仲間たちが助けようと将軍に駆け寄よる。馬鹿め。この魔法は将軍に効果を及およぼしてるのではない。床に効果が現れているのだ。

「うわっ!?」

「ぐえっ!?」

　案の定、スリップ地獄に巻き込まれ、助けようとした奴らも転び続けることになった。可か哀わい想そうにこちらは将軍のような腕輪の障壁などないから、ダメージが蓄ちく積せきされていくだろう。

「くっくっく、永遠に転び続けるがいいわ！　不様に踊おどり続けろ！」

　そんなことを口にして将軍を挑ちよう発はつする。まあ本当は「吸魔の腕輪」で床の魔力を吸収されたり、棒とか紐ひもでその床から引き出されればすぐに止まるんだけどさ。教えてやる義理はないね。

「デモンズロード！」

　山羊頭の悪魔が巨大な手をこちらに伸のばしてきた。おっとマズい。宙に浮いてるこいつには【スリップ】が効かないからな。

　逆に物理攻撃ならこいつにも通じるかもしれないけど、倒したところでまた将軍に呼ばれてしまうだけだろう。ここらが潮時か。

「さらばだ諸君！　君たちにはいずれバビロンの鉄てつ槌ついが下るだろう！　首を洗って待っているがいい！　フハハハハハ！」

　いかん、これクセになりそう。

　このまま帰るのも癪しやくなんで【ミラージュ】でイヤな幻まぼろしを作り出してやろう。芋いも虫むしとかゴキブリとかムカデとか、虫の大群が床を這い回まわる映像を置おき土産みやげにしてやる。

「ひいっ！　ひええっ！」

「虫が！　虫があぁぁぁ！」

「貴様あぁぁ！　覚えてろよッ！」

　僕の嫌いやがらせに青筋立てて将軍が怒ど鳴なる。ふん、少しは溜りゆう飲いんが下がったかな。

　床に【ゲート】を開き、そこに飛び込んで僕は帝てい都とをあとにした。










【ゲート】を抜けて自宅の庭に着地すると、横たわる皇こう帝ていにすがりつくルーシア姫がいた。

「お父様！　お父様！」

　いかん、急いで治ち療りようしないと。ルーシア姫の横にしゃがみ込み、皇帝に手をかざす。

「【光よ来たれ、女め神がみの癒し、メガヒール】」

　上級回復魔法の光が皇帝の身体を包み込む。おそらく刺されたのであろう脇わき腹ばらの傷が塞ふさがっていく。これだけでは不十分だな。

「【リカバリー】」

　後遺症とかが出ないように状態異常も回復させておく。あとは本人次第か。

　そのまま客室のベッドへと皇帝を転移させる。ライムさんに王宮のラウル医師を呼んでくるように頼たのみ、ルーシア姫とキャロルさんを移動させた部屋へと案内した。

　ラウル医師が来るまでの間、リビングでみんなに帝てい国こくでの出来事をざっと説明する。

「……まったくもう……なんだって冬夜はこう面倒ごとに首を突っ込むのかしら」

　エルゼが呆あきれたようにため息をつく。言っとくけど首を突っ込みたくて突っ込んでいるわけじゃないからな。

「……それにしても帝国がそんなことに……皇太子はどうなったんでしょうか……」

　リンゼがそんなことをつぶやくが、それに関しては無事であることを祈るしかない。一いつ緒しよに転移してこられたら良かったんだが、検索しようにも僕は皇太子の顔を知らなかったからなあ。

「しかしこれはとんでもない事件でござるぞ。本当に帝国がベルファストに攻せめてきたら……」

「悪魔の軍団による侵しん攻こう、ですか。その前になんとか手を打たないとですね……」

　一番簡単なのは、やっぱりあのバズール将軍を倒たおしてしまうことだが……。魔法攻撃も効かない、物理攻撃も通らないでは手の打ちようがない。

　おそらく【ゲート】で一万メートル上空から落としても「防壁の腕輪」がノーダメージにしてしまうだろう。いや、それ以前に悪魔は空を飛べるしな。召喚して逃げ延びるか。【グラビティ】で物理的に重くした武器などで攻撃しても効果はないだろう。

　魔法も【スリップ】や【ミラージュ】のように、本人を対象としていないのなら効果はあるが……。さて、どうするか……。

　どうするかと言えは、ベルファストの王様にはどう報告したもんかなあ。

　国の一大事だ、帝国でクーデターが起きたことや、悪魔軍団が襲おそってくるかもしれないことはきちんと伝えなければなるまい。

　しかし皇帝やルーシア姫のことを伝えるべきか否いなか。一応、不可侵条約を結んでいるとはいえ、かつての敵だし。

　引き渡わたせ、とかになったらどうするかね。まあ、そのときはバビロンの方で匿うかね。別に帝国の味方をするわけじゃないが、少なくとも重傷患者を引き渡す気はない。
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　そんなことを考えていたらライムさんがラウル医師を連れてきた。

　さて、ここから皇帝陛下の事は本職の方に任せよう。僕らはあの将軍と悪魔をどうするかを考えるとしますか。ちょっと難しいかもしれないが。

　結局はあの将軍を戦せん闘とう不能にしてしまえば腕輪を取り上げることも可能で……ん？

　あれ？　いや、意外と簡単にカタがつくか……？　ちょっと準備が必要だけど……いけるかな？

　思いついた策をよく考えてみる。うん、悪くない。

　あんまりいたぶるのは趣しゆ味みじゃないんだが、まあ仕方ないかあ。将軍の泣き顔が目に浮かぶようだ。いかん、ニヤニヤしてきた。

　そんな顔をしていたらみんなに引かれた。なんだよう。
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「とりあえず峠は越こえたようですな。あとは安静にして体力の回復を待つばかりです。じき、意識も戻もどりましょう」

　ラウル医師はそう言って聴診器をテーブルに置いた。確か皇帝は病気だったはずなんだが、そんな兆候はどこにも見られないという。

【リカバリー】の効果か？　でもあれは状態異常を治す魔法であって、病気を治す効果はなかったはずだけど。前にリンゼが風邪かぜをひいたときに試ためしたが、効かなかったし。

【リカバリー】に関しては不明な点が多いなあ。僕は専門家じゃないから病気の分類とかはわからないけど。ウィルスとか腫瘍とかで違ちがったりするのかな。よくわからんが、まあ、結果オーライとしとくか。

「それにしても……まさか帝国の皇帝陛下を診ることになろうとは……。人生面白いものですな」

　苦く笑しようしながらラウル医師は口を開く。一応このことは王宮には内緒ということにしてもらった。皇帝陛下が目を覚ましたら僕から国王陛下に話すということで。

　医師の立場からあまり患者に負担をかけてもいけない、ということでなんとか納なつ得とくしてもらえた。まあ、ユミナの後押しもあったけど。

　あれからルーシア姫はずっと父親の看病を続けている。その隣となりにはキャロルさんも付き従っていた。

「ルーシア姫。そろそろ休んだらどうかな。君まで倒れては元も子もないだろ？」

「はい……あの、私のことはルー、とお呼び下さいませんか？」

　恥ずかしそうにもじもじと上うわ目め遣づかいでそんなことを申し出てくる。本人が望むのだったら別に断る理由はないけど。

「わかった。ルー。これでいい？」

「はい。嬉うれしいですわ」

　そう言って微ほほ笑えむルー。ふと視線を逸そらすと部屋の扉とびらの隙すき間まから、じいっとこちらを見つめる別の視線とぶつかった。うおっ、びっくりした！　ユミナか！　なんでそんな覗のぞき魔まみたいなことしてるんだよ……。

　扉を開けて部屋に入ってきたユミナはルーの前に立つと優雅に一礼した。

「お初にお目にかかります。ベルファスト王国国王、トリストウィン・エルネス・ベルファストが娘むすめ、ユミナ・エルネア・ベルファストでございます」

　ユミナが名乗りを上げると、ルーとキャロルさんが目を見開き驚おどろいていたが、やがてルーが慌あわてて立ち上がり、同じように一礼した。

「初めまして、ユミナ王女様。レグルス帝国皇帝、ゼフィルス・ロア・レグルスが第三皇女、ルーシア・レア・レグルスですわ」

　おお、お姫様同士のご挨拶だ。どちらも同い年くらいで、美しいというよりは可愛らしい姫ではあるが。

「この度たびは大変でしたね。ご無事で何よりです」

「はい。冬夜様に助けていただいて、窮地を脱することができましたわ」

　花が綻ぶような笑え顔がおを見せるルー。

「それは良かったです。私も冬夜さんのフィアンセとして嬉しく思いますわ」

「えっ……。そ、そうなのですか……？」

　あ、花が萎しおれた。なんで？

「ルーシア様。少しお話があるのですが、私の部屋へおいで下さりませんか？」

「？　ええ、構いませんが……」

　ユミナのあとについていくルー。部屋の扉が閉められたあとに、ラウル医師がボソッとつぶやく。

「……修羅場ですかな」

「ちょっとやめて下さいよ……」

　笑えない冗じよう談だんだ。

「いやいや、どう見てもあの帝国のお姫様は冬夜殿どのに好意を持っているではないですか。二人の姫に想われるとか、モテる男は辛つらいですなぁ」

　え、マジで!?　好意を持たれているとは思ったけど、それは命の恩人だからとか、そういう方向の好意だと思っていたんだけど……。

「……ユミナも気がついている？」

「そりゃま、そうでしょうな。小さいながらも女、好いた男に関しての察知能力は侮れませんぞ」

　だ、大だい丈じよう夫ぶだろうか、あの二人を一緒にして。急に不安になってきた。

　まあ、あのユミナが「この泥どろ棒ぼう猫ねこッ！」とか言ってキレるとはとても思えないが。うむむ……。

「……なんかおなかいたい……」

「診ましょうか？」

　いや、結構です。

「それより先生、王宮に帰るなら【ゲート】で送って行きますけど。王様に帝国のことを報告しに行きますんで」

「なら、一緒に送ってもらいますかな」

　皇帝陛下の警護はキャロルさんと琥こ珀はくらにまかせ、僕ぼくらは【ゲート】をくぐって王宮内へと向かった。










「帝国がそのようなことになってるとはな……」

　国王陛下に事情を話し、帝てい国こく領りよう土どと接している砦の防衛を固めるように進言した。可能ならば魔法使いを多く差し向けた方がいいと思う。こちらとの連れん絡らくを密にできるように、何個か作った「ゲートミラー」を渡しておいた。

　二枚セットになっているこの細長い鏡は、互たがいに【ゲート】でつながっているため、片方に手紙を入れればもう片方から出てくる。つまりセットの片方を砦の方に送っておけば、手紙で王都とすぐ連絡がとれるということだ。

　一応、僕の作戦が成功すれば全部無む駄だになるけど、万が一ってこともあるし。

「しかし良い知らせと悪い知らせを同時に聞くことになろうとはな……。今日はなんて日だ」

　ため息をつきながら国王陛下がつぶやく。ん？　悪い知らせってのは僕が伝えたことだよな、当然。じゃあいい知らせってのは？

「あー……。ユミナに弟か妹が出来た」

「は？」

　照れくさそうに顔を横に背けながらもニヤニヤと王様の口元が緩んでいる。

「へえー、おめでとうございます。後継ぎだといいなあ」

　これで僕がこの国を継ぐ可能性はさらに下がったわけだ。二重の意味でめでたい。

「少々複雑ではあるがな。冬夜殿がこの国を継いでくれたら安心なのだが」

「いやいや、男の子が生まれたらやっぱりその子が継ぐのが筋でしょう？」

「と、いうことは女の子が生まれたらこの国を継いでくれるということかな？」

「いや、そのりくつはおかしい」

　国王陛下の屁理屈を軽く流す。自分の子供で変な言質を取ろうとすんな。

「にしても帝国の皇帝はその後どうしたのだろうな……」

「あー……第三皇女と共に、殺されたとも逃にげ出したとも言われてましたね。ハッキリしたことはわかりません」

　曖昧な返事をしておく。皇帝の意識が戻ったらきちんと説明するつもりだけど今は伏せておきたい。

「とりあえずその反乱を起こした将軍をなんとかしようと思ってます。そいつさえ倒せば他国への侵略などは止まると思うんで」

「ほう。ずいぶんと自信ありげだが、なにか策でも？」

「まあ、やってみないとわかりませんがね」

　これも曖昧な答えを残して僕は王宮を辞した。

　あの召喚されたデモンズロードの方は、「魔ま法ほう無効化」というだけなので、物理攻こう撃げきでなんとかなるとは思う。悪魔自体を【グラビティ】で重くすることはできないが、【グラビティ】でめちゃくちゃ重くした岩を頭上に落とすとかなら可能だろう。

　ただ、悪魔を倒したところで将軍の「魔法無効化」の特性は消えないかもしれない。「吸魔の腕輪」で魔ま力りよくを辺りから吸収し、再びデモンズロードを召喚することだってできるかもしれないし。

　魔力の元になる魔素というものは微弱ではあるが、空気にも含ふくまれている。動物や虫、植物などがそれを取り込んで魔力などに変換したりもしているが、魔ま獣じゆうなんかは魔力が高いらしい。その気になればそういったモノからも、あの腕輪は魔力を吸い取れるんじゃないかと思う。なかなか厄やつ介かいな腕輪だ。

「防壁の腕輪」に関しては弾が止められたことからバリアかと思ったが違うな。見えない防壁が将軍を傷つけるものに対して部分的に展開しているんじゃないかと思う。全身を攻撃すれば全身に展開されるだろう。

　スリップの時もダメージを受けていなかったのは地面に激げき突とつするのを防壁が防いでいたんじゃないかな。まあ、その防壁にもスリップは効いて転び続けたわけだが。自動防御ってのがこちらもまた厄介だ。

　やはり将軍をなんとかするには思いついた「あの方法」しかないか。

　まったく……楽しいじゃないか。嫌がるだろうなあ、あの将軍。まあ、殺されないだけマシと思ってほしいけど。うーん、なんかワクワクしてきたぞ。

　とりあえず準備はしとこう。家に帰るとリンゼに僕が思っているようなモノがこっちの世界にあるか聞いてみた。あいにくと同じようなモノはなかったが、それよりも遥はるかにキツいモノがあることを知った。なんでも魔法処理をしてないと危険なレベルらしい。いいね、バッチリだ。

　それを買いに砂さ漠ばくの国サンドラへ行き、一応手に入れることができた。商人のオヤジにくれぐれもここでやるなと念を押おされたので、魔法処理をしたまま【ストレージ】に入れてある。ちょっと試してみたい気もするが、やめとこう。僕が倒れたんでは本末転てん倒とうだ。

　あとは『工こう房ぼう』に行き、ロゼッタに用意してもらった厚い鉄板に【インビジブル】を【エンチャント】すると、透とう明めいな鉄板ができた。ガラスのように透すき通とおってはいるが鉄板だ。

　リーンが前に言っていた、物体を光が迂回とか屈折とかはよくわからないが、強化ガラスとかの代わりになるな、これ。

　厚さを五十センチとかにしても透明度が変わらないってすごいよな。水族館とか造れるかもしれない。

　とりあえずこれを使って目的のモノを作る。サンドラで買ったやつの決め手になる容いれ物ものだ。大した形ではないので【モデリング】で簡単に完成した。

　この秘密兵器は【ストレージ】にしまっておく。

「しかし、『吸魔の腕輪』に『防壁の腕輪』でありまスか……」

　腕うでを組んでうーん、とロゼッタが首を傾げる。

「心当たりでもあるのか？」

「確か、バビロンの『蔵くら』にそのような能力を持ったアーティファクトがあったような気がするんでありまスよ」

「……なんだって？」

　じゃあなにか？　『蔵』から流出した腕輪が巡めぐり巡って将軍のところに行ったってのか？

「なにせ五千年も経たっているでありまスから、『蔵』が今も無事とは限らないでありまス。何かのトラブルで墜落し、そこからアーティファクトや財宝などが流出したということも……」

「……ちょっとまてよ、『不死の宝玉』……持ち主に不死の属性を与え、アンデットを操る宝玉とかって……」

「ああ、そんなものも確か『蔵』にあったような気がするでありまスな。博士は封ふう印いんしていたようでありまスが」

　やっぱりかよ！　イーシェンでの騒そう動どうも『蔵』絡みだったのか！

　こうなると『蔵』が墜落している可能性が高いな。となると、いろんなアーティファクトが流出している可能性も……。

「だとしたら『蔵』を管理している子はどうなったんだろう？」

「我々には短たん距きよ離りの転移能力があるので、墜落する前に脱だつ出しゆつすることは可能でありまスが……。『蔵』の管理者はうっかり屋の粗そ忽こつ者ものなので、心配でありまス。腕輪の件も、墜落とかじゃなくなにかのミスでバラ撒いた可能性も……」

　なんだその残念ロボ子。いや、シェスカとかも充じゆう分ぶんに残念だが。

　まあ、今さらどうしようもないしな。考えるだけ無駄か……。

　とりあえず将軍に対しての対たい抗こう策は整った。夕方になり、ロゼッタを連れて自宅のリビングへ戻るとキャロルさんが皇帝の意識が戻ったことを教えてくれた。

　けっこう早かったな。キャロルさんに話を聞くと体調もだいぶ安定しているようだし、話をしても大だい丈じよう夫ぶみたいだ。

　キャロルさんについてきてもらいながら、皇帝陛下に当てがった部屋へと入る。そこには娘と穏やかに話す皇帝の姿があった。本当に大丈夫そうだ。

「冬夜様！　お父様がお目覚めに！」

「……そなたが望月冬夜殿か？」

　嬉しそうに振ふり向むくルーと、静かな表情で僕の方を見つめてくる帝国の皇帝。長く白い髭ひげと痩せた顔からなんとなく仙人のような印象を受ける。これは病み上がりだから仕方がないよな。

「まずは礼を言わねばな。余の命とルーシアの命を救ってくれたこと、感謝しても、し足りぬ……」

　皇帝陛下が頭を下げる。なんか恥ずかしくなってしまうな。

「お気になさらず。たまたまあのとき帝都に買い出しに行っていただけですので」

　言ってみれば偶然なのだ。一日早くても遅くても僕は何もしなかったに違いない。

「そう言ってもらえると助かる。此こ度たびの騒動は余の不徳と致いたすところだ。まこと口くち惜おしい……」

「それでこれからどうします？　まだベルファストには知らせていないので、どこか行く当てがあるなら【ゲート】でお送りしますが？」

　そう告げると驚いたように皇帝は目を丸くして、こちらをしげしげと眺ながめた。なんだ？

「いや……冬夜殿はベルファストの人間ではないのか？」

「住んでるという意味ではベルファストの住人ですけど。別に国に仕えているわけではないですし。国王陛下とは親しくさせていただいていますが、国家間の問題となるとまた違ってきますからね」

　このまま行く当てがあるならそちらへ亡命した方がいいかと思うし。第二皇女が留学中の同盟国とか。

　皇帝はしばらく沈思黙考に耽っていたが、

「いや、ベルファスト国王に会わせて欲ほしい。できるのであれば内密に話をしたいのだが、どうだろうか？」

「たぶん大丈夫だとは思いますけど……。いいんですか？」

「この際だ。今までのことや、これからのことを話し合いたい」

　んー、まだ夜も更けたばかりだし、今なら王様も時間があるかな。とりあえずユミナに頼んでついてきてもらおう。僕は皇帝たちの部屋を出て、ユミナのところへ向かった。










「……すまん、もう一度言ってもらえるか？」

「あー……実はレグルス皇帝陛下と第三皇女をウチで匿かくまってました。すみません、ゴメンナサイ」

　国王陛下は僕が伝えた言葉に衝撃を受けたのか、頭を抱え出した。ちょっとオモロイ。

「レグルス皇帝が我が王都にいるだと？　まったく今日は驚きの連続だ……いったいどうなっている!?」

　と、言われましてもねえ。王妃様の妊娠は関係ないとしても、その他は僕のせいかも……いや、僕のせいか。

「で、皇帝陛下は国王陛下と内密に面談を望まれていますけど、どうします？」

「皇帝が？」

　王様はふーっと息を吐き、椅い子すに深くもたれ、腹の上で指を組み合わせる。しばらく考えていたようだが、意を決したように立ち上がった。

「ここで逃げるわけにもいくまい。その対談、乗ってやろうではないか」

「じゃあ直接ウチへ転移しますね」

【ゲート】を開き、国王とユミナを連れて皇帝のいる部屋へ直接転移する。

　ベッドで横になっていた皇帝は【ゲート】に驚きつつも身体からだを起こし、目の前に現れたベルファスト国王に目を向ける。互いに視線を外さずしばし無言でいたが、やがて皇帝が目を伏せ、頭を軽く下げた。

「このような姿で申し訳ない、ベルファスト国王。此度のこと、御国にも迷めい惑わくをかけてしまったようだ」

「いや、あまり自分を責められますな、レグルス皇帝。事情は冬夜殿から聞いておりますので」

　そう言って王様はベッドの横にある椅子に腰こし掛かける。一応国のトップ会談だしな、部外者は席を外そう。部屋の中にベルファスト国王、レグルス皇帝、そして互いの娘であるユミナとルーを残して僕は外に出た。

　廊ろう下かにはキャロルさんが部屋を警護するように立っていた。部屋に入っていないのに部屋から出てきた僕に驚いていたが、すぐに【ゲート】を使ったと察したらしい。警護の身としては複雑な顔をしていたが。

「中でベルファスト国王とレグルス皇帝が会談中だから、邪じや魔ましちゃダメですよ？」

「な!?　いつの間にそんなことになったんです!?」

　またもや驚くキャロルさん。いちいちこの人リアクションがオーバーだな。

　ふと、キャロルさんの剣けんが目に留まる。あの柄つか頭がしらに彫られている紋もん章しよう……。どこかで……あ！

「すみません、キャロルさん。その剣の紋章なんですけど……」

「我がリエット家の紋章ですが、何か？」

　間近でよく見せてもらう。やっぱり同じだ。レネの持っていたペンダントと。

「この紋章と同じものが彫られたペンダントを見たことがあります」

「ッ！　それは風の魔石が嵌め込まれたやつですか!?　どこで!?　その人は!?」

　目の色を変えて僕に迫せまってくるキャロルさん。まだ事情がわからないのでレネのことは伏せておこう。

「持ち主の方は亡なくなったそうです。病気だったそうですが」

「そう、ですか……」

　僕の言葉に先ほどの勢いは消え、キャロルさんは力なく俯いた。よほど大切な人だったのか？

「そのペンダントの持ち主は私の姉です。私が幼い頃ころ、厳しかった父親に反発して家を飛び出した、たった一人の姉妹です」

　お姉さんだったのか。そりゃあ必死になるよな。ってことは、レネはキャロルさんの姪ってことになるのか？　あんまり似てない気がするけど。キャロルさんは金きん髪ぱつだけど、レネは亜麻色の髪かみだしな。父親のほうの遺伝かな。

「リエット家ってのは帝国では有名な貴族なのですか？」

「有名かどうかはわかりませんが、一応、帝国十二剣の末席におります」

「帝国十二剣？」

「ベルファストではあまり知られていないかもしれませんが、帝国を建国した初代皇帝、それを支えた忠臣の十二人のことです。そのうちの一人『双そう剣けんのキール・リエット』が私のご先祖にあたります。まあ帝国十二剣もほとんどが今では名ばかりの貴族ですが……」

　そう言って寂しそうにキャロルさんは笑う。没落貴族……そこまではいかないにしても、すでに帝国では重要なポストにいないんだろうな。家の紋章をライムさんも知らないって言ってたし。

「そうですか……姉上は亡くなったのですか……。父上も亡くなる寸前まで姉上と喧けん嘩か別れしたことを悔やんでいて……。向こうで二人とも仲直りしているでしょうか……」

「あー……っと、その、お姉さんなんですけど。実は娘さんが一人いまして。その子が今ウチにいるんですが……」

「…………え？」

　キャロルさんが目を丸くして絶句する。急に亡くなった姉の忘れ形見がここにいると聞かされて、動揺しているのだろうか。

　そこへナイスなのかバッドなのかわからないタイミングでレネが廊下を駆かけてきた。

「冬夜兄ちゃ……っと、旦だん那な様さま、お食事の用意ができました！」

「ああ、ありがとうレネ。あとでいただくよ」

　僕とお客様であるキャロルさんにペコッと頭を下げると、廊下を戻っていった。キャロルさんの目がレネを追っていく。やがてレネの姿が見えなくなるともしかして、という視線を僕に向けてきた。

「あの子ですよ。名前はレネ。ここに来る以前は貧民街でスリをしていました」

「そんな……！」

「そんなことをしないと生きていけなかったんですよ。父親は冒ぼう険けん者しやで魔ま獣じゆう討とう伐ばつの依い頼らいを受けた先で帰って来なかったそうです。お母さんの形見のペンダントをずっと大切に持っていましたよ」

　廊下の先を見つめていたキャロルさんが僕の方へ視線を戻した。

「……そのうちあの子と話してみたいんですが、いいでしょうか？」

「いま呼んできましょうか？」

「いえ、今は帝国がこんな状態ですし、しばらくこのことは伏せておいて下さい。どうやらあの子もここで幸せに暮らしているみたいですし。ただ、母上にはいつか会わせてあげたいと思います。あの子……髪や瞳ひとみの色は違いますが、姉上の面おも影かげがあります」

　キャロルさんの母上ってことはレネの祖母にあたるのか。いつかちゃんと会わせてあげられるといいなあ……。

　そんなことを考えていたら背後のドアが開き、ユミナが顔を覗かせた。

「冬夜さん、お父様と皇帝陛下がお呼びになっています」

「僕を？」

　なんだろ。国同士の話し合いに邪魔だと思って席を外したんだけどな。

　中へ入るとベッドには皇帝が、その隣の椅子には国王陛下が座すわっていた。二人とも穏やかな顔をしている。話し合いは済んだのかな。

「冬夜殿、昼間の話だが……」

「昼間？」

　なんか言ったっけか？　ベルファストの王様の言葉に首を傾かしげる。

「バズール将軍をなんとかすると言ったそうだが……。本当になんとかできるのかね？」

　王様の言葉を引き継ぐように皇帝が口を開く。ああ、あのことか。

「どうにか、というか、将軍を倒すことはできると思いますよ。他の軍人さんたちも無力化できますし。言ったらなんですけど、明日にでも帝てい都とを制圧することは可能です」

「「「な……!!」」」

　驚きに固まるユミナを除いた三人。ユミナは当然とばかりに小さな胸を張っていた。……まだ成長過程です。

「ただ聞いておきたかったんですけど、鎮圧したとして今回の反乱に加わった軍人たちをどうする気ですか？　全員死し刑けいとか？」

「いや、将軍をはじめ主だった幹部はそれもやむをえないが、ただ従っただけの者は軍務を解き、帝都を追放とするに留めるつもりだ」

　残りは全員解雇か。まあ妥当なのかな。帝都にいるのは全軍の一割半ほどらしいし、まだ立て直せる範はん囲いか。

「マップ表示。レグルス帝てい国こく帝都」

『了りよう解かい。マップ表示しまス』

　ヴンッ、と部屋の中央に帝都の地図が【ミラージュ】の魔法で映し出される。

「な、なんだ、これは!?」

「帝都の地図ですわ……。それもこんなに細かい……」

「僕の無属性魔法です。便利でしょ？」

　驚く皇帝陛下とルーに大したことないですよ？　という感じを含ませて答える。国王陛下も驚いていたが。そういや見せたことなかったか。

「検けん索さく。騎き士し団だん員いんを青、軍人を赤で表示」

『了解。……検けん索さく終しゆう了りよう。表示しまス』

　ぶわっと帝都に赤い点が広がっていく。昼間見たより増えてるような気がするな。他の街からも呼び寄せたか？　帝都の屋内、そして城の隅すみの一角に青い点が固まっていた。

「ここは？」

「……地下牢だな。おそらく騎士団の者は捕らえられているのだろう。だが全員ではない。少ないな。他のものは逃げたか、殺されたか……」

　悔しそうに拳こぶしを握る皇帝。それを見ておずおずとルーが僕に声をかけてくる。

「あの、冬夜様。お兄様を捜すことはできますか？」

「うーん……できなくはないんだけど……。皇太子様ってなにか特とく徴ちようがある？　ひと目で皇太子ってわかるような」

　この検索は【サーチ】を基もとにしているので、僕がそれを見てどう判断するかで検索される。軍服を着てるから軍人、と判断しているようなもので、実は判定があやふやだ。

　だから会ったこともない人は検索できない。八重のお兄さんのように「頬ほおに刀傷」とか、ひと目でわかる特徴があればＯＫなのだが。

「特徴……ですか？　えっと髪は銀ぎん髪ぱつで、えっと……あら？　特徴、特徴……」

　考え込むルー。それを見ながら苦笑する皇帝陛下。よっぽど普ふ通つうの顔をしてるんだな。仕方ない。記き憶おくを貰もらうか。

「ルー。ちょっと手を出だして」

「？　はい……？　あ……」

　差し出された小さな手を握る。たちまちルーの顔が赤くなるが、僕はなるべく平常心で語りかける。

「目をつぶってお兄さんのことを思おもい浮うかべて。なるべく最近のを」

「は、はい」

　目をつぶって集中しているルーのおでこに僕のおでこを当てる。正直、皇太子の記憶を貰うなら皇こう帝てい陛下でもいいのだが、男同士でおでこを合わせるのはできればしたくない。リーフリースの作家皇女に知られたら何を書かれるか。

「ふわわっ!?」

「集中して」

「は、はいぃ！」

　うろたえるルーを嗜たしなめて、こちらも魔力を集中させ、魔法を発動する。

「【リコール】」

　ぼやっとした顔が頭の中に浮かび、だんだんと像を結んできた。銀髪でさほど特徴もないが、優しそうな青年の顔が……あれ？

「この人が皇太子なら……僕、会ったことあるぞ……？」

「「「「え!?」」」」

　驚く四人をよそに記憶を手繰る。そうだよ、間違いない。帝てい都とが襲われてたときに、兵士に詰つめ寄よられていた若い騎き士しだよ。え？　あれが皇太子？　ひょっとして逃げるのに変装とかしてたのか!?

　………やべ。置き去りにしてきた。

「け、検索。帝てい国こく皇太子」

『了解。……検索終了。表示しまス』

　ストッ、とピンが帝都の一角に落ちた。小刻みに動いているようなので、どうやら生きているようだ。よかったー。

「生きてはいるみたいですけど……。ここってどこです？」

「帝国西方軍司令、ロメロ将軍の屋や敷しきだな……。なるほど、皇太子は無事らしい」

　軍人のところなのに大丈夫なのか？　そんな僕の考えを読んだのか、皇帝陛下が笑いながら答える。

「帝都の軍人全すべてがバズールに従っているわけではない。ロメロ将軍は悪あく魔ま召しよう喚かんによる他国への侵攻策に一番反対していたからな。おそらくそれを読んで皇太子むすこもそこへ逃げ込んだのだろう」

　なるほど。帝都にいる軍人全てが盲目的にバズールに従っているわけではない、と。うまいこと匿ってもらっているみたいだが、あまり時間はないか。

「じゃあ明日朝イチで帝都に乗り込みますか」

「ちょっ、待ってくれ！　今さらだが、本当に大丈夫なのか!?　相手は一万以上の軍隊と召喚悪魔の軍団だぞ!?　そなた一人で……！」

　皇帝陛下が慌てたように僕を引き止める。まあ、普通なら相手にもならないよなあ。だけど、負ける気が全くしない。イーシェンでもそうだったけど、こういうことに慣れてきたのかね。

「なんとかなりますよ。僕には力強い仲間がいますから」

　ユミナに視線を向けると彼かの女じよは力強く頷うなずいた。それを見て皇帝陛下も落ち着きを取とり戻していく。

「……明日の朝、余も帝都に連れて行ってくれないか」

「危険じゃないですかね。終わるまでここで待っていた方が……」

「いや、事の結末を見届けたい。それがせめてもの皇帝としての余の務めだ」

　うーん、どうしたもんかな……。後方に皇帝陛下を置き去りにするわけにもいかないし、かと言って一いつ緒しよに前線に連れてくわけにも……。

「皇帝の護衛にはベルファストの騎士団をつけよう。自分も冬夜殿の戦いぶりを見てみたい」

　国王陛下がそう言い出したので、とりあえず了解しておく。それならまあ大丈夫かな。

　明日の朝、騎士団の数十名と共に帝都に乗り込むという事で話は決まった。

【ゲート】で王様を王宮へ送り、皇帝の部屋をあとにする。

　テラスへと出て琥珀と黒こく曜よう、珊さん瑚ごを呼び、召しよう喚かん魔ま法ほうについて聞いてみた。数的にはさすがに僕らだけでは心もとない。援軍が必要だ。

「じゃあ基本的に召喚魔法で呼び出す対象はランダムって事になっているけど、上位種と契けい約やくしていれば、その眷属や下級種は自由に呼び出せるのか」

『はい。主あるじは私と契約しているため、ほぼ全ての獣じゆう魔ま種しゆを召しよう喚かんできます』

『私たちとも契約しているから甲こう鱗りん種しゆも呼び出せるわよぉ』

　琥珀と黒曜の話をまとめると、つまりは四本足の哺乳類とか、鱗を持つ爬は虫ちゆう類るいみたいな魔獣なら自由に呼び出せるってことらしい。さすが神しん獣じゆう。

『一応その種族ごとに契約する必要がありますがの。頭目である者に名前をつければ、その種族は主の手足となり従いましょうぞ。悪あく魔まなぞ、ものの数ではありませぬ』

　珊瑚がそう言って笑う。

「とりあえず呼んでみるか。えっと……どんなのがいる？」

『そうですね、ケルベロスなどが戦せん闘とう力が高いですが』

　あ、それ知ってる。地じ獄ごくの番犬ってやつ。三つ首の黒い巨犬だっけ。じゃあ、まずそいつからいってみようか。

　その日、夜遅くまで魔獣を呼び出しては名付け、呼び出しては名付け、終いには適当な名前になってしまったのは勘かん弁べんしてほしい。そんなにストックないからさ……。

　さ、明日に備えて寝ようっと。










　次の日の朝。僕らは帝都の片かた隅すみ、高台にある建物の屋上に来ていた。

　スマホを取り出して時間を確かく認にんすると八時を少しこえたくらい。皇宮へ一気に跳ぶかとも思ったのだが、結界が張られていた。さすがに僕が転移魔法の使い手とわかったら対策は取るか。

　こちらの面子メンツは僕の他にエルゼ、リンゼ、八重、ユミナ、琥珀に珊瑚と黒曜。それとレグルス皇帝陛下とベルファスト国王陛下、レオン将軍とニール副団長、リオンさんにベルファストの軍と騎士団から十名ずつ。あと、連れては来たくなかったのだがルーとその護衛にキャロルさん。

　とりあえず僕ら以外はここで待機して貰う。いざとなったらベルファストへ逃げられるよう、この場に【ゲート】も開いたまま固定してある。僕が許可した者以外は通れないように【プログラム】もしてあるから、向こうに攻せめ込まれることもない。

「じゃあまずは宣戦布告といきますか。えーっと、帝都中央の上空に一番の動画を再生」

『了解。再生しまス』

　ヴォンッ、と帝都の空に大きな画面が広がる。大きさは二百メートルくらいでいいか。これなら遠くでもわかるだろ。逆に近過ぎるとよくわからないかもしれないが。

　続けて大音量で音楽が流れ出す。これで帝都中の住民が注目し始めるだろう。流れているのはワーグナーの「ワルキューレの騎行」だ。やがて少しずつ音量が下がっていき、画面の中に皇帝陛下が現れる。早朝に録画しておいた映像だ。

『帝都民に告ぐ。余はレグルス帝てい国こく皇こう帝てい、ゼフィルス・ロア・レグルスである。此度の騒動は一部の軍が暴走したことが発端である。皆みなに迷惑をかけたこと、深く侘びよう。しかし、それもすぐに鎮圧される。安心してほしい。今をもって帝都奪還の行動に移る。決して家から出ないように願いたい』

「余はあんな声なのか？」

　横にいる娘むすめに首を捻って尋たずねるリアル皇帝。だよね、録音した声を初めて聞くと変な感じに聞こえるよな。

『そして反乱を起こした軍の者に告ぐ。余にもいたらぬところがあったのだろうが、今回のことを見み逃のがすわけにはいかん。しかし、投降は認めよう。今より十数える間に軍服を脱ぎ、余に従うのであれば咎めはせぬが、十数え終わった時、まだ軍服を着ている者には容よう赦しやはせぬ。よく考えて行動せよ。ひとつ……ふたつ……』

　僕らの横にはサブモニターが映し出され、軍属を表す赤い点が帝都のマップ上にいっぱい表示されていたが、少しずつそれが消えていった。今の皇帝の声に従い、軍服を脱いだのだろう。

「十まで数えてまだ軍属にいる者には攻撃を加えますが、よろしいですね？」

「やむを得ん。ただし、命を奪うばうのはなるべく避さけてほしい」

「了解ー」

　画面上の皇帝がゆっくりと数を数えていく。赤い点も少しずつ消えていくが、それでも三分の二は赤いままだった。

『九つ……十。譲歩はここまでだ。これより実力行使で帝都を奪還する』

　画面より皇帝が消えると、再び大音量でトランペットのファンファーレが鳴り響く。今度はスッペの「軽騎兵」だ。よーし、じゃあ始めるか。

「依然として軍属の者にターゲットロック。【パラライズ】発動」

『了解。……ターゲット捕捉完かん了りよう。【パラライズ】発動しまス』

　帝都のあちらこちらで小さな悲鳴と倒たおれるような音がする。画面を見ると赤い点は全く減っていない。あれ？

　あ、戦闘不能のやつらは別の表示にしないとダメか。麻ま痺ひしてようが、してなかろうが、軍人は軍人だもんな。

「軍属で戦闘不能の者は黄色で表示」

『了解』

　パパパパパッと、半分くらいが黄色に変化していく。ふむ、けっこう残ったな。護ご符ふを持っているのか、それとも高い魔ま術じゆつ抵てい抗こう力りよくを持っているのか。いつもそんなにうまくはいかないか。

「冬夜殿どの！　あれを！」

　八重の指し示す城の方を見ると、例の巨きよ大だいな悪魔、デモンズロードが現れた。それに伴い、空や大地に様々な悪魔の眷属が現れる。けっこう多いなあ。画面で確認表示すると五十ばかりいるようだ。

「どれ、じゃあこちらも呼び出すとしますかね」

　魔力を集中し、地面に魔ま法ほう陣じんを描く。

「【闇やみよ来たれ、我わが求むは地獄の番犬、ケルベロス】」

　地面に描えがかれた魔法陣がら黒い霧が現れ、三つ首の魔犬が現れる。今は普通の犬と同じような大きさだが、戦闘時はライオンより一回りほど大きい姿になれる。

　続けて次々と昨日契約した召しよう喚かん獣じゆうを呼び出す。

　リザードマン部隊、グリフォン部隊、アーマータートル部隊、ブラッドライガー、パワーベア、リザードナイト……。モンスター軍団だな、これじゃ。

　あっちが悪魔なんだから天使とかを呼び出せばよかったか？　でも、琥珀たちの伝手に天使たちはいないしな。ランダムで呼び出すには時間がなかったし。ま、仕方がない。

「悪魔にターゲットロック。【シャイニングジャベリン】発動」

『了解。【シャイニングジャベリン】発動しまス』

　空に輝かがやく魔法陣が現れ、光の槍やりが降り注ぐ。しかし、悪魔は一体も倒れることはなかった。

『不可視の障しよう壁へきにより弾はじかれまシた。効果はありませン』

　やっぱりか。あのデモンズロードの加護が眷属にも効果をもたらしているんだな。なら物理的に殴るまでだ。

「召喚獣は琥珀、珊瑚、黒曜、エルゼ、八重に従ってくれ。ユミナとリンゼ、ケルベロスはここで待機しつつ魔法や銃じゆうで援護射撃。僕ぼくはデモンズロードと将軍を叩たたく」

　ポンッと煙を上げて、琥珀たちが元の姿へと戻もどる。久々の神獣モードだ。

「じゃあ、ちょっと行ってきます」

「……頼たのむ」

　後ろを振り返り、皇帝にそう告げて、僕らは帝都の屋根の上を敵てき陣じん目指して駆け出した。

　エルゼと八重、珊瑚に黒曜は地上部隊を連れて、帝都の市街地へと降りていく。僕と琥珀、グリフォン部隊は空を飛んでこちらへ向かってくる悪魔と対峙した。

「いいか、無理して倒す必要はない。悪魔の羽を狙ねらって攻撃しろ。下に落とせば地上部隊がなんとかしてくれる」

　周りを飛ぶグリフォンたちにそう命令する。翼つばさのない悪魔は地上部隊の方へ向かっているが、飛んでるやつらは僕らの方へ向かって来ている。まずはあれを落とさないといけない。

「えーっと、お前はジョン……じゃなくてポール、でもなくて、ジョージか。お前たちは左側へ、えっとリンゴ？　たちは右側の悪魔を迎撃」

　クアァ！　と鳴いてグリフォンたちの一部が左右に分かれる。正直グリフォンの顔なんかみんな同じに見えるんだが……。そのうち色いろ違ちがいの首輪でもしてもらうか。

　屋根から屋根へと疾走しながら、【ストレージ】から幅四十センチ、刃は渡わたり二メートル以上のミスリルの大剣を取り出す。【グラビティ】でさらに軽量化されたそれを、片手で持ちながら迫りくる一匹ぴきの悪魔に向かっていく。

【ブースト】を使い、一気に屋根からその悪魔の頭上へと飛び上がる。悪魔に振り下おろしざまに柄つか元もとのトリガーを引くと【グラビティ】が発動、加重魔ま法ほうにより剣の重さが一気に変化した。

　あまりの重さと斬れ味に悪魔が一刀両断される。勢いのまま宙で一回転してしまったが、トリガーを再び引き、元の軽さへと戻して屋根の上に着地する。

　即そく席せきで作った割には使えるな。右手から襲おそって来る悪魔も同じように横よこ薙なぎで斬きり伏せる。

　うーん、横薙ぎはタイミングを間ま違ちがうと腕に負担がかかるな。慣れればいけそうだけど。っていうか【グラビティ】を使わなくてもそれなりの斬れ味だから大丈夫か。

　真横では琥珀が空中の悪魔に襲いかかり、爪で羽を引き裂いていた。

「琥珀！　ここは任せた！」

『御ぎよ意い。ご武運を』

【ブースト】と【アクセル】を発動させ、皇宮へと一気に向かう。とりあえず将軍をなんとかすれば、悪魔は消えるだろうからな。

　屋根の上を踏ふみ抜ぬくような勢いのままに、僕は城の城じよう壁へきを飛び越こえた。城内の庭に着地すると、すぐさまそこにいた軍人たちが次々と襲いかかって来る。

　僕は躊ちゆう躇ちよすることなく、軍人たちの足を左手に持ったブリュンヒルドで撃うち抜いていった。

　この人たちには【パラライズ】が効かなかった以上、麻ま痺ひ弾だんもきかないだろうからな。しばらく大人しくしててもらおう。

　軍人たちはおとなしくさせたが、この騒さわぎに反応したのかデモンズロードの方がこちらを振り向いて、両りよう眼めから何やら熱線みたいなものを放ってきた。

　危なっ!?　とっさに躱かわすと地面が熱で焼け焦げていた。マジで熱線ですか。

　続けざまに熱線が僕目がけて飛んでくる。周りの悪魔たちも僕に標的を定め、襲いかかってきた。

　ミスリルの大剣で片っぱしから近寄る悪魔どもを薙ぎ倒していく。下級悪魔なのか、こいつらは大して強くはない。強くはないが、鬱陶しい。

　悪魔たちと戦う僕に、デモンズロードがしつこく熱線を放ってくる。こいつ……いい加減にしろよ。

　デモンズロードの山や羊ぎの角からバチバチとした電気のようなものが発生する。それはやがて光球となり、デモンズロードの頭上にいくつも蓄ちく積せきされていった。

　なにかわからないが、ヤバい。絶対になんかチャージしてるだろ、あれ！




『Ｇｒｕｇａａａａａａａａａａ！』




　巨大な雷の蛇へびのようなものが、いくつも放たれる。間一髪それを避よけた僕だったが、通り抜けた雷らい蛇じやは背後にあった帝都の街並みを軒のき並み破は壊かいしていった。おいおい、レーザー砲じゃないんだからさ……。

　悪魔の公こう爵しやくと呼ばれるだけのことはある。こいつを放置していたら帝都自体が吹っ飛びかねないぞ。




「ぬ」




　魔ま力りよくを抜かれる感覚。この野や郎ろう。チャージした魔法をぶっ放したんで、新しい魔力を吸収しやがったな？　吸収してるのはあのクソ将軍の方だろうが。

　僕の魔力は抜かれてもすぐさま回復する。つまりデモンズロードは雷の蛇をいくらでも撃ち放題ってことで。

　冗じよう談だんじゃない。僕の魔力で勝手なことをされてたまるか。

【アクセルブースト】の超スピードで悪魔たちを振り切きり、城の壁かべを忍者の如ごとく一気に駆け上あがる。
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　そのまま宙に浮くデモンズロードの頭上まで大ジャンプ。ミスリルの大剣を振りかぶり、その頭頂部へと超重攻こう撃げきをかますべくトリガーを引いた。

「しばらく寝ねてろ」

　ゴキャッ！　という音がして、頭から地面に落下するデモンズロード。魔法無効化だろうがこれなら関係あるまい。魔法の効果を加えたのは剣だけだからな。

　派手な音を立てて地面に落ちた巨きよ大だい悪あく魔まだったが、頭は割れてはいない。かなりの手て応ごたえだったんだが。石頭め。

　デモンズロードが立ち上がろうと大地に手をついたそのとき、僕の魔法が炸さく裂れつする。

「【スリップ】」

　地面についた腕うでがスルッと滑すべり、肩かたからまた落ちる悪魔。その隙すきを逃さず、ヤツの背中から生えた羽を僕は大剣でぶった斬った。

『Ｇｙａｕａａａａａ！』

　響ひびき渡る悪魔の絶叫を聞きながら、仕上げとばかりに無限スリップ弾だんを悪魔の足元に撃ち込んだ。

　結果、延々と転び続ける悪魔。羽がないから飛んで逃げられないだろ。誰だれかに引っ張ってもらっての脱だつ出しゆつもできまい。

　悪魔が転ぶその度たびに巨体が地面に倒れ、ズシーン！　ドコーン！　と地響きをあげている。近所迷惑だったな、これ。

　悪魔を放置し、皇宮の見晴らしのいい広いバルコニーへと飛び上がる。そこには青い顔をしたバズール将軍がいた。

「さて、お仕置きの時間だよ」

「おっ、お前は何者なんだ!?　あれは上級悪魔だぞ！　一人で倒すことなどできるはずが……！」

「そんなこと言われてもね。できたとしか」

　今だに転び続けるデモンズロードを見ながら答える。ま、思ったより手こずったかな。ミスリルの大剣が刃こぼれしたりでボロボロだし。うわっ、歪んでるじゃんか、この剣。

「くっ……しかし、私にあの手は通じんぞ！　『防ぼう壁へきの腕うで輪わ』で物理的攻撃は無意味、魔ま法ほう攻こう撃げきにも『魔法無効化』がある。私を転ばせたとしても、すぐさま『吸魔の腕輪』で地面の魔力を吸い取ってやるわ！」

　ち、どうやら【スリップ】の特性に気付いていたようだ。前回転ばせてやったからな、さすがにバレるか。

「皇帝はどうやら死ななかったようだが、もはや帝国は私のものだ。私が新たな皇帝となり、悪魔の力をもって、ベルファスト、ミスミド、リーフリース、西方諸国をひとつ残らず攻め滅ぼす。新たなレグルス帝国、いや、バズール帝国の誕生だ！」

　なにがおかしいのか高笑いを続ける将軍。なんだかなあ……悪魔の力なんかで国が保てるわけがないだろ。その度に生いけ贄にえを用意するのか？

　これ以上この男の妄もう想そうに付き合う義理はない。

　将軍を黙らせるため、【ストレージ】から例の道具を取り出す。

　ドンッ！　とバルコニーに置かれたのは三メートル四方の立方体。底辺以外はガラスのように透きとおり、中が丸見えだ。

　内部の中央には毒々しい色のスライムが何匹か入っている透とう明めいな小さな箱がある。しかし毒々しい色とは裏腹に毒などは持っておらず、主に水中で棲せい息そくするスライムで基本的には無害なモンスターだ。そう、「基本的」には。

「な、なんだそれは!?」

「説明するとあれは『ヘドロスライム』といって、水を綺き麗れいにしてくれるありがたいスライムさんなのです。ただ、ひとつ欠点がありまして。死んで一時間ほど経たつととてつもない悪臭を放つんですな。まあ、それも二時間ほどで消えるらしいんですけど。で、あの中のヘドロスライムは一時間ほど前に死んでまして、ね」

　説明しつつ、横目で将軍を見る。

「ま、まさか……」

「【ゲート】」

　将軍の足元に魔法陣が浮かび、落とし穴に落ちるようにストーン、と姿が消えた。これもまた将軍本人を対象としていないので、「魔法無効化」は効かない。場所と場所を繋ぐ魔法だからな。将軍は通過したに過ぎない。

　そして消えた将軍が僕の指定通り、立方体の中に現れた。その瞬しゆん間かん、

「ぐふおおおおぉおぉおぉおおおおぉぉぉおおおおおっ[image: ]」

　ガラス（正確には鉄板を透とう明めい化かさせたモノだが）の中で将軍が絶叫し、鼻をつまむ。たちまち顔が真っ青になり、滝のような汗あせが流れてきた。

「くっ、くさあああぁぁっ!?　臭くさい!!　なんだこの臭においは!?　おうぇえぇえぇえぇ!!」

　隔かく離りされているので声がよく聞こえないが、よっぽど臭いんだなあ。顔が紫色になってきたよ。

　元いた世界にも「シュールストレミング」っていう恐おそろしい臭いを発するモノがあったけど、それより遥はるかに臭いらしいからな。人が気絶して後遺症が出たこともあるっていうから驚おどろきだ。お？

　将軍は魔法でこの鉄板ガラスを破ろうと魔力を集中し始めた。が、鼻を押おさえたままじゃマトモな詠えい唱しようなんかできるわけがない。すぐさま断念し、やがてボックスの隅で鼻を押さえたまま動かなくなった。

　耐えているらしいが、無む駄だなことを。

　僕は将軍の正面に回り、とっておきの変顔をしてやった。すると将軍は耐え切れず噴き出して、思いっきり悪臭を吸ってしまう。

「おぐぇええええええぇぇぇえぇ!!」

　おお、弱ってきたな。汗と涙なみだと鼻水が止まらず、顔がぐちゃぐちゃだ。天てん井じように何箇か所しよか小さな【ゲート】の空気穴があるから窒息はしないはずだが。一応、人ひと気けの無い山やま奥おくへつなげているが、そこに住む動物たちには迷めい惑わくな話だよなあ。

　あ、震ふるえてきた。もう目の焦しよう点てんが合っていない。膝ひざをつき、そのままぐったりと倒れてしまった。体がビクンビクンと痙けい攣れんし、完全に白目を剥むいている。気絶したようだな。

　まあこんなことをせずとも、例えば海上の真ん中に転送するとか方法はあったのだが……。また悪魔を召喚されて助けられてしまうかもしれないしな。

　海の底とか地面の中に生き埋うめとかも考えたが、そんなとこ行ったことないから、そもそも【ゲート】を開けないし。

　とりあえず動かなくなった将軍をこっちに転移させるか。【ゲート】を開き、さっきと同じようにこちらへ転移させ、

「クサあぁぁあぁぁぁああぁぁぁっ!?」

　なんだこれ!?　生ゴミやドブの臭いを数百倍に濃縮させたような……！　おええええええぇぇぇ！

【ゲート】をすぐに閉じたが、これって【ゲート】からじゃない、将軍が臭いんだ！　うわ！

　手早く将軍の両腕から腕輪を外し、ふたたび【ゲート】でボックスの中へとお帰りいただく。

　腕輪からも吐はき気けを催もよおすあの悪臭が放たれていた。ヘドロスライム自体は死んで二時間もすれば臭いを発することはなくなるのだが、染み付いた臭いは消えない。一生消えないんじゃないかと思うほどの激臭だったのだが。

　気がつくと帝都中の悪魔が消えてしまっていた。転び続けていたデモンズロードも消しよう滅めつしている。魔力の供給が絶たれたんだな。

　悪魔に関しての問題はもうないだろう。あとは軍人たちか。

　とりあえず【ゲート】を開き、皇帝陛下たちをこちらに呼び寄せた。










「本当に一人で片付けてしまうとは……」

　皇帝陛下は呆あきれたような口調で、白目を剥いたまま気絶しているボックス内の将軍を見た。

「なんか臭うんですけど……」

　鼻を押さえながらリオンさんが顔を顰しかめる。

「すいません、ヘドロスライムの死臭です。ほら、あの中の。ちょっと外に漏れちゃって」

　だいぶ風で散ったが、置いてある腕輪からまだほんのりと漂ってくる。

「防壁の腕輪」と「吸魔の腕輪」か。便利なんだけど、これを持ってると要らん警けい戒かいをされそうだし、処分するかね。臭いし。腕輪を触さわった指も心なしか臭い気がする……。

　腕輪でこれなんだから、中の将軍はとんでもないことになってるだろうな。

　ベルファストの騎士たちが城の地下牢へ帝てい国こく騎き士しを解放しに行った。

　その間に皇帝陛下をバルコニーの隅へ連れ出し、事態が終しゆう息そくしたことを帝都民に知らせるために再び映像を流すことにした。

　今度は生中継だ。スマホを構え、皇帝陛下へキューを出す。

『帝都民よ。迷惑をかけた。既に反乱の首しゆ謀ぼう者しやは捕とらえられ、帝都は我らの手に戻った。安心してほしい』

　スマホのカメラをパンしてボックス内で白目を剥き、鼻水と涎よだれを流しながら気絶している将軍の姿を映す。この姿を見たら他の軍人たちもおそらく投降することだろう。……やっといてなんだけど、ちょっと酷いことしたかもしれない……。

『二度とこのようなことの無きよう、襟を正すことにしよう。いま一度、謝罪の意を示したい。すまなかった』

　小さく皇帝陛下が頭を下げる。へえ、謝るんだ。聞いた話だともっと尊大な人かと思っていたのだが。病気になって丸くなったのかねえ。

　中継を終えると、皇帝が物憂げな眼まな差ざしでボックス内の将軍を見つめていた。

「どうかしましたか？」

「いや……。こやつが哀れに思えてな。こやつは強き帝国を目指して邁進し、犠ぎ牲せいなど省みることなく突き進んでいた若かりし頃ころの余を見て軍に入ったという。いわばこやつは余の若かりし時の鏡よ。余も病にならなければ、こやつのようになっていたかもしれん。そう思うと哀れでな……」

「だからといってこの人のやった罪は赦せるものじゃないですよ？」

　あれだけの悪魔が召喚されていたのだ。かなりの生贄が捧げられていたに違いない。それが全て死刑囚なのかはわからないが、死刑囚だからいいってものでもないだろう。

「わかっておるよ。罪は罪。償わなければならん。此こ度たびのことでいろんな迷惑や借りを作ってしまったしな。ケジメはつけるべきだ」

　皇帝が寂しそうに笑う。そうだよな、この人も犠牲者なんだよ。

「陛下！」

　バルコニーへドタバタと黒い鎧よろいを着たままの騎士たちが雪崩なだれ込んできた。ああ、地下牢に閉じ込められていた帝国の騎士たちか。その中でも厳つい顔の、片目に眼帯をした黒くろ髪かみの騎士が皇帝陛下の前で膝をつく。

「陛下……よくぞご無事で！　しかもお身体からだも良くなられているご様子……いったいこれは……!?」

「おう、ガスパル騎き士し団だん長ちようか。そこの冬夜殿のおかげでな。健康にしてもらった上に、バズール将軍も倒してもらったぞ」

「なんと……!?」

　驚きの眼差しで帝てい国こく騎士団長とやらが僕の方と、その横のボックスの中で気絶している将軍を交互に見た。皇帝陛下が健康になったのは果たして僕のおかげかはよくわからないけど。やっぱり【リカバリー】なのかなあ。

　そこへ大おお虎とらになった琥珀に乗ってエルゼと八重がやって来た。遅おくれて黒曜と珊瑚もふわふわと浮いてやって来たが、こちらはミニサイズモードである。

「一応、片付いたわよ。軍属の兵士たちはほとんど気絶している状態ね」

　エルゼが琥珀から降りながら報告する。どうやら残りの兵士たちも片付いたようだ。二人も無事なようだし安心した。

「よし、倒れている兵士たちを捕ほ縛ばくしろ。事前に投降した兵士たちには手を出さぬように」

「はっ！」

　皇帝の命により、ガスパル騎士団長を先頭に騎士たちがバルコニーを出て行く。

　これでとりあえずこの騒そう動どうはお終いかな。ま、何事もなくてよかった。あとは帝国の人たちに任せるとしよう。

　おっと、呼び出した召喚獣たちを戻しとかないとな。
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　帝都に倒れていた兵士たちは全て捕縛され、地下牢などへと入れられた。彼かれらは軍属を剥がされ、その上で罪を吟味されるんだそうだ。

　一部の扇動者以外は重い罪にはならないかと思ったが、それなりの罰は受けるようだ。降こう伏ふく勧告を蹴けり、自らの意志で皇帝への反逆者となったのだから当然とも言える。死し刑けいでないだけマシだろうが。

　皇帝は直ちに帝国中の町から少しずつ兵士たちを帝都に回すように指示を出した。このままでは国の防衛が成り立たないから当然か。

　捕えられていた重臣たちも解放されたようだ。ロメロ将軍と共に匿われていた皇太子も城へやって来た。僕を見てものすごくビックリしていたが。やっぱりあの時の騎士だった。

　変装して城から逃にげる途と中ちゆうに護衛の人たちとはぐれ、兵士たちに襲われたんだとか。

　言ったらなんだけど、印象薄うすいんだよな、この人。存在感が無いっていうか……。いい人っぽいし、それなりに優秀らしいんだけど。

「この度は本当に世話になった。冬夜殿は余の命の恩人というだけでなく、姫ひめや皇太子……いや、帝国の恩人とも言える。なにか礼をしたいのだが、望みはあるだろうか？」

「いや、今回のことは流れというか、行きがかり上そうなっただけですし。気にしないで下さい」

　貴賓室で対面する皇帝陛下の申し出をやんわりと断る。正直、特に欲ほしいモノとかも無いし。それを聞いて、同席していたベルファスト国王が小さく笑う。

「変わらんな、冬夜殿は。ベルファストでも冬夜殿に爵しやく位いを授けようとしたのですが、このように断られましてな。結局、金と家を受け取ってもらえただけで。まあ、娘をもらってくれたのが一番でしたがね」

「ほほう。では余の方もルーシアをもらってもらえるのかな。ベルファストとレグルス、両方の姫を娶ったとなれば、これほど両国の同盟に象徴的な存在はないしのう」

「あのですね……」

　話が変な方向に行きそうだったので、注意を喚起しようと思ったのだが、横からユミナが手を挙げてその話に割り込んできた。え？　なに？

「ルーシア姫が私たちと同じく、冬夜さんの婚こん約やく者しやとなることに私は賛成します。ご本人に確認をとっていますが、彼女もそれを望んでおりますし。何より両国の友好のため、これは良いご縁ではないかと」

　え？　なに言ってんの、ユミナさん!?

「あー、あたしも賛成」

「私も、です」

「拙せつ者しやもかまわないでござるよ」

　他の婚約者の方々も次々と賛同の意を示す。

『ブルータス、お前もか!?』思わずシェイクスピア作「ジュリアス・シーザー」のセリフが頭に流れる。

　っていうか僕の意志がまったく考こう慮りよされてないってのはどうなんだ!?

「ちょ、待って下さい！　なんでそんな流れに!?」

　話についていけず思わず声を上げてしまったが、それに対してリオンさんが苦く笑しようしながら答えてくれた。

「ぶっちゃけた話、冬夜殿の力のせいですね」

「え？　どういうことです？」

「今回のことでわかりましたが、冬夜殿の力は全すべてにおいて規格外です。そんな力の持ち主がひとつの国ばかりに肩入れしては、他国としては脅威でしかない。逆に言うと、ベルファストが危険視される恐れがある。でも帝てい国こくの姫とも婚約したとなれば、ベルファストだけではないと少なくとも他国に言い訳ができる……とまあ、こちらは考えるわけで」

「帝国は帝国で、変に冬夜殿を政治の取り引きに使われたりすることなく、対等な同盟を結べるというわけですな？」

　リオンさんの言葉を片目の帝国騎士団長、ガスパルさんが引き継ぐ。いや、言ってることはわからないでもないけどさあ！

　ちら、とルーの方を見ると、もじもじと赤い顔であちらもこちらをちらちらと見ている。ぬ、う……。

「もう四人も五人も変わらんだろ。なにを今さら悩む必要がある？」

「そうはいいますけどね……」

　レオン将軍が相変わらずの力でバンバンと背中を叩いてくる。確かに反対する理由もないんだけど……。まだ出会って二日ですよ!?　急展開すぎるだろう！

　……あれ？　ユミナの時は出会ったその日だったか？　じゃあ問題ないのか……。ないのか？

「ルーシアはどうだ？　冬夜殿のもとへ嫁とつぐのは嫌いやか？」

「いいえ、お父様。嬉しすぎて気絶してしまいそうですわ！　こんなに幸せなことはありません！　喜んで冬夜様のところへお嫁よめに行きます！」

　鼻息荒く両手を胸の前で組み合わせながら、キラキラとした瞳ひとみをこちらへ向けてくる。あー……。これはなにを言っても無駄な気がしてきた。

　なんだろうなー、こっちの世界の人たちって結けつ婚こん観かんがあっさりしてるっていうか……。軽く考えているわけじゃないんだろうけど。こういうところが別の世界なんだなあって痛感する部分だよな……。

「どうだろう。ルーシアをもらってはくれないだろうか？」

「む、ぐ……結婚は僕が十八になるまで待っていただきますけど、それでもいいんですか？」

「なんら問題ないな。ではそのように」

　まあ、十八まで待つ必要もないのだけれど、そこはわずかな抵てい抗こうというか、なんというか。

　きゃーっ！　とはしゃぎながらルーがユミナたちの輪に加わっていく。仲良くなるの早いなァ……。なんかのクラブかサークルみたいだ。

「むろんそれとは別に、謝礼としていくらか贈らせてもらうぞ。どちらにしろこれで対等な関係として、ベルファストとレグルスの同盟を結ぶことができる」

　皇こう帝ていの言葉をあらためて考えてみるとすごいな。これでベルファスト、ミスミド、リーフリース、レグルス、と大陸の西方諸国のほとんどが同盟を結んだことになるのか。

「ところでこの際だからユミナとの婚約もルーシア姫との婚約も、国内外に正式に発表してはどうかと思うのだ。しかしそうなると冬夜殿にそれなりの身分が必要となってくる。そこでレグルス皇帝と協議をした結果、冬夜殿には両国から領地を分割譲じよう渡とすることに決まった」

「……どういうことです？」

　言ってることの意味がわからない。領地をくれるということだろうか。正直、そんなモノをもらっても統治なんかできないし困るんだが……。

「拝領ではない、譲渡だ。つまり、レグルスとベルファストの境に小さな国を建国する。そしてそこの国王として冬夜殿に即位してもらう、とこういうわけだ」

「はあ!?」

　建国って、国を作っちゃうの!?　国王って僕が!?

「まあ、国と言っても国民は冬夜殿の身内だけだが。だが、小さくても独立国である以上、ベルファストやレグルスの法律に縛られることはない。その建国の後ろ盾だてには両国がなるし、むろん不ふ可か侵しんとする。その国でどんなことが起ころうが、こちらは一切干渉しない。冬夜殿の自由だ。これなら立場的にも問題ないし、両国の姫と結婚するにもふさわしい身分となる」

　バチカン市国みたいなものか？　それともどこかの公国みたいな感じだろうか。どっちにしろ国を一個もらってもいいのだろうか。

「冬夜殿、地図を表示してもらえるか？」

「え？　あ、はい。マップ表示」

『了りよう解かい。表示しまス』

　国王陛下の言葉に状じよう況きようがつかめない僕は言われるがままに地図を空中に投とう影えいさせる。

　左手にベルファスト、右手にレグルス。その境目を国王陛下が指差した。

「両国の間には北から三分の二ほどメリシア山脈が延のび、その下は森林や平原の広がる地帯となっている。豊かな土地ではあるのだが、ここは魔ま獣じゆうも多い。なのでここを避け、さらに南下して両国の交易路があるわけだ。この平原地帯を両国から分割し、独立国として建国する」

　ちょ、そこさっき魔獣が多いとか言ってませんでしたっけ!?

「そんな危険なところに住めと？」

「住む必要はないがね。ただ、この地域は今後小さな独立国として扱あつかわれる。となれば、我々の国はなにも手て出だしができない。極端な話、ここに盗とう賊ぞく団が根城を作って好き勝手していても、我々は指をくわえて見ているしかないわけだ。国王である冬夜殿に抗議をするくらいだな、できるのは」

　ニヤリと笑う国王と皇帝。汚なぁー、交易路の危険排はい除じよに担かつぎ出されたようなもんじゃんか。同盟を組めばこれから両国の間で頻繁に人の行き来が行われるだろう。その安全対策のためにその危険地帯をなんとかしてくれと、こういうわけかい。

　というか、よく考えたらこれって事前に打ち合わせしてるよな？　ルーのことも含ふくめて全部。しまった、嵌はめられたか？

「なんか騙だまされてる気がするんですけど……」

「いやいやいや。土地が豊かなのは確かだし、国土としてもそれなりに広い。ここが安全地帯となれば、交易路を安心して人々は利用できるし、冬夜殿も土地と身分を手に入れることができる。いいことずくめじゃないか」

　そうなんだけどさー。なんかいいように使われているような気がするぞ。伊達にこの人らも一国の君主じゃないということか。抜け目ないわぁ。どちらも臣下に殺されかけてるけど。

　うーん……。悪い話じゃないのかなあ。確かにお姫ひめ様さまを二人ももらうなら、それなりの身分じゃないと、ってのはわかるけど。国民とかいないだけ面めん倒どうじゃないからマシかなー。

　それに好き勝手できる土地があるってのはやっぱり魅力だし。なんちゃって王国でもあれば便利か。

「わかりましたよ。その土地を安全にしてくればいいんでしょ。やりますよ」

「すまんな。そのあと両国の後ろ盾をもって、正式な声明で新国家樹立を宣言すればいい。両国と同盟関係にある国は承認するだろう」

　国家樹立ねえ……。あまりピンとこないけど。まあ、まだなんにもないしなあ。片付いたらお城でも建てますかね？

「とうとう王様でござるか……。拙者たちの旦だん那な様さまはすごいでござるなあ」

「ねー。ここまでになるとは思ってもみなかったわよ」

　八重とエルゼが顔を見合わす。僕も思ってみなかったよ……。流されてるなあ。

「国の名前とか、どうするんですか？」

　リンゼが僕に尋たずねてくる。うーん、国名ねえ……。望月国とか？　うわ、恥はずかしい！　それだけは却下だな。

　ニホン公国とか？　語呂が悪いか。ジャパン、ジパング……。むう。これといったものがないな。あ。

「ブリュンヒルド……かな。ブリュンヒルド公国」

「ブリュンヒルドって冬夜さんの持ってる武器の名前ですよね？」

「うん。たぶん元々は戦いくさ乙女おとめの名前がもとになっていると思うんだけど」

　ブリュンヒルド公国。響きは悪くない気がする。まあ、公国と言ってもなんにもない国だし、土地名みたいなもんだからそこまで気にすることはないかもしれないけど。

「ブリュンヒルド公国、か。悪くない。ベルファスト王国はブリュンヒルド公国の建国を支持し、同盟国として承認する」

「レグルス帝国も同じく」

「承認って、この場所を安全にしたら、でしょう？」

　ここってどれくらいの広さなんだろう？　みんなにわからないようにスマホで確かく認にんしてみる。範はん囲い指定して面積を割り出すように指示してみた。

『約四一〇平方キロメートルでス』

　と、言われても正直よくわからん。例えば東京23区ってどれくらいの広さだ？　検けん索さく検索……えっと、約六二一平方キロメートル……。

　え!?　東京23区の三分の二くらいあんの!?　広っ！
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「なんにもないなあ……」

　見えるのは草原と森。そして丘と遠くに山。近くには川も流れている。

　ベルファストとレグルス両国から譲渡された土地にみんなで来てみたが、これといって特とく徴ちようのない土地だった。まあ、特徴があり過ぎる土地よりは遥かにいいんだろうが。

「さて、と……。検索。性質的に人に危害を加える可能性のある危険な魔獣を表示」

『了解。表示しまス』

　パッ、と現れた周辺地図の森を中心に、トトトトトトトトッ、と次々と赤いピンが落ちる。多いなあ！

　東京23区の三分の二もあるんだから当然なのか？　一角狼とかそれほど危険度の高くない魔獣は避けたんだけど、それでもこれか。さて、これをどうしようかね。

「攻こう撃げき魔ま法ほうでも落とすか？」

「これだけの数の魔獣を一気に殺すとなると……」

　ユミナが眉をひそめる。うーん、そうだよなあ、死体の山だよなあ……。

　肉食獣じゆうが食べてくれるかもしれないけど、この数が全部お肉になったら食べ切れないよな、普ふ通つう。腐臭とかで大変なことになりそうだ。それに大半はお肉になる方が肉食獣だろう。

　生きたまま【ゲート】でどこかに送るって手もあるけど、人を襲うかもしれない魔獣を送られたところは迷惑だろうしなあ。あ、海の上とかに転移って手もあるか。

「でも素材になる魔獣もいるかもしれないから、もったいないわよ」

　エルゼのいうことももっともだ。お金になるならもらっとかないと損だよな。海の上に転移させるのはもったいないか。

　事前に『バビロン』で領国内を見回しているから、どこにでも【ゲート】を繋ぐことは可能だけど、大変だぞ、こりゃあ……。

「じゃあ手近なところから【ゲート】で呼び出して倒たおすか。あ、別に呼び出さないでもそのまま倒して、それを僕ぼくが回収すりゃいいのか。それから素材を剥いで……でも死体はどうする？」

「それは今まで討とう伐ばつ依い頼らいとかで行った森とか山に分散して転移させればいいのでは？　そこの動物たちの餌にもなるし、森とかなら土の栄養にもなるでござろうし」

　んー、じゃあそれでいくか。八重の言う通りにした方が楽そうだし。

「そんじゃいきますか。このままターゲットロックオン。【シャイニングジャベリン】発動」

『了解。【シャイニングジャベリン】発動』










「やっと終わったぁ……」

　もー、やだ。ひたすら剥ぎ取り続けるのはキツイ。魔獣によって価値がある部位は違ちがうから、牙きばだったり爪だったりでいちいち判断しないといけないし。

　途中から僕らだけでは無理と判断したので、王都からレベッカさんにローガンさん、それにウィルを連れて来て手伝ってもらった。剥いだ素材の半分は各々自分のものにしてもいいといったら、喜んで手伝ってくれたので助かったが。

　同じように手が空いていたメイドのセシルさんや、庭師のフリオさん、この際だから非番だったリオンさんも引っ張り込んで手伝わせた。アルバイトだとしたらかなり割のいい仕事だったと思う。

　リオンさんが剥いで剥いで剥ぎまくっていたが、なにかお金が必要なんだろうか。十中八九、オリガさん絡みだと思うけど。婚約指輪かな？

　逆にルーはこういうことに慣れてないらしく、少々手こずっていたので手伝ってやりながらコツを教えてあげた。

　意外と飲み込みが早く、すぐにある程度の腕前になったのには驚いたな。

「お姫様だもんな。こんなの初めてだろ？」

「はい。でも、こういうのも勉強になりますわ。いろいろ学んで他の皆みなさんと同じように、早く冬夜様のお役に立ちたいんですの」

　そう言って屈託無く笑うルーの頭を撫なでてあげると、照れたように頬ほおを染めた。うん、可愛かわいい。

　レグルス帝国の第三皇女、ルーシア・レア・レグルスは僕の婚約者となったと同時に、ユミナたちの勧めもあってベルファストの屋や敷しきへとやってきた。

　ユミナの時も思ったが、この世界の姫って行動力あり過ぎだろ……。

　服装も初めてあった時のようなドレス姿ではなく、動きやすい服装を身にまとっている。

　長なが袖そでのシャツに首元には若草色のリボン、その上にベストを着込み、白のプリーツスカートの下には黒いタイツ。腰こしには高そうな装飾が施ほどこされた小剣シヨートソードが二本交差するように下げられていた。

　聞いたところによると、ルーは「双そう剣けん使い」らしい。キャロルさんらに交じって嗜み程度に学んでいたようだ。魔ま法ほうは属性を持ってないので使えないとか。

　八重が一度手合わせをしてみたらしいが、ルーの腕前はそこそこあるとのこと。双剣使いというものは素早さとトリッキーな動きを信条としているので、やりにくい相手はとことんやりにくいらしい。

　確かに剣が二本あるだけでけっこうやりにくいかな。だけど魔獣が相手だったりするとまた違ってくるだろうし。

「さて、これで危険な魔獣はいなくなったかな」

　もう一度マップを呼び出して確認する。とりあえずピンは落ちなかった。

　ふと思いつき、ついでに人間を検索してみると僕らの他に森の一角に数人固まっているのを見つけた。

　誰か住んでいるのか？　ここは危険だから人なんかいないと聞いていたのだけれど。

「盗賊団……かもしれませんね」

「盗賊団？」

　画面を見ながらリオンさんがつぶやく。

「最近この界かい隈わいに頻繁に出没するって噂うわさです。そいつらのアジトかもしれません。確かかなりの賞金首の筈ですよ」

　確かにこのへんの森なら人は近寄らないし、隠かくれるにはうってつけか。それなりの腕うでがあれば魔獣からも身を守れるだろうし。
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「……どうします？」

　リンゼが尋ねてくるが、放っておけるわけがない。仮にもここは自分の国になるわけだし、もし本当に盗賊団なら退治してしまうのが一番だろう。

「じゃあ行ってくるか」

「私もついて行っていいですかね？」

　意外なことにリオンさんが名乗り出てきた。まあ、断る理由もない。みんなに素材の選別を任せて、二人で連れ立って盗賊のアジトへと向かった。場所的には二十分もかからないところだし、歩いて行ってもいいだろ。

「で？　賞金首が目当てですか？」

「え？　あー、ははは。やっぱりわかります？」

　リオンさんが苦笑しながら頭をかく。剥ぎ取りの時といい、なんか稼ぎたいオーラがビシバシ出てたからな。

「オリガさんに婚約指輪でも贈るんですか？」

「あ、や、そっちの方はもう贈ったんでいいんですけど」

「え!?」

　まさかプロポーズ済みだとは驚いたな。いや、リオンさんはなんだかんだで真面目だから、「結婚を前提としたお付き合い」だったんだろうけど。にしても早くないか？　って僕が言える立場じゃないか。

「はー……、それはおめでとうございます。でも、じゃあなんでお金を？」

「いやー、結婚資金と当座の生活費用、それとできれば新居が欲しいなあって……」

　リオンさんが困ったように笑うが、どこか嬉しそうだ。まあ、気持ちはわかる。しかしそれだと確かにお金がかかるなあ。

「実家から援助してもらうとかは？」

「いや、ウチは『自分の力で切り開け』って家風だし、向こうは『お金は自分で稼ぐもの』ってのが信条ですからね……」

　あー……。筋金入りの軍人と生粋の商人だからなあ。

「二人とも実家暮らしでしたからね。私は次男ですし、結婚するなら家を出ないといけないんで」

「オリガさんがベルファストに来るんですよね？」

「私が商人を継ぐわけにもいかないですしね。しかしこの分ではオリガさんをこちらに呼ぶのがいつになることやら……」

　ため息をついてリオンさんがつぶやく。うーん……僕が貸してあげてもいいんだが、それだとリオンさんが父親のレオン将軍に怒られるかもしれないしなあ……。

「そういや盗賊団が奪うばった金品とかってどうなるんですか？」

「出自がわかるものは持ち主に返却されますよ。それ以外は盗賊団を捕つかまえた者の所有物になります。そうでもしないと盗賊団を退治する旨味がないから、長いこと放置されてしまいますし」

「ってことはこの先の盗賊団がたんまりお金をもっていたら……」

「実はそれを期待しています。もちろん持ち主がわかるものは返却しますけど」

　持ち主がわかる物なんてそうそうないだろうし、それならほぼ全部手に入るんじゃないかな。

　マップに従って進むと森の一角に雑に建てられた小屋が見えてきた。あれが盗賊団のアジトか。

「賞金首の盗賊って何人です？」

「三人ですね。三兄弟の盗賊団だったと」

　マップを確認するとピンは三本。どうやら全員いるようだ。リオンさんは腰から僕があげた短たん剣けんを抜ぬくと、刀身を伸のばし長ちよう剣けん状態に変化させた。

　じゃあここはリオンさんに任せますか。僕も盗とう賊ぞく討とう伐ばつに加わると報ほう酬しゆうとか山分けになっちゃうしな。










　結局、あっさりと盗賊団はリオンさん一人に退治された。退治といっても剣のスタンモードで麻ま痺ひさせられただけだが。もしも盗賊団じゃなかったら大変だしね。その心配はいらなかったようだけど。

　盗賊団はそこそこ派手に稼いでいたようで、けっこう貯め込んでいたらしい。ホクホク顔のリオンさんが盗賊たちを縛り上げ、僕が開いた【ゲート】を通って王都へと連行していった。

　盗賊たちの財宝をまとめて、あとでリオンさんに渡わたすために【ストレージ】に収納する。アジトの小屋は【グラビティ】で潰しておいた。変な奴やつらにまた住まれても困るしな。

　みんなのところへ戻もどると、ほぼ素材の選別は終わっていた。それぞれ袋ふくろにまとめて【ストレージ】へと入れる。レベッカさんやセシルさんたちのも袋に名前を書いて入れておく。さすがにこの量は持って歩くにはキツイだろ。

　王都へ戻るとすぐにギルドへ直行し、買い取りカウンターで剥ぎ取った素材を買い取ってもらうことにした。量が多いので中庭で【ストレージ】を開く。あまりの量に買い取り担当の男の人が目を丸くしていた。

　買い取り金額を出してもらっている間に、僕はルーを連れて受付のプリムさんのところへ戻る。

「この子のギルド登録をお願いします。あと帝国から通知が来てると思うんですけど」

「あ、はい！　来てますけど……。あの、帝国での反乱を一人で鎮圧したって本当なんですかっ!?」

「正確には一人ではないですけど、本当ですよ」

「ふわあー……。本当なんだ。『月読』のオーナーってすごい人なんですねえ……」

　感心するプリムさんの横で、別のギルド職員からルーが説明を受けていた。一生懸命に話を聞いている。別にルーまで冒ぼう険けん者しやになる必要はなかったんだけどな。家にいてくれてもよかったんだけど、やっぱり自分だけ除のけ者にされてるようで嫌なのかもしれない。

「ではギルドカードの提出をお願いします」

　プリムさんに言われるがままにカードを差し出す。それを受け取るといつもとは違うハンコをカードにポンポンッと押おしていく。

「この度、帝国での上級悪あく魔ま討とう伐ばつが確認されました。上級悪魔討伐の証あかし、『デモンズキラー』の称号をギルドから贈らせていただきます」

「ドラゴンスレイヤー」に「ゴーレムバスター」、そして「デモンズキラー」か。称号もずいぶん増えたなあ。

「これにより望月冬夜様は称号を三つ獲得されました。そしてベルファスト王国とレグルス帝国、両国からの推薦がありましたので、ランクを上げさせていただきます。おめでとうございます」

「え？　そうなの？」

　返されたギルドカードは銀色になっていた。おお、キレイだな。称号の数に加え、人間性も両国が認めた以上、ギルドとしては昇格になにも問題は無いそうだ。

「いや、これはすごいことですよ!?　銀ランクの冒険者が出るなんてこの国じゃ十八年ぶりのことなんですから！」

　……そうなの？　そういや確かに依い頼らいボードの金と銀のところはいつも何も貼はってなかったけど。

「金ランクや銀ランクになると、もうほとんどギルドからの直接依頼になりますからね」

　ははあ、そういうことか。金ランクや銀ランクに依頼するとなるとかなりの難易度ということだけではなく、それを受ける者も限られてくるだろうからな。

　登録を終えたルーが黒いギルドカードを嬉うれしそうに見せてくる。

　そのルーを連れてギルドの中庭へ戻ると、ちょうど買い取りの査定が終わっていた。

　すでに自分たちの分を換金していたレベッカさんたちは、思いがけない臨時収入に喜んでいる。セシルさんやフリオさんたちも喜んでいた。臨時ボーナスだな。

　僕らの分とリオンさんの分とを別にして換金してもらっていると、ちょうどその本人がギルドにやって来たので、そのままお金を渡す。どうやら盗賊団を無事に引き渡して来たらしい。賞金も非番だったため、プライベートでの活動と認められて問題なく受け取れたそうだ。

　素材を換金したお金とは別に、盗賊団が貯め込んでいた財宝も渡す。それも換金してリオンさんはけっこうな収入を得た。これで結婚資金には充じゆう分ぶんじゃないかな。

　そういや、結婚のお祝いには何を贈ったらいいのかなあ。あとでみんなと相談しよう。







幕間劇　祖母と孫娘







　レグルスとベルファスト、両国から土地……というか、国をもらった僕ではあるが、未いまだにベルファストの王都に住んでいる。

　レグルスではクーデターの事後処理がまだ片付かないらしく、僕とユミナ、ルーの婚約発表や、新国家樹立宣言などはちょっと先延ばしになっていたのだ。

　そのタイミングで僕の住むベルファストの屋敷に一人の訪問客が訪おとずれた。

「お久しぶりです。冬とう夜や殿どの」

「ようこそベルファストへ。キャロルさん」

　屋敷を訪れたのはキャロルさんだ。帝国の騎き士しにして、初代皇帝より仕える「帝国十二剣」のひとつ、リエット家の女性騎士である。

　リエット家は長年これといった功績がなく没落一歩手前であったそうだが、先のクーデター事件において彼かの女じよの活躍（活躍したっけ？）が認められ、今ではその名めい誉よを取とり戻しつつあるとか。

　なんでも来期、騎士団の重要なポストに就くらしい。……少し不安だな。

「今日はどのような……ってレネのことに決まってますよね」

「はい。あの子に会わせてもらえますか？」

　つい先日、ウチで働く元スリの少女・レネが、どうやらこのキャロルさんのお姉さんの娘らしいことが発覚した。つまり二人は叔母と姪の関係に当たる。

　ハッキリと本人に確認したわけじゃないから、そこのところもちゃんと聞かないといけないよな。

　メイド長のラピスさんにお願いしてレネを応接間へと連れて来てもらう。

「旦那様、お呼びでございますでしょうか？」

　客の前という緊きん張ちようからか、慣れていない言葉だからか、怪あやしいセリフを口にするレネ。

　その言葉に苦笑しながら手招きで、こっちへ来るように指示する。

「レネ。聞きたいことがあるんだけどいいかな？」

「聞きたいこと？　……で、すか？」

「ああ、普通に話していいよ。レネのお母さんの名前ってわかる？」

「……母ちゃんの？」

　キョトンとしていたレネが、んー……と考え始める。

「えっと、確か『ステフ』だったかなあ。父ちゃんが酔っ払ったときに何回か聞いたことがあるよ。詳くわしくは聞かなかったけど」

　ちらりとキャロルさんを見ると、彼女は小さくこくりと頷うなずいていた。間違いない、か。

「レネ、あのペンダントをもう一回見せてくれるかな？」

「え？　別にいいけど、なんで？」

「重要なことなんです。お願いします」

　僕ではなくお客様であるキャロルさんの声に、疑問を持ちつつもレネは首元から例のペンダントを取り出してテーブルの上に置いた。

　大きな風の魔ま石せきが嵌はまった、逆三角形のペンダントである。

　それをキャロルさんが恐る恐る手に取ると、裏を返し、そこにあった紋もん章しようを確認する。

「間違いありません。これは私の姉が持っていたもの。我わがリエット家の家宝です」

「え!?」

　それを聞いたレネが慌あわててキャロルさんに口を開く。

「そ、それは父ちゃんが母ちゃんの形見だって言ってて、盗ぬすんだりしたんじゃ……！」

「わかっています。これは姉の物。ならばこれはあなたの物です」

「えっ……？」

「私の姉の名は『ステファニー』。ステファニー・リエットと言います。おそらくあなたの母です」

　ポカンと口を開けたまま、立ち尽くすレネに、取り敢あえず座すわるように促す。

「いいかい、レネ。君のお母さんはレグルス帝国の貴族の娘だったんだ。でも実家のお父さんと喧けん嘩か別れして家を飛び出した。そして冒険者だった君のお父さんと出会い、君が生まれた」

「じゃ、じゃあこの人は……」

「君のお母さんの妹……叔母さんになるね。キャロライン・リエットさん。レグルス帝国の騎士だよ」

「おばさん……」

　レネがそう呟くと、キャロルさんが胸を押さえて顔を歪めていた。なにしてんの、あんた。

「どうしたんですか……」

「いや、その、『おばさん』という言葉が刺ささるというか、なんと言うか……」

「なんで？　叔母さんはおばさんでしょうが？」

「連呼しないで！　間違いないんだけど！　間違いではないんだけど！」

　涙なみ目だめになりながら、キャロルさんは身み悶もだえていた。面倒だなあ。確かに微び妙みような年齢だけど……。

「レネ。おばさんじゃなく、キャロルさん、もしくはキャロルお姉さんとか別な呼び方で呼んでやってくれ。……面倒だとは思うが」

「え？　じゃあ……キャロル姉ちゃん？」

「っ、それで！」

　勢い込んでキャロルさんがそう言い放つ。「キャロル姉ちゃん」ねぇ……。まあ、僕も「冬夜兄ちゃん」って呼ばれてるしな。妥当か。

　レネの持っていたこのペンダント、実は魔道具だったらしい。リエット家の血筋にしか発動しない、風の魔法が宿っているんだそうだ。

　庭の方に出て、ペンダントを持ったキャロルさんがキーワードを唱えると、彼女の周りに風の防ぼう御ぎよ壁へきが展開した。これは【サイクロンウォール】かな？

　魔法を使えない人でも使えるようになるのが魔道具だが、その血筋の者でしか発動しないってのは珍めずらしいな。そういった【プログラム】的なものがされているのだろうか。ゲームとかでよくある、「伝説の勇者の子孫しか扱えない聖剣」みたいなものもこういったものなのかね？

　確認のため、レネにもやってもらったが、問題なく発動した。彼女にリエット家の血が流れているのは間違いないようだ。

　ちなみに僕もやってみたが、まったく発動しなかった。

「レネ。これで君はリエット家の一員だってことが判明した。帝てい国こくの貴族家の一人だということがね」

「そう、なんだ……」

　惚ほうけたように生返事をするレネ。無理もないか。いきなりそんなこと言われてもなあ。メイドさんがいきなり貴族令嬢だもんな。

「それで……どうする？　レネは帝国に行きたいかい？」

「……あたしは……このままここにいたい」

　小さい声だったが、レネは僕らに対し、ハッキリとそう口にした。

「ここにいたってメイドでしかないだろ。帝国に行けば貴族の令嬢として生活できるんだぞ。そっちの方が幸せに……」

「幸せかどうかはあたしが決める！　あたしはここの生活が好き。お屋敷にいるみんなが大好きなんだよ。だからずっとここで暮らしていきたいの！　みんなあたしの家族、だから……！」

「そうか……」

　涙目でしがみついてきたレネを僕は優しく受け止める。この子がそう決めたのなら僕はその居場所を守る。それだけだ。

「こうなるような気はしてたんですけどね……」

　苦く笑しようを浮かべながらキャロルさんが口を開く。レネのそばまで歩いてくると、かがんで彼女と視線を合わせた。

「あなたがそう望むのなら私からは何も言えません。ですが、あなたの家族は他にもいることを忘れないで下さいね」

「おばちゃ、」

「ぐっ!?」

「キャ、ロル姉ちゃん。ありがと」

　胸を押さえて痛みに耐える叔母さんに気を使う姪の図。なんだこりゃ。

　やがてキャロルさんが立ち上がり、僕の方に向き直った。

「さて、この子がここで暮らすのは構いませんが、その前に母には一度だけでも会ってもらいたいんです。なんといってもただ一人の孫ですし」

「え？　キャロル姉ちゃん結けつ婚こんしてないの？」

「ぐふっ!?」

　斬きられた！　後ろから姪になったばかりの子に斬られたよ、この人！

　ものすごく引きつった表情で、ギリギリと背後を向いたキャロルさんがレネにニッコリと微ほほ笑えむ。

「そおなのぅ。まだ結婚してないのよぅ……」

「あっ、アレだよ、レネ！　女性騎士ともなるといろいろと忙しくて出会いがないんだよ！」

　なんかものすごい負のオーラが漂い始めたので思わずフォローする。結婚できない理由はいろいろとあるだろうが、これもそのうちの一つには違いあるまい。

「そっかー。キャロル姉ちゃん綺麗だし、カッコいいし、おかしいと思った。こんな美人なんだもん、騎士じゃなかったら普通は男の人がほっとかないよね」

「っ、良いい子！」

　ひしっ、と姪を抱だきしめるキャロルさん。こういうところが残念な人だと思うんだが……。ま、何も言うまい。

「リエット家……キャロルさんの家って帝てい都とにあるんですか？」

「はい。小さいですが、貴族区に屋敷があります。私は騎士宿舎から週末しか帰りませんので、ほとんど母一人と使用人たちしかいませんが」

　帝都なら【ゲート】で跳とべるか。

「キャロルさんのお母さん……レネのお祖母ばあさんに、レネのことはもう話してあるんですか？」

「はい。実は母もベルファストまで来ようとしていたのですが、さすがにそれは止やめさせました」

　そりゃまた……。帝都からここまでけっこうあるぞ。騎士であるキャロルさんならまだしも、年配の方が馬車とかで来るにはかなりキツいと思うが。野宿とかもしなきゃいけないし。

　ふむ。レネを疎んじているということもなさそうだ。確かに一度会わせてあげた方がいいと思う。

　なら善は急げ。

「よし、これからレネのお祖母さんに会いに行こう」

「ええっ!?　今から!?」

　驚おどろく本人をよそに僕はラピスさんにしばらくレネを借りることを告げに行き、その足で自室にいたルーを引っ張ってきた。

　レグルスに行くならルーがいた方が話が早い事も多い。ベルファストならある程度の知り合いも多いのでなんとかなるが、レグルスだとまた違うだろうし。

「申し訳ありません、姫様。我が家いえのためにこのような……」

「気にする事はありませんわ、キャロル。貴女がいなければ私わたくしが冬夜様に出会うことはなかったかもしれません。これくらいのことなんでもないですわ」

　頭を下げるキャロルさんににっこりと微笑むルー。その横で、慌ててレネも頭を下げていた。いつの間にかレネの手には手提げ袋があった。おばあちゃんにお土産でも持っていくのかな？

「よし、じゃあ行くか。ラピスさん、あとは頼たのみます」

「行ってらっしゃいませ」

　部屋に【ゲート】を開き、キャロルさん、レネ、ルー、僕の順で転移する。

【ゲート】の先はレグルス帝国の帝都、ガラリアの街角にある路地裏だ。

　通りに出ると、つい数週間前にクーデターがあったなんて信じられないほど人々は穏やかに暮らしていた。

　レグルスはベルファストと比べてかっちりしているイメージがある。レグルスは直線、ベルファストは曲線、みたいな。

　整然とした街並みも歴史を感じさせる雰ふん囲い気きを醸し出だしており、帝都という自信に満ち溢れているようにも思える。

　華美ではないが、風格のある都。それがレグルスの帝都なのだろう。

　その帝都もクーデターの傷はまだ癒せていない。よく見ると、ところどころで家を建て直していたり、新しく街灯を設置したりしている。デモンズロードに吹っ飛ばされた家とかもあるからなあ。元通りになるにはもう少し時間がかかるだろうな。

「冬夜様。こっちですわ」

　辺りを見回していた僕の手をルーが引いていく。

　クーデターが起きたとき、火の手が上がったのはやはり一いつ般ぱん市民の住宅街や貧民街で、貴族たちが住むエリアは無事だったようだ。

　あの将軍も貴族たちをあえて敵に回すような事は考えていなかったということだろうか。

　しばらく歩くと大小様々な屋敷が立ち並ぶ地区が見えてくる。

　その一角、ちょっと外れたところにその屋敷はあった。

　大きさとしては中くらいになると思う。年季の入った赤い屋根の屋敷で、なんだか骨董品のような趣がある。その門はかなり立派で、左右から盾たてを支える二匹ひきのグリフォン、クロスした双剣と月げつ桂けい樹じゆという紋章が掲げられていた。

「キャロル様！」

　僕らが門の前まで来ると、身長が二メートルはありそうな大男が、中から声をかけてきた。

　白しら髪が頭にカイゼル髭ひげ、顔からすると年齢は六十はいってるんじゃないかと思えるが、その筋骨隆々とした身体からだつきは六十とは思えない。なんだこのジイさん……。

「ロビンソンです。昔から我が家に仕えている執しつ事じです」

「はあ……」

　僕だけじゃなく、レネとルーも呆気にとられていた。確かに執事服を着ているけれども。格闘家かなんかと言われたら納なつ得とくしてしまいそうな人だな。

「お早いお帰りで！　お……おお！　そちらの方がレネ様ですか!?」

「ああ、そうだ。ステファニー姉さんの娘だよ」

「やはり！　子供のころのステフ様によく似ておいでです！　お懐なつかしい……本当にお懐かしい……はっ、奥おく様にお知らせせねば！　奥様！　奥様！」

「あっ、こら、ロビンソン！」

　門も開けずに踵きびすを返した筋肉執事は、庭の方へと走って行ってしまった。……なんだアレ？

「あいつはもう……！　レネのことで舞い上がっているのはわかるが、姫ひめ様さまに挨拶も無しとはけしからん！」

「気にしないでいいですわ。今回、私わたくしはオマケのようなものですし」

　クスクスと笑うルーを背に、キャロルさんが門を開ける。敷地内に入った僕らは改めてキャロルさんに玄げん関かんの方へと案内された。

　リエット家は没落一歩手前と言っていたが、なかなかどうして、古いが趣のある立派な屋敷だった。

「こ、ここが、母ちゃんの家なの？」

「そうだ。十七までステフ姉さんはこの家で暮らしていた」

　屋敷を見上げるレネにキャロルさんがそう答える。ってことはレネのお母さんは十七で家を飛び出したのか。よっぽど父親に反発していたのかな。

　そんな何気ない僕の疑問にキャロルさんが答えてくれる。

「姉は女だてらに剣の才能がありました。だからこそ父は厳しく訓練をさせたのでしょう。しかし姉の方は、そもそも騎士の家系という堅かた苦くるしいものが嫌きらいだったように思われます。かなり自由な人でしたから」

「そうね。あの子は縛しばられるのが大嫌いで、いつもお父様に逆らってばかりだったわ。でも、とても優しい子だったのよ」

　不意に届いたその声に視線を向けると、そこにはキャロルさんと同じ金きん髪ぱつの婦人が立っていた。年としの頃ころは五十代後半か。落ち着いた感じの地味な服を着ている。派手さはないが、上品な仕立てのケープをその上に着込んでいた。

　もしかしてこの人が……。

「あなたがレネね。本当にステフの子供の頃にそっくり」

「あ、あの……あたしの、お、お祖母ばあさん、です、か？」

「おばあさん……。そうね、そうなるわね。あらやだ、意外とくるものがあるわね。一足飛びで大きな孫ができたものだから、ちょっと動揺しちゃったかしら」

　照れたような困ったようなはにかみで、婦人が答える。安心して下さい。娘さんに比べたらまだマシな方です。

「は、初めまして、レネです」

「あらあら、ご丁寧に。私はメアリーよ。メアリー・リエット。一応リエット家の当主をしているわ。そして、貴女あなたのお祖母ばあさんよ」

　ぺこりと頭を下げたレネに微ほほ笑えみながら答えるメアリーさん。肉親なのに堅苦しい挨拶だが、仕方ないか。まだ会ったばかりだし。

　やがてメアリーさんは僕ぼくに向き直ると深々と頭を下げた。

「望もち月づき冬夜さん、ですね。この度はご活躍なさったそうで……帝都をお救い下さりありがとうございました。孫や娘まで助けていただき、なんとお礼申し上げてよいやら……」

「あ、いえいえ。お気になさらず……」

「そしてそちらの方……は、あら？　いえ、まさか……」

　僕に向けていた視線を隣となりのルーに向けたメアリーさんの顔が強張り始める。バッ、とメアリーさんがその場で膝ひざをついて、深く頭を下げた。

「ル、ルーシア殿下!?　そ、その格好はいったい……！　いえ、なぜ当家に!?」

「それはこちらの望月冬夜様が私わたくしの大切な方だからですわ。ですからなんの不思議もなくてよ、メアリー」

「は、はあ……？」

　動きやすいラフな格好をしていたルーと僕を交互に眺め、メアリーさんはきょとんとしていた。

　そっか、ルーはメアリーさんと面識があったのか。

　後で聞いた話だが、帝国では新年の挨拶として、国中の貴族が皇こう帝てい陛下に謁見する行事があるらしい。当然、リエット家の当主であるメアリーさんも毎年出席している。

　その席でルーも第三皇女として出席していたわけか。

「お立ちなさい。今回、私わたくしはついでに来たに過ぎません。特別扱あつかいしなくても構いませんので」

「わ、わかりました……。仰せのままに」

　微笑むルーに従い、まだ落ち着きのない感じを残したまま立ち上がるメアリーさん。

　困惑しつつも、僕たちを屋敷の中へと案内してくれた。

　客室で派手さはないが落ち着きのある造りの内装に感心していると、さっきの筋肉老執事がお茶を持って現れた。ティーカップがオモチャみたいに見えるな。

　僕たちはこれまでの経緯と、レネの意思をメアリーさんに伝えた。レネのお母さん……ステファニーさんの死はキャロルさんがすでに伝えていたからか、彼女は僕らの話を黙だまって聞いていた。

　暑苦しく泣いていたのは執事だけだ。子供の頃から面めん倒どうを見ていたというからそれも仕方のないことなのかもしれない。

　ちなみにレネのお母さんはベルファストのとある村にある、小さな教会の墓地に眠ねむっているんだそうだ。

「あの子は幸せだったのかしら……」

「わかんない……。でもあたしを見てよく笑ってたって、父ちゃんが。あたしは全然覚えてないんだけど……」

　生まれたばかりじゃな。その親おや父じさんも天国でお母さんと仲良く暮らしてたらいいな。そんで、お祖父じいさんとも会って、みんなで仲良くしてたらいいよな。

「あなたが我がリエット家に来てくれるととても嬉しかったのだけれど……。いきなり貴族として生きろというのは難しいわよね。それにあなたのお母さんはそういったことを嫌って飛び出したのだし。もしもあなたを無理やり貴族にでもしたら、私があの世に行ったとき、ステファニーにものすごく怒られそう」

「ごめんなさい……。でも、あたしは冬夜兄ちゃんたちといたいんだ。みんな優しくしてくれるし、いろんなことを教えてくれるんだよ」

「メイドと言いましても、この子は新しく建国される国の、言わば王宮勤めになります。待遇は帝室の侍女並みにいいものですわ。心配はいりません」

　ルーがレネのフォローをする。

　新国家建国の情報はすでに一部の貴族たちには伝えられていた。初めは動揺もあったようだが、名ばかりの国だとわかるとそれも鎮静化していったようだ。

　国土が小さいということもあるが（と言っても僕的にはかなりのものだが）、たかが冒険者一人、何もできまいと思っているのかもしれない。ベルファスト、レグルス両国での一番小さな領地よりも、さらに小さい国だからな。ほとんど害はないと見られたのかもしれない。

　まだユミナとルーとの婚こん約やくはそれほど漏れてはいないようだ。それが発表されたらまた違ちがう反応があるかもしれない。

　ルーの言葉を受けて、メアリーさんが僕に向けて深々と頭を下げた。

「この子をどうかよろしくお願い致します」

「わかりました。どうかご心配なさらず。レネはすごく頭のいい子ですし、機転もききます。いろんなことをどんどん覚えていますからね。必ず立派に成長してくれますよ」

　褒められて照れたのか、レネは下を向いてモジモジしていた。やがて、「あ」とつぶやくと、メアリーさんに向けて口を開く。

「あの、調理場を貸してもらってもいい？」

「調理場を？　構わないけど、なぜかしら？」

「あたし、お料理もクレアさん……お屋や敷しきのコックさんから習ってるんだ。お、おばあちゃんにあたしの作った料理を食べてもらいたくて……」

「まあ！　まあまあ、それは素晴らしいこと！　ステフもそうだったのだけれど、キャロルも含ふくめてうちの娘たちは全くお料理がダメでね、焦げたものか生焼けの物しか食べた覚えがないの。二人とも剣けん術じゆつばかり腕うで前まえが上がって、女らしいことはさっぱりだったから」

　メアリーさんの言葉に視線を逸そらすキャロルさん。これも結婚できない理由じゃないスか……？

　執事のロビンソンさんに連れられて、レネが手提げ袋を持ってキッチンに向かうのをメアリーさんは微笑みながら見ていた。

「いい子ね。さすがステファニーの娘だわ。キャロルも見習ってくれるといいんだけど」

「母上……それでは私が何もできないみたいではないですか……」

「いい年して一人身の娘を心配してるのよ。あなたもお料理くらいできるようになった方がいいわよ？　宿舎で朝は起きられてるの？　家にいた時みたいに『あと五分……』とか言ってないでしょうね？　そういうだらしないところが男の人には透けて見えるものなのよ？　頼むからいいお婿むこさんをリエット家に早く連れてきてちょうだい。あなたの子供を見るまでは私はステフのところに行く気はありませんからね」

　祖母から母へと一いつ瞬しゆんにしてクラスチェンジしたメアリーさんの言葉の機き関かん銃じゆうに、キャロルさんは打ちのめされていた。

　キャロルさんがウンザリした顔をしてメアリーさんの言葉を聞いている。いくつになっても親からのお小言というものは、耳に痛いらしい。

「お見合いとかはしたんですの？」

　ルーが興味を持ったのか、二人の間に口を挟む。

　このままだとリエット家はキャロルさんが継ぐことになる。つまり、お嫁よめに行くことは不可能だ。婿として来てもらう必要がある。

　もしも相手が同じ貴族なら、家を継ぐ長男は無理だろう。次男か三男あたりに婿としてリエット家に来てもらうことになる。

「何件か申し込みはあったのですが……。ロビンソンに調べさせたところ、あまり素行がよろしくない者ばかりでしたので全部お断りしました。そのうち何名かは今回の反乱で捕まっていますね」

「ほうら、ごらんなさい。急ぐと碌ろくでもない相手を捕まえてしまうこともあるんですよ、母上。私はじっくりと相手を見極めたいんです」

「またそんなことを言って……。下手をすればレネの方が先にお嫁に行くかもしれないわよ？」

　いや、さすがにそれは……と思ったが、レネが十六とかで結婚するとしたらあと八年ほど。ありえなくもないのか……？

　元いた世界じゃ三十路みそじの独身女性なんてザラにいたけど、こっちだとかなり珍しいようだ。

　本人に何も問題がなくても、周りは勝手な想像をする。なにか結婚できない理由があるんじゃないか、と。結果、ますます結婚が難しくなるわけで。

　そう考えるとキャロルさんってけっこう崖っぷちなんじゃないだろうか。

　そんな失礼な考えをしていると、部屋の扉とびらが開き、レネとロビンソンさんが戻ってきた。二人とも料理の載ったワゴンを押している。

　テーブルにいる僕らそれぞれの前に、木皿の上に載った鉄板皿が置かれる。ありゃ、こうきたか。

　熱い鉄板皿の上にはジュウジュウと音を立てて、その料理が香ばしい匂いを放っていた。

「こ、これは見たことのない料理ね……。このウネウネと動いているのは、い、生き物なのかしら？」

「む、虫……じゃないですよ、ね？」

　メアリーさんとキャロルさんがなんとも言えない顔になる。まあ、初めてこれを見る人は大たい抵てい驚おどろく。イーシェンの人だとそこまでではないのだが。

「これは魚を加熱して乾燥させた『カツオブシ』というものを薄うすく削ったものです。あまりにも薄いので、料理の熱気で踊っているように動いているだけですよ」

「『カツオブシ』……魚、ですか」

「イーシェンじゃ料理の基本ともいうべき食材です。あんまり西方諸国だと馴染みがないでしょうが」

　踊る物体の正体がわかり、ホッとする二人。

　しかし、レネが作りたかった料理ってこれだったのか。確かに難しい料理ではないな。小麦粉や野菜、卵に肉があればなんとかなる。

　レネの持っていた手提げ袋ぶくろの中身はカツオブシやソース、マヨネーズとかだったんだな。

「これはなんと言う料理なの？」

「『お好み焼き』って言うんだよ。お屋敷の賄いでよく食べるんだ」

　メアリーさんの質問にレネが答える。もともとは僕が食べたくてクレアさんにレシピを渡わたしたものだが。

　誰だれにでも手軽に作れて美味おいしい。具材は自由。海産物を入れたっていいし、麺めん類るいを入れたってかまわない。まさにお好みで食べられるこれは、使用人たちの中で忙しい時の賄いによく出ているみたいだ。

「美味しそうな匂いですわ。食欲をそそります」

　お隣のルーはお好み焼きに興味津々といった感じだ。そうか、ルーは食べたことがまだなかったか。

「これは熱いうちに食べた方が美う味まいですよ。レネ、いただきます」

　僕は置かれていたナイフとフォークを手に取った。本当は箸はしで食べたいところだけど、よその家だし仕方がない。

　僕に倣ならって、メアリーさんらもナイフとフォークを手に取る。

　ナイフを入れると中からとろけたチーズが溢れ出してきた。おっとこれは不意打ちだな。実に美味そうだ。

　切り分けたお好み焼きを口にすると、僕にとっては馴染みのある懐かしい味が広がった。ふかふかの生き地じと甘辛いソースとの相性がまた抜群だ。とろりとしたチーズもまた濃厚で美味い。

「あら、あらあらあら！　美味しいわ、これ！」

「本当だ……これは美味い！　こんなの食べたことない！」

「美味しいですわ！　これがお好み焼き……！」

　三者三様の驚きではあったが、みんな気に入ってくれたようだ。パクパクと口に運ぶ手が止まらない。レネはそれを嬉しそうに眺ながめていた。

　やがてみんなが一枚全部をぺろりと食べ終えてしまうと、タイミングよくレネとロビンソンさんからお茶が出される。

　あれ？　ティーカップに入っているけど、緑茶だよな、これ。これも屋敷から持ってきたのか。

　家いえ泰やすさんからもらったイーシェン最高級の茶葉だ。メイドさんたちにも自由に飲んでいいと渡しておいたんだけど。

「このお茶も美味しいわ。ありがとう、レネ」

「よかった。おばあちゃんの口に合わなかったらどうしようかと思ってたから……」

　レネが照れたように笑う。それに微笑むメアリーさんを見て、少しは距きよ離りが縮まったのかなと少し安心した。

　僕は【ストレージ】からセットになっている「ゲートミラー」を出して、ひとつずつそれをメアリーさんと、レネに手て渡わたす。

「これは？」

「ゲートミラー」を手に取ったメアリーさんが首を傾かしげる。

「僕の作った魔道具ですよ。こちらの細い鏡の部分に入れた手紙が、対になっているもうひとつの鏡から出てくるんです。レネとの手紙のやり取りに使って下さい」

「冬夜兄ちゃん……いいの？」

「いいさ。王都と帝都は遠くて手紙を出しても時間がかかるからな。早馬なんか使ったらお金もかかるし。あと、連休の日は送り迎むかえしてあげるからおばあちゃんに会いに行くといい」

「冬夜兄ちゃん、ありがとう！」

　レネが笑え顔がおで抱きついてくる。おっとっと。僕がしっかりと受け止めると、ルーが口をパクパクさせてこちらを見ていた。

「ず、ず、ずるいですわ！　わ、私わたくしも冬夜様に抱きつきたいです！」

「ちょ、ルー……」

「はっ!?」

　周りからの微妙な視線にルーは、こほん、と咳払いをひとつし、ティーカップを優雅に口へと運ぶ。おい、ごまかせてないぞ。

「ま、まあ、子供のすることですし？　ムキになることもありませんわね」

　いやいやいや。いま思いっきりムキになってたっしょ。嬉うれしいような、困ったような。

　ルーは負けず嫌いなところがあるな。確かにレネと張り合っても仕方がないんだけど。

　そんなルーを見て微笑ましいと感じたのか、みんな笑いを堪こらえているようだった。レネだけはキョトンとしていたが。










「そうですか。丸くおさまってようございました」

「ん。レネがこの家にいるだけで明るくなるからね。居なくなると寂しいし、ありがたいよ。これからもレネのことをよろしく頼みます」

「は」

　執事のライムさんに帝都での出来事を話し、僕はあらためてレネのことを頼んでおいた。レネの意思でここに残ることを選んだ以上、僕としては後こう悔かいするようなことにはなってほしくない。

　バルコニーでライムさんが淹いれてくれた紅茶を飲みながら、夜空に浮うかぶ月を眺める。

「それでレネは？」

「今日はすでに部屋に下がらせました。セシルに便びん箋せんと封筒をもらっていましたので、さっそく帝都へと手紙を書いているのでしょう」

　なるほど。

　ちょっとだけ、レネが羨ましくも感じるな。僕は家族に手紙を書いても決して届くことがないから。

　でも、この世界には家族と同じくらい大切な人たちがいる。それはそれでとても素晴らしいことなのかもしれない。

「お代わりをお持ちいたしますか？」

「うん」

　空になったティーカップを持ってライムさんが部屋を出ていく。

　夜空に浮かぶ月を眺めながら、僕は残してきた家族の幸せを神様に祈った。







第四章　ブリュンヒルド公国







　帝国の反乱騒そう動どうから一ヶ月がたった。皇帝陛下はこの度の反乱を鎮圧し、帝都を救った英雄として僕を称えた。立場的には「帝都」を救った「ベルファスト」の冒ぼう険けん者しやである。

　この機を活かし、帝国はベルファストとの友好・同盟を発表、同時に互いの国から領土を分割した「ブリュンヒルド公国」の建国を認可した。

　その国の王である「公王」は僕である。なんでも公王という名称は、この世界で僕しかいないとかなんとか。

　新国家樹立には皆みな驚おどろいたようだが、現状は何も無い平原である。さほど興味は続かなかった。まあ、僕もすぐにどうこうしようとは考えてないからいいけどさ。

　国と言っても何も無いし、国民とか別に移住させる予定も無い。でっかい治外法権の土地をもらったくらいに思っている。畑とか果樹園くらいは造るかもしれないが。

　ユミナやルーとの婚約発表は先送りになった。ベルファストの方、ユエル王妃が産む子が男の子か女の子かで、僕の立場も変わってくる。そのため、ユミナとの婚約発表は延期となり、ルーの方だけ発表するのもどうかということになったわけだ。

　バズール将軍と数名の軍将校は処しよ刑けいされた。完全に反逆罪だから当然と言えば当然だが。その将軍から回収した「吸きゆう魔まの腕うで輪わ」と「防ぼう壁へきの腕輪」だが、これほどの騒動をしでかしたブツだ。また同じような野心を持った奴やつらが出てくるかもしれない。

　ベルファストにもレグルスにもこれは争いの種にしかならないということで、結局は破は壊かいするという形になった。「実はそれバビロンの遺産でー、僕に所有権があるんですー」とか言える状じよう況きようじゃなかった。

「工こう房ぼう」で作った偽にせ物ものとすり替えようかとも思ったが、そんな形で国王と皇帝を騙すのもどうかと思ったわけで。仮にも義父になる人たちなんだし。

　腕輪は二つとも両陛下の前で【グラビティ】でペシャンコにした。やっぱり惜しかったかなァ……。まだ少し臭かったし、まあいいか。

　さて、両国から国を分割、譲じよう渡とされ、こうしてブリュンヒルド公国は建国したわけであるが。










「……結局、あの国に引っ越すんですか？」

「いんや？　その予定は無いけど？」

　リンゼの言葉に答えながら、リビングでライムさんが持って来てくれた紅茶を飲む。だって不便じゃん。王都のほうが便利だし。

「しかし……今はいいでござるが、どのみち引っ越すことになると思うでござるよ」

「え？　なんで？」

「バカねー。このあとユミナとルーシア、どっちとも婚約を発表するんでしょ？　なのにここに住んでたらベルファスト寄りって思われるでしょうが」

　あ、そうか。帝国側としては面白くないかー。まあ【ゲート】があれば王都だろうが帝都だろうが一瞬で行けるから問題ないとも言えるんだけど。

「じゃあブリュンヒルドの方に住むしかないのか。どうするかな……この屋敷ごと向こうに転移しちゃうか？」

「ここはここで王都の拠きよ点てんとして残した方がいいんじゃないでしょうか。ブリュンヒルド公国大使館として」

　そっか、そういう形もアリか。と、なると向こうに住む場所を建てないといけないけど……。

「どこかで屋敷を買ってブリュンヒルドに転移させるか？　いや、バビロンにある空家を転移させたほうが……」

「どうせならお城を建ててしまったらどうでしょうか？　仮にも冬とう夜や様はあの国の王であるわけですし、屋敷を探すよりも自分好みに手を加えられた方が素敵ですわ」

「あ、いいですね。綺麗で真っ白なお城とか素敵です」

　ルーの提案にユミナが応え、きゃっきゃっとはしゃぎ始めた。本当に仲がいいなあ。この二人、同年齢であるためか最近よく一いつ緒しよにいる。生まれや育ちも似ているので、どこか気が合うのかもしれない。仲が悪いよりは遥はるかにいいので、僕としては助かるが。

「城ねえ……」

　スマホをネットに繋ぎ、「城」で画像検けん索さく。パパパッと様々な城の映像が宙に映し出される。

「冬夜さん、これは？」

「お城のカタログ……図ず鑑かんみたいなもんかな」

　リンゼに曖あい昧まいに応えて、画像を次々とスライドさせていく。

「イーシェンのような城もあるでござるな」

「城」ってだけで検索したから日本の城も入っちゃったんだな。……しかしいろんな城があるなあ。「ステーン城」なんて城もあるのか。スリップ使いの僕が参考にするにはふさわしいかもしれない。

「このお城とか白くてキレイですわー」

　ルーが目を留めたのはチェコのフルボカー城か。確かに白くてキレイだけど……。

「いや、でもな……？　やっぱり大きすぎるんじゃないかなあ。そもそも僕らには家臣とかいないわけだし。ここまで大きいと逆に不便じゃないかな……」

「うーん、そう言われると……」

「まずは小さな城をひとつ建てて、必要になったら増築していく、という形でいくか」

　と、決めても僕に城なんて建てられないのだが。

　いや、素材さえあれば【モデリング】で外観だけは作れるよ？　すごい大変だけど。

　けれど、内装とかまでは無理。写真とかじゃ一部だけしかわからないし。ベルファストの城とかを参考にすればできるかもしれないけど、どんだけ時間がかかるか……。

「どっかに使ってない手頃な城でも落ちてないかな……」

「こんなこともあろうかと、でありまス！」

　バァン！　と作業着を着たロゼッタが部屋に飛び込んできた。うわっ、びっくりした！

「今こそ！　今こそ『工房』の実力を示すとき、でありまス！」
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　ぐっ、と力強く拳こぶしを握りしめ、天にかざす。やたらテンション高いな、おい。

「『工房』には複製機能の他に、自動改造機能が備わっておりまス！　スキャンした対象を自分好みに改造して、製作することができるのでありまスよ！」

　むふーっ、ロゼッタが鼻息荒く一気に説明する。自動改造機能？　スキャンしたものを改造できる？

「さあ、行くでありまス！　我わが『工房』へ！」










　初めて見る「バビロン」に驚きを隠せないルーを連れて、みんなで真白き立方体、『工房』の中に入った。

　床ゆかから小さな立方体が次々と重なって、あっと言う間にロゼッタの前にモニターのようなものが作り上げられる。同じように後ろには小さな椅い子すができあがっていた。ロゼッタはその椅子に座りモニターに手を触ふれる。

「とりあえずこの国のお城をスキャンするでありまスよ」

　あらかじめバビロンはベルファスト城の上空へと移動させておいた。ステルス機能のおかげで誰も気がつかない。

　しかし、影かげも落ちないってのは何度見ても不思議だよな……。影ってのは光が遮断されて生まれるものであるから、遮断されてないってことで……いや、光が物体に沿って回り込めば……ううむ、魔ま法ほうに疑問を持つのはやめとこう。ハゲる。

　正面のモニターに上空からのベルファスト城が映る。緑の光が一瞬城を包んだと思ったら、次に画面上にその城の立体映像のようなものが浮かんだ。

「スキャン終しゆう了りよう。自動改造に移行するでありまス。何か注文はあるでありまスか？」

　こちらを振ふり向むき僕らに尋たずねてくるロゼッタ。

「注文っていうか……そうだな。まず、こんなに大きくなくていい。いくつか部屋を削ってもらえるか？」

「了りよう解かいでありまス」

　ロゼッタが立体映像に手をかざすと城の色々なところが大幅に削られていき、コンパクトになっていく。デザインも自動で変わっていくのか。

「あ、あとこの塔もいいや。外してくれ。中庭はもう少しこっちに広い方がいいな」

　僕の注文に合わせて城がまた変形していく。改造ってこういう事か。確かにこれはいいな。細かい設定や変形は『工房』が自動でやってくれるんだ。

　そうか、僕のブリュンヒルドの形を改造したのと同じ機能か。

「みんなもなにか希望ある？」

「そうですね……。バルコニーをもっと広く取りたいですね」

「城の裏庭に広い訓練場が欲ほしいでござるよ」

「あ、じゃああたしも室内格闘場がほしい！」

「図書室をもっと広めに、です」

「堀はもう少し幅を広く、大きな跳ね橋にしてほしいですわ」

　次々とみんなの注文を受けて、城の形が変わっていく。もはや初めのベルファスト城の名な残ごりなどどこにもない。完全に別物だ。堀や城門、跳ね橋と、城だけでなく周りの建物も変化していく。

「これでよろしいでありまスか？」

「うん、問題ない。で？　どうやってこれを造るんだ？」

「現場に行ってこのデータ通りにパーツを造り、土地を変形させてから転送して組み上げていくでありまスよ。三日もあれば完成するでありまス」

　これだけのものを三日か。すごいな『工房』。これを利用すれば、街とかもすぐできるんじゃないか？

「あとは素材が揃えばいつでも着工できるでありまス」

「…………は？」

　素材……って……え？　城の？　ちょっと待って、どういうこと？

「城の素材って、材料ってこと？　大理石とかレンガとか？」

「それだけじゃなく、ガラスから木材、真しん鍮ちゆうや鉄などの金属、絹や綿や麻などの布まですべての必要素材を揃そろえるでありまスよ」

「できるかあっ！」

　全部集めるのにどんだけ手間がかかると思ってんだ！　それなら普ふ通つうにお金払って城を建ててもあんまり変わらないだろうに！　人件費と建築期間が浮くくらいで！　いや、城ひとつの人件費っていったらかなりの金額かもしれんけど！」

「あのう、それって新品の素材じゃないといけないんですの？」

　ルーがおずおずとロゼッタに尋ねてくる。

「素材は一度分解して再構築するので古くても問題ないでありまス。あまりにも朽ちてしまったものはさすがに再構築できないでありまスが」

「……それなら帝てい国こくの北方に打ち捨てられた大きな城じよう砦さいがあったはずですわ。それをまるごと回収すれば、充じゆう分ぶんに素材として使えるのではないかと……」

　なるほど！　もともと城だったものを使えば大幅に必要な素材は減るな。布とかはボロボロになってるから使えないとしても、石材や金属、ガラスなんかは再構築すれば使えるだろう。

　捨てられた城なら消えたって問題ないだろうし、皇帝陛下に許可をもらって早速その城へ行ってみよう。思い立ったが吉日ってヤツだ。

　すぐに行動を起こそうとする僕を、なぜか提案したルー本人が申し訳なさそうに引き止める。

「えっと……あの～、実はその城砦なんですけど…………出るんだそうです……」

「……なにが？」

「幽霊が、ですわ」

　おいおい。まさか……。幽霊城……ですか？







　　　　　◇　◇　◇







　その城砦にはかつて領主が住んでいたという。当時の皇帝陛下の信任厚きその領主は、領民に慕われて寛大な政策と善政で有名な真面目な人物だったらしい。

　ところがあるときを境にこの領主はガラリと性格が変わる。最愛の妻が亡なくなったのだ。それから領主は城に閉じこもるようになり、やがてその領地である事件が起こり始めた。領民に行方不明者が次々と出たのである。

　やがて領民の一人が領主によって村むら娘むすめが拉ら致ちされる現場を見てしまう。事態を確かく認にんすべく、領民たちはこぞって城へと向かった。

　ところが城門を守るはずの門番がいない。それどころか城の中には使用人、騎き士し、従卒に至るまで誰一人としていなかった。

　不審に思い始めた領民たちが地下牢で見たものは、打ち捨てられた死体の山、山、山。領主が行っていたのは最愛の妻を蘇らせる秘法「死者蘇生」の研究。その実験台に城の中にいた者たちが犠ぎ牲せいになり、それが尽つきると適当な領民たちをさらい、研究を続けてきたのだ。

　命からがら逃にげ出だしてきた領民たちはこのことを帝てい都とへと訴えた。すぐさま当時の皇帝が兵を差し向け、領主はあっさりと捕えられた。そしてその場で処刑されたのである。

　だが、これでこの話は終わりではない。やがてこの城に新しい領主が赴任したのだが、一人目は病で亡くなり、二人目は遠乗りをしたときに落馬で死亡、三人目は自分の奥おくさんに刺さされてと、次々と亡くなってしまう。誰からともなく前領主の呪いだという噂うわさが立ち始めた。そして四人目の新領主がその城に住むのを嫌いやがったため、結局、城は廃城となり、打ち捨てられたのである。

　当然のごとく、周りの村は寂さびれ、人が寄り付かなくなった。そしてこの城は野盗や山さん賊ぞくの住すみ処かとして目をつけられることになる。しかし誰一人としてこの城に住み続けることはできなかった。捕えられた盗とう賊ぞくたちは皆みな、口々にこう言ったのである。




「あの城には幽霊が住んでいる」と。










「それがあの城、か」

「だいたい百年ほど前のお話らしいですわ」

　呪いの城ねえ……。ありがちなお話だし、真夜中に来ていたら怖かったのかもしれないが、昼間ではさすがに怖くはない。空も澄み渡り、雲ひとつない青空だ。清々しい。

　やってきたのはいつものギルドメンバーと新しく加わったルーに琥こ珀はくと珊さん瑚ご、黒こく曜ようの召しよう喚かん獣じゆうトリオ。その僕ぼくらの目の前に不気味に建つ古い城を見て、思わず腕を組む。確かになにか出そうな雰ふん囲い気きはあるよな。

「皇こう帝てい陛下に許可はとってあるんだよね？」

「はい。壊すなり建て直すなり、自由にしてよいと」

　よし。じゃあ遠えん慮りよなく城ごといただきますか。『工房』が設計した城より少し大きな城だから、素材が足りないってことはないと思うが。まあ、足りなかったらそのときは不足分をなんとか手に入れることにしよう。

「じゃあ【ゲート】を広げて、城ごとブリュンヒルドへ転移させるか」

「待ってください。その前に城内を確認した方が、いいかと。盗賊たちや、魔ま獣じゆう、アンデッドなどが巣食ってる可能性もあるかも、です」

「あと幽霊もね」

　リンゼの忠告をエルゼが笑いながら混ぜっ返す。どうやら幽霊が出るという話を彼かの女じよは信じていないようだ。の、わりには顔が引きつっているように見えるんだが。

　確かに中に余計な奴らがいては面倒だ。一応確認のため城を探たん索さくしてみたほうがいいかもな。……変なスライムとかいないだろうな。

　城門をくぐり抜ぬけて城内へと入り、玄げん関かんホールへと辿たどり着く。薄うす暗ぐらい中に蜘蛛くもの巣や埃ほこりだらけの調度品がうっすらと見えた。

「じゃあ二人で三組ずつバラバラに別れてざっと見回ろう。なにかあったら琥珀や珊瑚たちを通して連れん絡らくしてくれればいい。ユミナとルーに琥珀、リンゼと八や重えに珊瑚と黒曜、エルゼは僕と回ろう」

「えっ、あ、いいわね。じ、じゃああたしたちはあっちから回ることにするわ！」

　バタバタしながらエルゼがスタスタと奥に歩いていく。しかしすぐにピタッと立ち止まりこちらを振り向いた。

「ほ、ほら！　いくわよ、冬夜！」

　それを見てくすくすと笑うリンゼ。どうやら双ふた子ごの妹さんはすべてお見通しのようだ。エルゼの元へと小走りで駆かけ寄り、横について歩き出す。みんなもそれぞれ城内へと散っていった。

　窓の外を見ると雲が出てきたようだ。さっきまで晴れていたのになあ。

「で、エルゼさんは幽霊が苦手なのかな？」

「なっ!?　なに、なにを言ってるのよ!?　ゆっ、幽霊なんて、幽霊なんて……！」

「あ、後ろに白い影が……」

「っきゃああああああああっ!?」

　悲鳴をあげながらエルゼが僕に抱きついてくる。おうっ、痛い痛い！　気持ちいいより、痛い！　ベアハッグってやつじゃないのこれ!?

「ごめ……カーテンでした……から、放し……！」

「……カーテン？」

　振り向いたエルゼの前にはボロボロになった黄ばんだカーテンが隙すき間ま風に揺れていた。それを見てエルゼがパッと腕を放し、僕を解放する。

　うおお……背骨が折れるかと……。

「カ、カーテンかぁ……」

　ホッと胸を撫で下ろし、安あん堵どの表情を浮かべるエルゼ。

「やっぱり苦手なんじゃないか」

「う……」

　顔を真っ赤にさせながらこちらを振り向く。口をパクパクさせながら、どうやら言い訳の言葉を探しているようだ。

「……怖いもんのひとつやふたつ誰にでもあるでしょう？」

「ま、そうだけどさ。意外だなーって」

「殴れない相手は苦手なのよ……」

　エルゼがむすっとした顔でそっぽを向く。まだ顔は赤いまんまだ。苦手な理由がなんとも彼女らしい。ゾンビやスケルトンなど殴れる相手はまだマシな方だとか。あいつらは再生するけどな。

　そんなエルゼの手を握る。

「ひゃっ……!?」

「ま、そんなに隠すことじゃないだろ。怖いならこうやって手を握にぎっててあげるからさ」

「…………うん……」

　小さくエルゼが頷うなずく。手を繋いだまま辺りの気配を探りつつ、ひと部屋ひと部屋覗のぞきこんで誰もいないかを確認していく。

　やっぱり結構広いよな、この城。埃だらけの蜘蛛の巣だらけだけど。ここまで埃や蜘蛛の巣があるってことは、誰も何もいないんじゃないかねえ。そんなことを思い始めたとき、部屋の隅すみでガタッと何かが動いた。

「ひっ!?」

　エルゼが僕の腕に抱きついてくる。二つの柔やわらかいものが僕の腕にぎゅうっと押おし付けられた。グッジョブ！

　そんなつかの間の幸福を生み出してくれたネズミはチョロチョロと部屋からどこかへと消えていった。

「ネズミかぁ……」

「ネズミは平気なんだね」

　普通、女の子ならネズミやゴキブリなんかも怖いんじゃないかなーと思ったけど、この世界の女の子たちは総じてタフだ。それぐらいでは動じないのかもしれない。

「二階の方に行ってみようか」

　階段を登ると踊おどり場の所に大きな肖像画がかけてあった。二十代で薄緑のドレスを着た若い女性が、椅子に腰こし掛けて微ほほ笑えんでいる。この城の最後の領主の奥さんかな。なかなかの美人だ。……大きいし。

「なに見てるのよ？」

「え？　いや、なにも!?」

　エルゼにジト目で睨にらまれ、目を逸そらす。流石さすがにユミナやルーには負けてないが、妹よりも若じやつ干かん小さめなのを気にしているんだろうか。気にすることないのに。さっきの感かん触しよくから、充分だと断言できますよ？

　逃げるようにエルゼの手を引き、二階へと向かう。二階の廊ろう下かから外を見るとますます空が曇っていた。さっきまでの天気が嘘うそみたいだ。

《琥珀、珊瑚、黒曜。そっちはどう？　なんか変わったことあった？》

《いえ主あるじ。こちらはなにも》

《こっちもなにもないわよぉ》

《ネズミが何匹びきか出ただけよの。つまらんわ》

　どうやら向こうも進展はないらしい。六人がこれだけ部屋を回ってるのだ、盗賊なんかがいたら逃げるなり、襲いかかってくるなりしてるだろう。それに今まで部屋を回って見た限り、どう考えても長い間、誰も出入りしたようには思えない。なにせ廊下まで埃だらけなのだ。しっかりと僕らの足跡が残っている。動物だろうが人だろうが、なにかがいたら痕こん跡せきは残るはずだ。

「やっぱりデマだったのかな？」

「そうよね、ゆ、幽霊なんているわけないわよね？」

「いや？　生霊と言われるレイスとか、幻げん霊れいと言われるファントム、悪霊と言われるスペクターとかが、たぶん一いつ般ぱん的に幽霊と言われるモノだと昨日リンゼが……」

「うあうあうあー、きーこーえーなーいー！」

　耳を塞いで僕の言葉を聞かないようにするエルゼ。子供か。

　どうもこちらの世界ではレイスやファントムと言った霊的モンスターは認知されていても、それが死んだ人間から生み出されたモノかまでは実証されてないっぽい。ゾンビとかグールとかああいったアンデッド系は実証されているのにな。ん？

　うわ、とうとう降り出したな。

　外を見るとパラパラと雨が降り出していた。雨漏りしないだろうな、ここ。いや、百年も経ってるんだからたぶんするよなー。

　入ったときとは比べようもなく薄暗くなった城の中を、さっきより僕の腕うでにぴったりとしがみついたエルゼと共に進んでいく。

　やがて行き止まりの所で、両開きの大きな扉とびらが現れた。領主の部屋か？

　埃だらけのノブを回し、ギギギギ、と軋きしむ音をあげながら扉を開く。

　かなり広い部屋で天てん井じようも高い。おそらく昔は豪勢なシャンデリアがぶら下がっていたのだろうが、今は落ちて粉々になり床に散らばっている。金具が錆びたのかな。

　一部が崩くずれた暖炉の横にはチェストボックスらしきものがあり、その上には古ぼけた花瓶が並んでいた。部屋の隅には錆び付いた鎧よろいが置いてあり、なんとも言い難い雰囲気を醸し出している。

「なんかヤな雰囲気ね……」

　ビクビクしながらエルゼが僕に抱きついてくる。怖いとはいえ、なんか大胆なんですけど……。

　部屋の壁かべにはまた肖像画が飾ってあった。今度は髭ひげ面づらのゴツい男で、軍服みたいな服を着込んでいる。そしてその横には地味な感じの女性が地味なドレスを着てひっそりと付き従っていた。これって例の殺人領主なのか？

　いや、違ちがうな。この城は持ち主がそのあと三度替かわってるんだ。たぶんこれは最後の領主なんだろう。

　ふと、違和感を覚えた。

　……あれ？　おかしくないか？　この奥さんが最後の領主の奥さんだとしたら……大きくない。

「……どうかした？」

「いや、さっきの踊り場にあった肖像画の人って、この人じゃないよな？」

「そういえば……」

　もう一度よく肖像画を見ようと視線を向けたとき、開いていたはずの扉が、バァンッ！　と勢いよく閉まった。

「ひゃうううっ!?」

　ぎゅうううっとエルゼが僕にしがみつき、抱きしめてくる。痛い痛い痛い！　まさか【ブースト】使ってないよな!?

「風で閉まったのかな……？」

「か、風？」

　これだけボロいんだ、隙間風もあるし、どこか穴が開いた壁があってもおかしくない。ん？

　耳を澄すますとカタカタ、カタカタとなにか音が聞こえる。またネズミか？

　いや、この音は……花瓶か？　花瓶が小刻みに揺れている。地震とかじゃない、花瓶が勝手に震ふるえている。

　やがて花瓶が勢いよく飛び出し、僕らの方へ向かってきた。

「くっ！」

　エルゼを抱えたままそれを避けると、花瓶はそのまま壁にぶつかり砕くだけ散ちった。これってあれか!?　幽霊モノの定番、ポルターガイストってやつ!?

　同じようにまた花瓶が飛んでくる。今度はブリュンヒルドで撃うち落とした。すると今度は机の上に置いてあったペンやハサミ、本ほん棚だなに収まっていた本が次々とこちらへ向けて飛んでくる。

　それらすべてを僕が撃ち落とし、斬きり払っていく。あいにくとエルゼはこの状況では役に立たない。やがてポルターガイスト現象が沈静化したかと思ったとき、部屋の隅にあった錆だらけの鎧が剣けんを抜いて動き出した。

「オイオイ……」

　いつしか窓の外は降りしきる豪雨に混じって稲いな妻ずまの光が瞬まばたき、大音量の雷鳴が轟とどろいていた。

　ガッチャガッチャと音を立てて、剣を振りかざしながら僕の方へと鎧が迫せまる。

「【光よ穿て、輝かがやく聖せい槍そう、シャイニングジャベリン】」

　光の槍やりが鎧を貫き、そのまま壁も貫く。鎧はバラバラに粉ふん砕さいし、辺りに破片が散らばる。

《オノレェ……我が城を荒らス賊め、天てん誅ちゆうを加えン……殺ス……殺スゥ……死にたく無けレばこの城から出ていけェエェ……！》

　どこからともなく部屋の中に声が響く。っていうか死にたく無ければ出ていけとか、ずいぶんと親切な悪霊だな。こういうのって大たい概がいは問答無用で、聞く耳持たないってのが定番なんじゃないのかね。

「おとなしく出て行けば僕らに危害は加えないのか？」

《そゥだ……出ていけバなにもせヌゥ……》

「断る」

　言いながら僕は先ほどと同じように光の槍を壁に撃ち込む。ガラガラと音を立てて壁に大きな穴が開き、雨がザァザァと降る外が丸見えになった。

《琥珀、珊瑚、黒曜、みんなに外に避ひ難なんするように伝えてくれ。幽霊と戦せん闘とうになる》

《御意。奥方様たちはお任せあれ》

《こっちも了解よぉ～》

　琥珀たちに念話を送り、さらに光の槍をぶっ放す。たちまち隣となりの部屋まで壁がぶち抜けた。メインの柱は避さけて撃ち込んでいるので、天井とかがすぐに崩れる心配はないだろう。

《きっ、貴様ぁアァ！　な、なンてことをするのだァぁあァ！》

「どのみちここは潰す。瓦が礫れきにするんだから問題ない」

《そ、そんな……この城を潰す!?　それは困りますぅ……い、いや、やめろおぉお！　呪うぞ、呪い殺すぞう！》

　なんかおかしい。悪霊にしては迫力が無いし、さっきから反撃らしきものがない。

「おい、幽霊。お前、本当に幽霊か？」

《ぎく。そ、その通りダァぁあァ！　この城に取り憑ついた幽霊なるぞぉおォ！》

　ぎく、って言ったよな、今。言うか普通。

「ってことはこの城を完全に破壊すれば、お前は消しよう滅めつするんだな」

《その通りだァァあァ！　あ、ち、違う。違いますぅ！　壊しても消滅しません、し、しないのだぁー!!》

　完全にキャラが崩壊してるじゃんかよ。さっきまで怖がっていたエルゼでさえ、キョトンとしているぞ。

「おい、幽霊。お前は誰だれだ？　きちんと説明するなら話を聞くよ？　でなければ問答無用でこの城は瓦礫の山だ」

《……………………》

　幽霊は答えない。何者かは知らないが、この城に固執しているのは確かだ。話し合いの余地があると思ったんだが。

「話すことなんかないってんなら、ここを瓦礫に……」

《あああ～っ！　まっ、待って待ってぇ！　わかりました、わかりましたからぁ！　きちんと話をしますから踊り場の方へ来てください……》

「踊り場？」

　ボロボロになった領主の部屋を出て、先ほど通った踊り場へと戻もどる。相変わらずエメラルドグリーンのドレスを着た女性の絵が飾られていた。椅子から立ち上がったその女性を再び眺ながめる。……やっぱり大きいな。つまり最後の領主の奥さんじゃない。

「……あれ？」

「どうしたの？」

　いや、この肖像画……さっきは椅子に「座すわっていた」よな？

　その事実に気づいたとき、絵の中の女性が動き出し、額に手をかけ、それを跨またいで「こちら側」へ抜けてきた。

《うんしょ……っと》

「えっ、えっ、絵から人が出てきた!?　ゆゆ、幽霊!?」

　エルゼがまたしても僕にしがみついてくる。正直、柔らかくて気持ちいいと感じるよりも、痛さの方が勝っているのでそろそろやめて欲しい……。

《幽霊ではありませんよぅ。私は魔法生物ですぅ。この『額』が本体でこの身体からだは幻げん影えいですぅ》

　魔法生物？　魔法で生み出された生命体ってことか？　確か魔法によって仮初めの生命を吹き込まれたもの、ホムンクルスやゴーレムもそれに当たるんだっけか。でも額縁が？

「なるほど、確かにこれは幽霊と間違えられても仕方ないか。で？　なんで僕らを追い出そうとしたんだ？」

《前にやってきた盗賊さんたちみたいにここを荒らされると困るからですぅ。私はこの額が本体ですから、これが壊されると消滅してしまいますから……》

　そういや盗賊たちがアジトにしようと何回か巣食っていたとか……。こいつが追い出したのか？

「で、次々と領主を殺したのもお前か？」

《ち、違いますよぉ！　殺してなんかいません！　一人目は元々病気で、いきなり夜中に死んじゃいましたし、二人目は単なる落馬事故って聞いてますぅ。三人目は領主さんとその奥さんが夫婦喧けん嘩かを始めて、領主さんが刺されちゃったんですよぅ。ちょうどそこらへんで》

　と、言いながらエルゼのいるところを指差す。「ひいっ!?」と小さな叫びを上げながら、エルゼがバックステップで後ずさる。

　全員殺人領主の幽霊に殺されたわけじゃなかったのか。

《そのあとは誰もこなくなってしまってぇ。何回か盗賊さんたちがきて面白半分にお城の中を壊したりするから、私も「額」を壊されるんじゃないかって心配で……》

「幽霊のフリをして追い出した、と」

「額」の女性はこくん、と頷く。

「だいたいお前、誰に作られたんだ？」

《私は古代文明時代に博士に作られた魔法生物の一つですぅ。あ、博士っていうのは女の人で、変わり者ですけどすごい天才で……》

「……ちょっと待て」

　博士、女の人、変わり者、天才。嫌なキーワードがこれだけ並ぶと、もうあいつのニヤニヤ笑いしか浮うかんでこないんだが。

「……その博士の名前は？」

《レジーナ・バビロン博士ですぅ》

「あの野や郎ろう……！」

　正確には野郎じゃないけど！　またか！　なんだって面めん倒どうごとを振りまいてやがんだ、あの博士は！　しかもシワ寄せは全部僕に来るってのはどういうことだ!?　あーもう！

　くっ………。いやいや、落ち着け。状じよう況きようを整理しよう。

「お前がバビロン博士に作られた存在ってのはわかった。で、なんでここにいるんだ？」

《えっとぉ、私は長い間、お空に浮かぶ倉庫にしまわれていたんですけど、そこの管理人さんがドジな人でぇ、ある日……んーと、三二〇年くらい前かなぁ、その人が倉庫の壁を壊しちゃったんですよねぇ。そのときに私や、他に何個かの魔法具が地上に落とされてぇ。運良く超低空飛行だったのと、下が雪山だったので壊れずにすんで……》

「……その倉庫って『蔵くら』か？」

《あれれぇ？　よく知ってますねぇ？》

　まただよ。その時に「不死の宝玉」や「吸きゆう魔まの腕うで輪わ」、「防ぼう壁へきの腕輪」とかも落ちたんだな。全すべての元げん凶きようはそのドジ管理人か……なんとしても見つけ出して罰を与えねばな。

《「額」だけの私はなにも魔法の力が使えないので、登山者に拾われても単なる骨董品扱あつかいで流れ流れてここに来たんですぅ。当時の領主さんが、亡くなった奥さんの絵を入れてくれたので、やっと魔法を使えるようになったんですけどぉ。この姿で夜中とかこっそり歩き回っていたら、だんだんその領主さんがおかしくなってきて……》

　そりゃあなあ。亡くなった愛する奥さんの幽霊が夜な夜な現れるんじゃな。おかしくもなるか。

《そのうち変な研究を始めて、城の中の人がだんだんといなくなっていくなあって思っていたら、騎き士し団だんの人たちが攻せめてきて、領主さんは処しよ刑けいされちゃいました。そのあと新しい領主さんが来たんですけど、どんな人かなって夜中に顔を見に行ったら急に動かなくなって死んじゃいました。その次の領主さんも私を見て馬で飛び出したっきり帰ってこなかったです。最後の領主さんはなんか奥さんが「浮気者！　女を連れ込むなんて！」とかなんとか言われて刺されちゃったんですよぅ》

「それって」

「言うな、エルゼ」

　何かを言おうとしたエルゼの発言を僕は止めた。全部こいつが原因じゃないかと僕にも察しがつく。

　初めの領主は亡き妻の幻影に惑わされ狂気に走り。その次の領主は弱っていた身体への驚おどろきによる心臓麻ま痺ひ、その次の領主は幽霊だと驚いて馬で逃げ出したことによる落馬、最後のはこいつを浮気相手だと勘かん違ちがいした奥さんによる犯行。

　……タチが悪すぎる。

《どうかしたんですかぁ？》

「いや……。それで話を戻すけど、この城は取り壊す」

《えええっ!?　酷いですぅ!?》

「話は最後まで聞いてくれ。その代わりもっといい住処を提供する。そこでなら安全だし、自由に暮らせる。どうだ？」

《本当ですかぁ!?　それなら文句はなにもないですけど……》

　よし、交こう渉しよう成立。さっそく絵の中に戻ってもらい、額縁を外す。そういや最初の領主以外、よく捨てられなかったな。普通、前の領主の奥さんの絵なんて飾っておかないと思うが。

《何回か捨てられそうになったんですけど、なんかこの絵を描えがいた画家が有名な人だったみたいで、価値が上がるからとかなんとか言ってましたねぇ》

　なるほど。美術品としての価値は高かったわけか。だったらこの絵は外して売ってしまうか。僕は殺人領主の奥さんの絵なんか持っていたくはない。代わりになんか別の絵を入れれば問題ないだろ。

　玄関の方に戻るとみんなが集まっていた。とりあえずざっと事情を話し、幽霊の正体を明かす。古代文明の遺産とはいえ迷めい惑わくなこと甚はなはだしいが、今さら言っても仕方が無い。

　問題は片付いたわけだし、さっそく【ゲート】を開き、城ごとブリュンヒルドへと転移する。さすがにこれほど大きな転移は初めてだったので、ちょっと不安だったが、問題は無かった。

　そのあと『工こう房ぼう』へ行ってロゼッタと話したが、まだ材料が足りないらしい。主にガラスとか布類、あとは少しの木材だが、ここらへんは必要経費として自腹を切るしかないか？

　ガラスあたりはどこか廃材置き場で使えそうなのが調達できそうだけど、布地とかはやはり新品の方がいいかと思うしなあ。分解して再構築するっていっても限度があるそうだし。

「それらが揃そろえば少しずつ材料を『工房』へ転送させて、再構築しながらデータ通りに現場に組み立てていくでありまスよ。そういえば場所はどこにするでありまスか？」

　やはりこういうのは国の中央に、ということで、真ん中あたりに指定した。ブリュンヒルドの地形は起伏があまりない。それだけに開拓しやすいともいえるが、今のところ城を建てる以外に予定はないし、真ん中でも邪じや魔まにならないだろ。問題が出てきたらまた城ごと転移してしまえばいい。一応、土魔法で少し高い丘を造って、その上に建ててもらうことにする。

　材料さえ揃えば三日ほどで完成するというし、頑がん張ばって残りをかき集めるとするか。







　　　　　◇　◇　◇







「本当に三日でできるとは……」

「これが『工房』の力でありまスよ！」

　むふーっ、とロゼッタが薄うすい胸を張る。

『工房』のモニターで見た、真白き小さな（といってもベルファストの屋や敷しきより遥はるかに大きいが）お城が目の前にその姿を現していた。

　布地類は破れてたり汚れているものを分解・再構築すると質が落ちるというので、新品を用意した。蚕の繭とかそこまで遡さかのぼればタダで手に入ったのかもしれないが、買った方が早い。正直、原料から作るとか面倒の極致だ。お金には不自由してないし。

　ま、木材は樫かしや檜ひのきを探して伐採してきたけど。こっちは買うより早いしな。

　そんなこんなで建てられた城である。

　大きな堀にかけられた、これまた大きな跳ね橋を僕らは渡わたって城壁内へと進む。堀の水は綺き麗れいに澄み渡っていて、これは近くの川から引いてきている。浄じよう化かシステムはバビロンを巡る水路と同じらしい。

　川上と川下に水門があって、大雨などで水害が起こりそうなときには、流れを別な方向に切り替えることもできるんだそうだ。

　立派な城門を潜くぐって城壁内に入ると、側塔や城壁塔からなる防衛施設と門番さんたちの詰つめ所しよ、そして大きな庭が広がっていた。裏手は広い訓練場などに続いている。

　さらにその奥にある立派な大理石でできた広い階段を上がると、豪ごう華かな噴ふん水すいが中央に設置された庭園が見えてくる。

　その庭園を横切り、さらに進むとやっと城内へと入る扉が現れた。両開きの大きな扉を開けて中へ入ると、とてつもなく高い吹き抜けの天井と豪華なシャンデリア、そして二階へと続く大きな階段が目の前に延のびていた。赤い絨じゆう毯たんが敷かれたその階段は中ほどで左右に分かれ、二階へと繋つながっている。

　緩やかなカーブを描くその姿に、どこか見憶えがあると思ったら、なんてことはない、ベルファストの城と似ているのだ。よく考えりゃ当たり前か。この城の内装はベルファスト城を基もとにしてるのだから。

「素敵ですね。なんだか落ち着きます」

　ユミナも同じように感じているらしい。生まれ育ったところと似ているのだからそうなるよな。

　二階へ上がり、奥まった部屋の大きな扉を開けると、とてつもなく広く天井の高い場所に出た。天井には大きな天窓が取り付けられ、輝く陽光が数段高くなった煌きらびやかな椅い子すに降り注ぐ。謁見の間ってやつですか？

「ちょっと豪華すぎやしないか？　これ……」

　あそこに座んの？　僕が？

「来訪した他国の使者などを迎むかえる場所なのですから、これくらいしとかないと舐められますわ。冬夜様の素晴らしさを見せつけませんと」

　ルーが言うこともわかるんだけど……やっぱり恥はずかしいな、なんか。みんなに座ってみてくれと強制され、とりあえず座ってみたが、居い心ごこ地ち悪いことこの上ない。みんなは「おー」とか「なかなか」とか、勝手なことを言ってたけど。

　とりあえず、まだなんにもないこんな国に使者もないだろ。家臣もいないってのに。しばらくは不要だな。

　それから各おの々おの、自分の部屋や、気になる施設などを自由に見て回った。僕も大広間、大食堂、図書室、音楽堂、練兵場、中庭、と回ってみたが、全部見る気にはなれなかった。やっぱり広すぎない？　ベルファスト城よりはだいぶ小さくしたつもりだったんだけどなあ。

　ある程度見終わると、大きなバルコニーが面した大部屋でみんなソファーに座りくつろぎだした。

「いやー、広いでござるなあ。これは掃そう除じが大変そうでござる……」

「いや、城全体に【プロテクション】をかけているから、そう簡単に汚れや傷はつかないと思うよ。ただ、埃はたまるからなあ……」

　八重に答えながら首を横に向けると、バルコニーへ出て、外の景色を眺めながらはしゃぐユミナとルーがいた。元気だなあ……あれが若さか。って爺じじくさいな、僕。

　くつろいでるところへラピスさん、セシルさん、レネ、シェスカのメイド部隊が紅茶とお茶菓子を持ってきた。後ろにはライムさんも控ひかえている。

「素晴らしい城ですな、旦だん那な様さま。まさかお仕えして一年と経たたずに再び城仕えになるとは思ってもみませんでした」

「すいません。ライムさんは元々、城に仕えるのをやめてウチに来たのに……」

「いえいえ。若き日の血が滾たぎるようです。これからもっと忙しくなりそうですからな」

　そう言ってライムさんが笑う。本人が気にしていないのなら、僕も気にするのはよそう。

「マスター、噴水のある庭園なのでスが、少々手を加えてモよろしいでショウか？」

　お茶を注ぎながらシェスカがそんなことを尋たずねてきた。バビロンの空中庭園を管理しているからか、庭いじりはお手のものなのだろう。中庭はフリオさんの担当として、庭園の方はシェスカの好きにさせることにした。

「ところデこの城に調教部屋は」

「あるかぁ！」

　まったくブレないな、こいつ！

　紅茶のカップを手に取ると、レネがお茶菓子の入った器うつわを置いてくれた。

　レネもメイド姿が板につき、みんなの手伝いにも慣れてきたようだ。時々は失敗することもあるけど、大したレベルじゃない。僕が渡したゲートミラーを使って、帝てい国こくにいるおばあさんと毎日のように手紙のやり取りをしているようだ。

「だけど旦那様～。私たちもここで暮らすとなるとちょっと不便じゃないですか～？　お買い物に行くのも一苦労ですよ～？」

　セシルさんが相変わらずのほわほわ口調で僕に尋ねてくる。確かに城しかないこの国では買い物ひとつできやしない。

「一応ここと、ベルファストの屋敷を【ゲート】で繋ぐつもりだけどね。さすがに不便だし」

　前々から考えていた、認証型の【ゲート】を作ろうと思う。【サーチ】を【プログラム】して、僕が許可した人間しか通れないようにしておくのだ。用心にこしたことはないからな。

「トムさんとハックさんにはあのまま屋敷の門番をお願いしよう。向こうで何かあったらこちらへ連絡してもらえるように。こちらの警備は……そうだな、しばらくはケルベロスでも庭に置いとくか？」

「最強の番犬ね」

　エルゼが笑う。地じ獄ごくの番犬が我わが城の番犬だ。あいつは鼻もいいし、侵しん入にゆう者しやがいればすぐに気がつくだろう。

　警備隊にリザードマンやワーウルフとかを呼び出だしてもいいんだが、さすがにそこまでいくと怪かい物ぶつ城、とか呼ばれそうでちょっと躊躇ためらいがある。

「あら？　何かしら、あれ……。仔こ犬いぬ……ではないですわね。熊……仔熊？」

　バルコニーにいたルーが不思議そうな声を上げる。熊？　まさか……。

　足早にバルコニーへ向かい、ルーが視線を向ける方へと目を凝こらす。そこにはとてとてと歩くクマのぬいぐるみが、真っ黒い日傘を差したご主人様と城門をくぐってくるところだった。










「まったく……しばらく目を離したら王様になってるとか……。どんな出世よ。驚きよりも呆あきれるわ」

　ソファーに座って紅茶を飲みながらリーンが僕ぼくにそう言い放つ。その横でポーラがへへーっ、と僕に土下座をしたあと、揉み手をしながらすり寄ってきた。その【プログラム】はなんのためにあるんだ……？

「しかもレグルス帝国の姫ひめまでもらったとか？　左うちわでいいわねー」

　どこか嫌いやみを含んだセリフが飛んでくる。いや、正確にはお姫ひめ様さまたちをもらったから国をもらう羽目になったんだが……。

「ま、建国したばかりで忙しいところ悪いけど、私、ミスミドの大使としてこの国に来ることになったから。住むところよろしくね」

「は!?　ちょっと待てよ、リーンは確かベルファスト駐在の大使だろ？」

「そっちは別な者に丸投げしたわ。こっちの方が面白そうだし」

　マジか……。いや、別にいいんだけどさ、面白いとかそんな理由で変えていいのかよ……。でもミスミドの獣じゆう王おう陛下ならあっさり許可しそうだ。

「で、ひとつ個人的な相談なんだけど。ここに仕えたいって子たちがいるんだけど雇やとってもらえるかしら？」

「仕えたいって……この国に？」

「そう。ブリュンヒルド公国に」

　んー……人手が足りてるとはいい難いんだけど、ほいほいと雇うわけにもなあ。何かしら企たくらんでいる輩やからが紛れ込まないとも限らないし。ん？　ああ、ユミナの魔眼があったか。アレなら悪意や害意を持っている者を見み抜ぬけるだろう。

「まあ、とりあえず会うだけなら。その人たちはどこに？」

「城門の外で待たせているわ」

　ユミナとリーンを連れて跳ね橋の前へ転移すると、そこには三人の若者がいた。若者っていうか、僕も同じかそれよりちょっと歳とし下したってくらいだけど。

　三人とも僕の姿を見ると膝ひざをついて頭を下げる。あああ、立って立って。そんなことされると居心地が悪い。

　えっと、三人とも獣人か。兎うさぎの少年に狼おおかみの少女、と……狐きつねの少年か。あれ？　この兎獣人の少年……どこかで……。あ！

「えっと、レインさん、でしたよね？」

「お久しぶりです。冬夜様」

　赤毛で小こ柄がらな兎獣人の少年はにっこりと笑う。そうだそうだ、ミスミドへの旅で狼の獣人ガルン隊長の部下だった人だ。

　あれ？　でも、だったらミスミドの兵士だろ？

「ミスミドの兵士職は辞やめてきました。どうかこの国に仕えさせて下さい」

「なんでまた……。ガルンさんに気に入られてたんだし、出世もできたろうに」

「冬夜様が黒こく竜りゆうを倒たおしたとき、本当にすごい人だと感動したんです。その方が建国した国とあっては、もう居ても立ってもいられずリーン様にお願いした次し第だいで……」

　なんともったいない。責任を感じるなァ……。それを聞きながら隣の狼獣人の少女がくすくすと笑う。

「レインちゃん、落ち着いて。冬夜様が引いてるわ」

「あっ……す、すいません」

　真っ赤になって俯くレインさん。それを横目に銀ぎん髪ぱつの髪かみをアップに纏まとめた狼少女が小さく頭を下げる。

「ノルンと言います。兄がお世話になりました」

「兄？」

「ノルンはガルン隊長の妹なんです」

　怪訝そうにしていた僕にレインさんが説明してくれた。ああ、それで……。

　納なつ得とくしていた僕に残る狐少年が頭をぺこりと下げた。きりりと真面目そうな顔つきの少年だ。僕よりひとつふたつ上だろうか。背も高い。金きん髪ぱつの上にぴょこんと伸びた狐耳とフサフサの尻尾しつぽが揺れる。

「ニコラ・ストランドです。よろしくお願いします。陛下」

　そう言ってビシッと直立不動の体勢をとる。陛下はやめて欲ほしいんだが……。

　僕は公国の王様、公王となるらしいが、元居た世界の意味合いとはどうも違うようで。オルトリンデ公こう爵しやくの「公」ともまた違うらしいからな。小さな国の王様、ぐらいに考えているけど。

　ま、あまり深く考えるのはよそう。それよりも気になるのは……。

「ストランドって……。オリガさんとこの家となにか関係が？」

「オリガは父方のいとこです。交易商人のオルバ・ストランドは伯父に当たります」

　あ、やっぱりか。なんだ、結局この三人って全部僕と繋つながりがあるんじゃないか。

　いや、考えてみたらそうだよなあ。建国したとはいえ、僕のことなんか直接関わった人でもなきゃわからないだろうし。

「この三人はそれなりに腕も立つし、この城の警備にぴったりだと思うけど」

　リーンの推薦を聞きながら、ユミナヘと視線を移す。彼かの女じよは静かに微ほほ笑えんで小さく頷うなずいた。どうやら魔眼での審査には合格のようだ。

「んー……まだなにも決めてないんだけどな。騎士団や軍みたいな仕事はないから、雑用とかもしてもらうかもだけど。それでもよければ」

「「「よろしくお願いします！」」」

　返事はいいな。とりあえず住む場所だけど、詰め所ってのもなんだしな。男女別な方がいいだろうし。しばらくは本城の方に住んでもらうか。人が増えてきたらあとから考えよう。

　そのうち騎士団みたいに組織化したらその館を建ててもいいしな。

「男二人に女一人だけじゃ、まだ騎士団って数じゃないけど。そのうちちゃんとなるかもしれないから……。ん？」

　僕の言葉にどんよりとした空気を纏ったレインさん。気まずそうにノルンさんが顔を引きつらせて笑い、ニコラさんはあからさまに目を逸そらしていた。え？　なに？　なんかまずいこと言った？

「バカね。レインは女の子よ」

「…………………………うえ？」

　後ろからリーンに投げかけられた言葉と、その足元であちゃーっ、といった感じに顔を押おさえたポーラの態度を見て、全身から冷ひや汗あせが出た。え？　マジで……？

　ギギギギギ、と首を回し、ウサミミを垂らしてしゅんとしているレインさんに顔を向ける。え、髪短くて、いかにも美少年って感じの……確かによく見れば中性的っていうか、女性に見える……な。見えます。

「……女です」

「すいませんしたァッッ!!」

　公王が土下座するという前ぜん代だい未み聞もんの事件から、この国の歴史が始まった。
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あとがき。







　こんにちは、冬原パトラでこざいます。

「異世界はスマートフォンとともに。」第四巻をお届けします。お楽しみいただけましたでしょうか。







　この巻で冬夜君はとうとう王様になってしまったわけですが、さほどなにかが変わるわけでもなく、今まで通り仲間たちとワイワイとやっていきます。

　冬夜君の箱庭となったブリュンヒルドがどうなっていくのかもこれからの楽しみのひとつです。当然、まともな国になるわけもなく。周りの国々や人々を巻き込んで、てんやわんやの騒動を起こすことになります。







　本文で述べておりますが、今巻において出てくる「読書喫茶」は、「漫画喫茶」を参考にしております。

　自分、かつて漫画喫茶で働いていた経験がありまして、当時のことを思い出しながら執筆しておりました。まさかこんなところで役に立つとは思いませんでしたが。万引きの対処法に【パラライズ】があったら便利だったろうなあ。

　まあ働いてはいましたが、落ち着かないので自分自身漫画喫茶にはあまり行かないのですけど。本は買って読むタイプです。

　もうすでにその店はありませんし、それ以降漫画喫茶には行っていないのでシステム的には古いのかもしれませんが、そこはお目こぼしを。







　それでは今回も謝辞を。

　イラスト担当の兎塚エイジ様。毎巻新しいキャラたちをありがとうございます。ルーがかわいくて仕方がありません。

　担当のＫ様、いつもお世話になっております。お身体に気をつけて、これからもよろしくお願い致します。

　ホビージャパン編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方、おかげさまで四巻までたどり着けました。ありがとうございます。

　そして「小説家になろう」と本書、読んで下さる全ての読者の方々に感謝の念を。











冬原パトラ
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